
OB会 会 長 の 挨 拶

15期 奥名 正啓

OBの皆様、それぞれにご活躍のことと思い

ます。

今年の春の小屋酒場は、犀川ダムまでの道が

崩壊したまま復旧ならずやむを得ず中止としま

した。そう多くもないベルクハイムヘの機会を

失つてたいへん残念に思つています。道路の様

子を偵察にいつてきましたが、車でダムまでは

ともかく立派な足と意気込みがあれば十分ベル

クハイムヘ行けそうです。このダムまでの道は

ほとんどの皆さんにとつてはあまり楽しい思い

はないのではないかと思いますが、改めてぶら

ぶらとゆつくり歩いてみるといろいろなものが
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目に止まります。特に新トレではただただつら

い思いをした時期はこんなにも木 の々葉や花が

鮮やかで美しいとは思つていませんでした。や

つと最近になつてその美しさに気づきあちこち

と出歩くようになりました。

今もって寺津のゲートから先は一般車両の通

行止めが続いています。また、日を転じて白山

はどうかというと、岐阜県側の平瀬～大白川も

道路の損壊により今年は通行不能。白山一里野

～岩間温泉もいつ完成ともわからぬ工事を延々

と続けています。さらに、家堂センターの改築

工事のため平成 13年までは宿泊はできるもの
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の食事は提供されないこともあり、自山への登

山者数は大幅に減って自然破壊が少しでも食い

止められるのではないかと期待?されています。

白山はもちろん火山で
｀
すが、その大部分25

00m付近まで
｀
は堆積岩が隆起したもので、実

際の火山はその上に乗つたわずかな部分でtか

ありません。この堆積岩はもろく崩れやすいた

めあちこちで
｀
道路の崩壊が起こつているのかも

しれません。また、山自体も崩壊が激しく、ほ

うつておけばどんどん崩れてしまうため特に激

しい地域で砂防工事を行つていると聞きました。

こうして白山を守ることが自然を守るというこ

となのか、あるいは崩壊するものは崩壊させて

おくのが自然なのかはわかりません。

閑話休題。金沢城内は長い間発掘調査を行つ

てきましたが、これもいよいよ終わり跡地およ

びその周辺地域 (県庁移転にともなう跡地)利

用に移るようです。そうなると城内はもちろん

まわりも様相が一変することになるでしょう。

今はまだ発掘のあとが残るだけで、意外に狭い

気もしますが雰囲気だけはまだ残つています。

OBの皆様の中にはこの城内キャンパスでさま

ざまな思い出を刻んできた方も大勢いるのでは

ないでしょうか。そんな記憶を確かめられるの

はもうあとゎずかの時しかないようです。今年

金大では創立 50周年として催し物が目白押し

で、そのなかに市民の親じめる大学をうたって

います。かっての市民の中に堂々と学生がその

一部を占めていた時代もあり、それに比べて角

間に移ってしまってからは一歩も二歩も遠ざか

つてしまったような気がしています。これを機

会に市民としての学生が復活するかどうか◇

さて、おぞましい試練の場でもあったり、時

には安らぎを与えてくれたりした我が高二郎は

我 金々大ワンゲルとそのOBがいつまでも守り

続けていくべき山です。そしてその起点となる

小屋酒場ベルクハイムもまた同じです。使い続

けてこそ価値があり、またそうしてこそ守られ

ていくものです。秋には華やかな小屋酒場を催

すことにしましょう。そこで多くのみなさんに

会えることを楽しみにしています。

1>rttl

秋の山小屋酒場
9月 25日 (十 )、 26日

予約は 9月 10日 までに事務局へ。

詳細は、後 日、個別にお知 らせ します。

電話  076-222-9288
E― mをlil settyall― fOmuc.biglobc.nc.jp
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OB・ 会
(平 成 10年 12月
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前回 (10.H.30現 在)繰 越金

収  人  の  部

支  出  の  部

76

1, 54

46

0, 478

3, 672

8, 913

差   引 合   計 1, 835, 237

*年会費振込みがまだの方に振込用紙が同封されています。

銀行振込の場合は

北陸銀行本店 普通預金 223703
金沢大学ワンダーフォーゲル部OB会

まで。  お名前の前に 「期」もご記入下さい。

・平成H-15年分をお願いしています。

・年 2、 000円 ですが、できるだけ、 5年間―括払いでご協力下さい。

-3-



事務局か ら

事務局長 舟田 節子

シヴィアな数字のお話です。

前回繰越金760、 478円 中、707、 169円 は35周 年の繰越金です。 (会報 10号 10ペ ージ参照 )

つまり、 5年間の年会費については、 5年間でほぼ使いきったということにな ります。

6年前、創部35周 年にOB会 設立 (実は何度目かの設立)を総会決議 したものの、KU
WVに は、OB会 がない実績 と伝統の方が横たわっていました。そのため、活動の基盤と

なる年会費の納入も、どこまでの義務があり、どんなサービスが受けられるか曖昧なまま

でのお願いとなり、実際、希望・願望の次元のお答えしかできかねttの が正直な所でもあ

りました。かたやに厳然たる出費をかかえながら、物綺麗に「お願い」以上を越えられな

い。それでも試行錯誤のうちに、 5年間を経過してきました。

35年 の歴史、500名 近い卒業生の数字以外は不明だらけであり、多少明確さを加えよう

とすれば世代ギャップにもろにぶつかることにもなりました。

そんなこんなの 5年間は、 「OB会 がなかった時代」の戦後処理に必要な時間だつたの

だと思います。その間、350余名のOBか らの年会費振込を支援 とし、 「全卒業者Jに送

付を維持 してきました。

ちなみに、会報10号で数字をあげれば、印刷費プラス郵送費は38万 円。 これを全送付対

象者数でわれば一人830円 。年会費振込者実数で割れば、 1、 080円 。会報10号はこれまでよ

り割高ですが、これを年 2回 送付すれば、年 2、 000円 をオーバーしてしまいます。

もちろん 「会報を薄 くしても、年 1回 にしてでも、全卒業者送付の方が重要」の意見もあ

ります。が、たかが 5年、されど 5年。戦後は終わったと事務局長は考えています。

全卒業生がOBであり、OB名簿に掲載され、記念行事にも参加できます。会報送付の

み、年会費振込と対応させていく予定です。つまりOB名簿と別に送付リストがあり、そ

のリス トは、事務局長が財布を眺めて棒線を引いていきます。

なお、棒線については、卒業後数年、海外赴任、同期代表に問い合わせの上など、相応

の配慮は加えられています。

また、会報形態については流動的です。今回、かなりをホームページからの打ち出しで

構成しました。能率よく、されど、ワンゲルらしさはにじませたい 。・の試行錯誤をやっ

ていきます。
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OB― ^言通 信

*松尾 秀邦            力ぴ醒慕1

大出君が逝かれた時はすぐ近くの白峰村で仕

事をしており、金沢に所用があって出掛けた時

7期村田泰恵に遭難死を聞き、彼女の案内で、

大出家に出向きました。ご夫婦共に元気でのお

使りを頂戴していたのですが一。齢50は若過ぎ

る一と思える今日にしても若すぎた。
‐皆様もれ11断せずに御健康でお過ごし下さい。

平成 14年 (1999年 )1月 19日

金大法学部

前田 達男教授

*田村 昭夫       0期
拝啓 写真ありがとうございました。スキー

には私一人参加させていただきます。但し、家

族が私と行動を共にすることを嫌った訳ではあ

りません。念の為。

*登内 郁夫       3期
卒業 (OBとなって)36年が過ぎ、会社の方

も今年からOBの・II潤となりました。毎日が日

曜日となりまし′た力ヽ イ可かと)蝋せずに1亡 しく
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過ごしています。

今までは朝早くから通勤ラッシュにもまれて

出社。夜は微薫をおびての帰宅の連続でした力ヽ

朝はゆっくり寝ておれる為力＼夜更しが多くな

り、パソコンに1反 り組んでおります。

今年は金沢の方へも是非足を伸ばしたく思っ

ています。しかしながら、新しいキャンパスの

方には一度も行・ったことがなく、ただ城内にあ

った部室 (私達の1れこはスポーツセンターの動

は現在はないと思います力ヽ 一́番想い出が探い

です。

インターネットのホームページ3月設とのこと

早速アクセスしてみます。今後ともよろしくお

願い申こノ上げます。

*脚奇 進  ______―止皿―

平成10年

1月 宝満山 llFQ剛

3月 高千脚 気 韓国岳 (鹿児勘

4月 雁偽 h繊村

5月 徹‖池岳、藤原鵬 囲

9月 九重 。黒岳 (人分)

月■いの 8月 八ケ岳力¶了とともに流れた。

*合津 尚        6期
40周年記念「やまざと」を受領しました。懐

かと/い顔、ほとんど忘れてしまった人々の再几

{可カシさがはずむ思いがしました。1きい話題の多

い今日このごろ、あの1兼な人ιLθ)― ‖きがあった

という実感のlll確認ができました。

さて、大1llさ んの事故の記事には何ともつら

い気持ちです。本人もさることながら、家族の

方も今後大変な事と存じます。生ある限り死は

突然訪れます。常に考えるけれど、どうしよう

もないではないかと開き直ってιliき てきました。

つい先日も一人で近くの山 (沢)で転落。同 業

なlrllllに なりかけました。1也人ヨ」ではないので

す、全く。釜石周辺には1350mま での山々が多

く、週末には良く出掛けます。春になると熊と

の遭遇が気になります。

おわりに、 1月 17日 珠鰐て北区のフノLノマラソン

大会で、 3時間50分で完走るこれからは三流 (

=流ではなく)のマラソンランナーだ !

*澤田 孝雄       7期
南都1各 OB会報ご送付いただきありがとうご

ざいました。 7期連絡員を村田さんに代わり務

めさせていただきます。

7期の会費納付状況を見て、我が期のメンバ

ーの納付状況が立派なのにびっくりしまし′た。

他の期の状況は知るよしもありませんが、メン

バーの性格が出ているように思い、喜ばしく思

いました。未納者とか退会表明者に対しては私

の方から一切連絡等しないつもりでいますので、

ご了:承下さい。

ところで私事です力ヽ 姓について訂正をお願

いします。            敬具

*寺本 典生      10期
この三年間、半年-1年で転々と職が変わり

ました力ヽ どうやらこれで当分1要を落ち着け、

仕事に取り組めそうです。勤務校 (二重県劇 ||

越高等翔 は近鉄名古屋本線の伊勢朝日と富

洲原の中間にあり、革窓からよく見える所です。

近 、々第二名神が学校の横を通るということで、

夏ころから工事力滋台まります力ヽ その筋のOB
がおられましたら、ご協力〔Lろ しくお願いしま

す。

ただ、残念なことが一つ。本校には、山岳部、

登lll部、もしくはリンクリレ部なるもの力¶【いこ

とです。立場上、私力Ⅶ爾11になるから作りまし

ょうといえないこと力ヽ かえすがえすも残念。

一人、寂しく休日に鈴鹿の山々をスヽらつくつも

りです。

*日司 正利      11期
会報を戴く者IS度、返信ハガキを出さねばと思

いつつも、ついついそのままとなるのが常なの

で、今口|はそうなる前に。

改めて、出版おめでとうございます。ものが

届くと、この存在感 。充実感は格別ですね。



拝見しつつ改めて振り返ると、I蘭こは年 1回    *祖 父まェ亘望撻______1昼坦

くらい追悼の辞の類を書いているのに気付きま     今年の15期の同l明会のことです力ヽ 9月 の第

した。昔、白井大先輩から田村さんとおっしゃ    21量 日 (9/11、 12)と 内定しました。場所

る雲_1」、のような大先輩の話を伺ったのがずっ    は二重県桑名郡木Lir即脚rの木曾岬温泉です。 1

と残っていましたが、何となく往時想った風貌    月に佐野君と偵察にイ子って温泉につかってきま

にぴったりのような一。「もうすぐ逝く」など    したヵ、 お湯がよくてポカポカしました。

とお書きでした力ヽ 存命中 ② Oこお目にかかっ     木曾Wttrと いうと弥富H子の1鱗で、 2月 9日 に

ておきたい方のお一人です。人生はもうそう長    不発弾が爆発し′て有名になりました。当日は何

くもない。                    ヵ平暴発する力■)かりません力ヽ 旅館一軒貸切な

写真力ヽ 羊明となったので、随分色々と楽とノく    ので、大いに騒いでも大文夫です。近くには長

拝見しました。                  島温泉、なばなの里、翻 IP可口堰といった名

*/1NttL_//1士貞l________12期

｀  周りからは、羽根を伸ばし過ぎない様にとばか

写真になつかししい顔 。々え |と力立1る ほど―

と楽しく見させていただきました。又、今回、

大出さんがなくなられた事知りました。私が卒

業して次の年くらいに、金石の赤地さスンの家に

正月かな、遊びに行った1ま 大出さん、松世さ

んにお会いと′たのが最後です。とてもおだやか

な人という印象でした。

こちらは四日市のはずれ、鈴鹿山脈の麓です。

桑名で寄りましょうとかあったけれど、ここか

らもすぐ近くです。声かけてくださいね、創 11

さん。今はハウスのトマトや、鶏が産んだ卵の

世話をしています。毎朝、朝日が入道が岳を照

らす時がとてもきれいです。では又よろしく。

*松縄 宏

榔 綱il免下さい。幹事御苦労様です。多難な

金属州譜 、リス トラ勧奨にもガマンして勤務し

ております。先般ワンゲ
｀
ルのホームページを見

て懐かしく、」ヽ屋を訪ねたいとのいよいよ望郷

に近いものを感じています。

寒暖の差著しい中、御自愛専一の程、お祈り

致します。

り言われております。東京出張の折りには是非

御連絡下さい。

01便)通勤時間はちょうど1時間。前とあま

り変わらないので、こちらへ来るまでは、自由

な時間が増えると思っていました力ヽ 意外に増

えませんでした。掃除、洗濯t炊事と19年ぶり

の単身生活は、まだペースがつかめません。改

めて女房の苦労と有り難さを知った次第です。

*り |1端 俊朗      16期
金沢を離な いつのまに力98年濠 っヽてしま

いました。清水君の原稿を何度も何度も読み返

し、思わず涙をおとし、家族に笑われておりま

す。今もあの頃の情熱や心根があるかどう力＼

自分に問い掛けています。それにしても、よく

語り、よく飲んだものだと思います。

今年は是非倉谷へも行ってみたいと思ってい

ます。皆さんに会えるのを楽しみにしています。

|ll;長 中のコli中にて

*川村 高弘       17期
2度目の海外勤務をはじめて 1年半。今回は

子供の学校のため、単身赴任です OjoS.Aピ ッ-8-



ツバーグ)。 17期はOB会では全く目立ちませ

んがEメ ール通信のおかげで、同期のコミュニ

ケーションは良好です。アメリカ東部出張の折

は連絡下さい。

*森 博彦        18期
住所変更をお願い致します。

*横井 恒雄      18期
ようやく春めいてきましたカミ いかがお過ご

しです力、 大変遅くなりました力ヽ 男1撻欽 会費

を送金致しました。

「やまざと」10号、大変興味深く読ませてい

ただきました。401年記チMI事の様子や、清水

l氏の「青春の記Jはlltに lln白 く、かつなつかし

く拝読いたしました。

毎 編々集の仕事をしていただいている舟田さ

んを始めとした事務局のみなさん、ご苦労様で

す。

昨年末よリメールを配信くださっている奥名

新会長殿、いつもありがとうございます。

歌集を見ながらつい口り'さむといったノスタ

ルジックな世界と生涯現役という元気力ヽ司居し

た不思議な世界に心浸るばかりで、活動には参

加することもできず、心苦しい気分にもなりま

す 。

正月に掘 キピラタススキー場に行きまと′たが、

八ケ岳や白峰三山を見るとそそられるものがあ

りました。暖かくなったら1り翻司辺に出掛けた

いと思っております。

送][li鳳、l[11革F力

｀

*中オ上_元風  ____二___2鎚りl_

いつもお世話ありがとうございます。楽しく

読ませていただいています。

さて、現在山代温泉のホテル百万石の依頼で、

日本百名山を百枚のネ会皿にするという仕事をし

ています。現/1~15枚完成していて、すでに飾っ

てあります。

正確には百名山を少し′入ね′かえて、ス、るさと

9

百名山とし、里から見た百名山とし、大阪の金

岡珈llや兵濤1の六甲山も入ね′ます。医王山も入れ

てしまいます。

完成は筆 ‐中をめどとしています。全国の各

地方で、どの山をふるさとの山と思っているか

という取材を続けながらの市1作で、OBの方に

電話でお問きすることもあろうかと思っていま

す。

*4/1‐ 41

草々

北陸の方はだいぶ雪がきたようです力ヽ いか

がです力、

「やまざと」届きました。年会費に関して御

配慮いただきましてありがとうございました。

今、通勤電車の中で書いています。左側の窓

には、甲斐駒や南アルプス、右側には、八ケ岳

が見えています。それではまた。

*興井 隆       23期
年明け早 、々上高地ヘトレッキングに出掛け

ました。積雪はまだまだ少なかったのです力ヽ

はじめて "スノーシュー"なるものを履いて歩

きました。こねへいわゆる西洋カンジキです。

カカト音1粉が開放されているので、和カンジキ

よりかなり歩き易い。しかし、これ履いている

と、バックする1き必ずこけてしまいます―。

"前進あるのみ"と いう人にはお勧めのアイテ

ムです !

*|トネJ jE-         24り l

金沢市内の医王山近く (太陽ケDに 移転じ

ました。こちらに来られたら一度遊びに来て下

さい。

*浅井 浩一朗      26期
平成5年一平成9年ロサンゼルス勤務。

il効梵9年一現在うなラング勤矛芳。

近々日本帰国の予定はなくOB会に参加でき

ず残念です。

(事務局注 ;出産のため帰回中の奥様から

'Li舌

をいただきまと/た。)



*二杢_博子_  27期
9月 29日 、第 2子、真依 (ま い)を出産しま

した。我力唸7期 も今は出産や育児で大忙しで、

なかなかOB会活動に参加できないようです。

本人から連絡があったかもしれません力ヽ

後藤孝志さんの住所変更です。

*米山重 =____四
また引越をして住所変更となりました。誡

におそれいります力ヽ 今後は新住所の方に御

連鷲誅
')額

いもうしノあげます。

*雑 ―一一一―一一柳

転居致しました。

刈観Li_■7_____ 36期
前略 いつもありがとうございます。「やま

ざと」楽しく読ませてもらいました。主人の追

悼世

`子

の事(2ページに渡り大きく載せていた

だき、本当にありがとうございます。毎年、会1

に行ったあとお墓参りに家に寄ってくれます。

今では息子、娘がたくさんl曽えて楽しくしてい

まつ
~。

つい最近も、34期のメンバーとスキーに行っ

てきました。とはいうものの、私は一H可年ぶり

でしたので、足力)厳 くてたいへんでした。

名古屋の方に来ることがありましたら是非寄

って下さい。いつかお会いできる日を楽ヒ′みに

しています。

またお便りします。よろしくお願いします。

*… ____   期

「やまざと10号J落手しました。40周年では

お世話になりました。また、写真までいただき

ありがとうございました。

38対I*二重_永士 _____一一一一一~

転勤のため住所変更

*西馬__llli_____  錮力|

11蝋畿株式会社に入社 t′ Jiヒ ′た。会ネLの寮

は4人部屋でなかなか楽しいです。でも狭いで

す。 トイレだけはきれいです。

実家までは1時間半くらいなので、ちょこち

ょこ実家に帰るつもりです。ですから「やまざ

と」は実家へ送って下さい。

以」k近況報告でした。

*小西 陽介___  39期
働き始めてから山が遠くなってしまいました。

行きたいな、とは思うものの、休みの日は寝て

はせかりです。月に何回も山に4子っていた頃が

懐かしいです。

打 ξL二」目DむtttL要暑≡可コιE)iコ巳f言事

(5年分です―などは削除してあります。)

*西尾 1告史   3期
いつもOB会のお世話頂き、有り難うござい

ます。今後ともよろしくお願いします。

上」L_:□[□_____―」型ユー

5月 の連体後に、 3期のOBが∞数年ぶりに

医王山に集い、散策のイム 白峰の湯に浸り、楽

しい2日間を過ごし′ました。 3人のOGを含め

総勢11名 力ヽ それなりに年輪を重ねた顔のこと

は忘れ、夜遅くまでワイワイやっていました。

来年は春に立l11の つもりです。詳細は西尾君よ

り届くことでこノよう0

*金岩 孜    5期
いつもお世話になりありがとうございます。

*亀田 武    5期
0番号、回番号が次のとおりとなりました。

*久島 俊也 。洋子 5 mjl・ 6期

やまざと会報10号 :専

`し

く読ませていただき

まと′た。なつかしいあの顔、顔、顔一。学生時

代、憧れていたあの先輩も、それなりに年を経

て。今度又チャンスがあったら是非参力日したい

です。とりす)え.ず 1万円送ります。こオ1′でこンげ
ハ
Ｕ



らく会費納入の脅迫から解放されるのではと思

いますが一。ただ今、俊也は東京単身赴任中。

私、洋子は毎日のんびり近くの山の散策を楽し

んでいます。

■Ш L_止_____釜J墨

ご渤 キ業です。どうかよろしく。

*中川 瞳塾 L_⊆盟

いつもお泄話になりありがとうございます。

■Alll__lHI■ ___理Ш

遅くなりましたがよろしくお願いします。

*坐谷 大平  8期

(i階労様です。また会える日を楽しみにして

いまつ
^。

上:盪璽量 1美子l」塑

いつもありがとうございます。

一

会報あリカ`とう。楽しく、懐かしく、そして

悲しい10号でした。

■互皿_澄△__ll塑_
大峰:1:に は毎年登っています力ヽ もう一度山

′〕渥 、自由へ行ってみたい。大出君が亡くなっ

たとのこと、びっくりしました。

主力亜生型聾上__1塑
毎度お世話になっております。冊子の方、愉

快に読ませて頂きました。特に家内が喜んで、

会員以上に楽しんでいましたので、この会費は

家内の負担という事になりました。楽しい会の

御蔭です。スキーどうでしたか?来年は行ける

かと思っています。

*小西 外士郎 12期

4月 1日 転勤で住所変更となりました。

*野村 益己  12期

4月 24日以後、大阪方面へ転宅します。転宅

先は未定です。

*清家 雅幸   14〕tl

人lllさんの諄梓長を知り、識に残念でなりませ

ん。新入部員にとって 3年生は"雲の上の人 "

と言われたものです力ヽ 大出さんはそのような

感じのしない温和な人でした。心よりご冥福を

お祈りいたします。OB会費遅れまして申し′訳

ありません。

二坂ル1___睡___亜J]

やまざと10号ありがとうございました。OB
会のこれまでの5年間をうけて、さらに着実に

発展していくことを祈ります。地元OBと して

できるだけ協力していきたいと思います。 (い

つも原稿を出さなくてゴメンナサイ)

*川端 俊郎  16期

OB会を運営していただいています事務局や

現役諸氏に感謝しています。お役に立てずすみ

ません。今年あたり是りF―BerkHeimへ行ってみよ

うと思っています。その折りはよろしく。

生ΔttL型Ll豊 _上I塑

会費の振込がたいへん遅くなりまして中し訳

ありません。今後ともよろしくお願い致します。

壺渡辺_■■ _  17期
OB会のお世話ありがとうございます。近々

′l」iも電脳化します。

■壁 I」I____ユ幽

お世話になります。よろしくお願い致します。

■菫左__恒雄____18塑

毎 御々麟 キ業です。二近ね′ましたがOB会費を

送らせていただきます。

11



塑

Eメ ールアドレスを下記に変更して下さい。

■回嶋_敏堅上京二二塁塑_121期

いつもお世話にばかりなって、11し訳なく思

っています。今後ともよろしくお願いします。

■谷盛_陽邑■  20期
いつもありがとうございます。

型塾量_二風___型堕_

いつもありがとうございます。なつかしく、

楽しく読ませていただいています。

埜gセL」誕と___2迎明
住所等変わりまとノた。

」 置 」 難 __亜 塑

山歩きはほとんどできません力ヽ ll:事でlま
`k

く歩きます。頑張って下さい。

■型 塵 堕 __2製
98`F12月 にll刃F変更しまと′た。

(大笠山をめざして)

上益lll_墜圭ΔL_亜塑 _

OB番号をわざわざ全員分書いて下さるなん

て、大変な手間じゃありませんか?自分の番号

を必ず本人に書いてもらうようにしては。アッ

私も。

上lll口 雪枝   26期
2月 12日 に3人日、男の子が産まれ「あきら

0_1と名付けました。名付け親は、長男の

康太朗です。 (漢字は親があてました。)

振込遅くなってすみません。

型 Im_壁塾 __30期
遅くなりまして申し訳ありませんでした。今

後ともこkろ しくお願いいたします。

匹型1__型■__童塑

舟田さんもE―milア ドレスとうとう取f乳 電

子化の波ですな。

」墜L菫螢L 部期

いつもありがとうございます。f可か手伝える

ことがありましたら御連絡下さい。

当童星J型皿:_」聾L__

大変遅くなって申し訳ございません。今年も

よろしくおねがいします。



E一 Mail便 り

「落書帳復活 !」 の夢が現実になりました。パソコンを敬遠される方もあるで

しようが、インターネットに限れば、簡便な機種もあります。偉そうなことは

言えませんが、まあ道具です。昔の説明書と今のを比べると、固有名詞が普通

名詞になってしまっているというか、常識のようにカタカナ語が並んでいて、

ほどほどに使い始めてみられた方がベターとも思います。

とはいえ、HPの様式が変更されてから、私の文豪 JX― S500に は右端が

写らなくなってしまいました。どうすりゃいいんべ・・と思いながらほかって

おいたら,奥名さんに打ち出してもらった原稿の一部がやはり右端が切れて届

きました。どうやらこれで対処がわかったとぃぅか・・どのみち奥名さんの所

しか頼れないのです。     |

右端の穴埋めを考えましたが、私の国語コンピュータニでは無理でした。よっ

て以下の方:右端 5文字ほどが切れたままで掲載されています。ご容赦下さい。

11期森川様
・ 15期上馬様、坂尻様、松林様  17‐期川村様、小島様

1‐ 8期井上様、大西様、横井様 21期竹中様 26期畠山様

33期寺島様 36期石川様

FROM: 前田達男 〈m〔leda3300kenroku.kanazawa―u.ac.ip〉

SUB: Thank you for ''YAMAZATO" vol。  10

ワンゲル顧間の前田です。

「やまざと」第 10号 受け取 りました.ご送付有り難うございました。

振替口座の番号もどこかに書いてあると、会費相当分振り込みます。

銀行だと開店時間を待って出かけなければなりませんが,郵便局は角間移転の際に招

致したので,生協に出かけたついでにでも用を足せます。

“Now"は 公式ホームページ専門委員会が直接管理 しているコーナーです.ホーム

ベージを金沢大学の「営業戦略」として位置づけ,学生諸君の自発的な活躍ぶりや卒

業生の皆さんとの対話,金沢大学の近況などを伝えていくことによって,城のない金

沢大学の地盤低下を防ぎ,金沢大学をおおいに売り出していこう.こ ういう意図で出

‐ 、  発したのですが,なかなか趣旨が浸透せず,特に「営業部」 (=学生部)の意識改革

がネックとなっています。ワンダーフォーゲル部にたどり着くには, トップ頁 (キ ャ

_     ンパスライフ)==〉楽しむ=〉サークル紹介 (体育系サークル)==〉 ワンダーフォーゲ

ル部とたどらなければなりません。☆をつけて自主ホームページの存在を示すなど,

委員会の方で多少の改善の手も加えていますが,あ まりのまだるっこさに当面の策と

して “NOW"を 利用 1/て いるという次第です。

前田達男  金沢大学法学部

920-H92 金沢市角間町

Tatsuo  MAEDA     「 aculty of Law   Kanazawa  University

Kakumamachi, Kanazawa   920-1192  Japan

E一mail :maeda3300kenroku.kanazawa― u.ac.jp

Tel : +81-76-264-5379

rax:卜 81-‐ 76-234-4067/+81-76-264-5405~13-



3期  登内 郁夫

99年 2月 15日    ″
やまざと

″
第10号、有難うございました。

金沢の方は大雪とのことですが如何でしょうか ?
|            こちら千葉県の野田市は寒いですが、今冬は雪はまだ見ません。

定年後は野田と郷里の信州伊那との行き来で、耕雨読、時折酒
‐    ‐      と思つていましたが、寒日矩雉暖日散歩、毎晩晩酌時折図書館

といった日々です

8期 篠島 益夫

99年 5月 10日 |   いつもKUW∨や金沢の近況連絡頂き有り難うございます。

1         行事にも出たいのですが、折角の機会も今までは全部参加出来ていませんが、その
■    ‐     後のベルクハイムで記事を見て楽しさ、懐かしさを想像しております。

それでも、今も自分のワンゲルを思い出した様につずけております。

|    .    この5月 8日 の土曜日も四国の剣山に家内と登りました。ひさしぶりの2000
1  ‐|      メートル級でしたが、

|      ‐   中・四国では少ない白樺林を抜けての歩きは山らしい雰囲気を味わう事が出来まし
た。

剣山は名前とは大違いの女性的な山容の山で白山周辺の山のイメージを思い出しま
した。

|            これを契機に、大山、蒜山、四国のイシズチ山を今年のターゲットにして見ようと
思つています。

8期  山村 嘉一

98年07月 17日   OB会 のお世話本当にご苦労様です。
小生も遅れ馳せながら電子メールをやり始めて、年賀状にアドレスのあつた人にメールを
出したら、さつそく吉田幸造君が返事をくれまし
た。

さらに、今日j吊 宅したら「やまざと」が届いていて、吉田君の第二便に貴君のメールアドレス
があつて取り急ぎお便りいたしました。
OB会の世話は本当に大変だとお察しいたします。
よろしくお願いいたします。では、いずれまた。

98年 11月 27日   いつもメールありがとうございます。読むたびに返事をと思うのですが、ついつい(ワ ンゲル
人の典型的な欠点 !)・ ……で、
スキー場便りが気になる頃になつての秋山の話です。10月 3～ 4日 、家内と二人で、自山の
南龍でテントに泊り、別山から千振尾根を市ノ
瀬に
下るという、自分にしては超ロングコースをやつてきました。テントは二人で超高級ホテル
に泊つたつもりで、ゴアテックスの2～ 3人用を
買いました。ついでにゴアのスーツも、でも年のせいで寒くて熟睡はできませんでした。幸
いかな天気は絶好で、眺望もベストで、
久々に素晴らしい山行き(こんな言葉を使うのは気恥ずかしいのですが)でした。

■ ‐     パソコンの習熟度が一向に進まず、メールもなかなか手軽にホイホイという訳にはいきま
|■  |‐ ‐‐    せんが、いずれまた……。

Re:ワ ングル OB通 信  スキ‐mailb()x:/銘 7C/Pr()grを mヽ%201ri l os/Notsc.… 87@infosys.nttdocomo.co.jp&number=7

Subjcct:Rc:ワ ングル O13通信  スキーヘ のお誘い
lJ(lto: 

′
l'tl c,  12 ∫an 199g F6:40:/18 千(,900

「 ,く )、11(り [ゞ暴 俊 ,,k くtitく )01了、1・ ol、 ys.I、 ttdく)cく、、K、 .C().jp〉

To: ma― okuntlCJJDa2.so― nct.nc.」p

9期のり句藤俊成です。

金沢もすつかり雪「 1ら しくなつたとのこと、
心踊り、かつ心体まる感じがう

‐
るのは金沢ノ11ま ォ■のせいでしょうか ,



私がまだl商 校イLだった38年の豪雪を今思いll lしています。
。あちこちで屋根雪を降ろしていたこと
・′私も屋根に上って活躍 したこと
・スコップの雪を自分の身長よりも高く投げ上げねばならなかつたこと
。竪町商店街の通路が 2階の高さになつていたこと
。桜橋の欄 Tlが はづ

tさ
れ トラックが雪捨てしていたこと

そ ういえ_ば ワンゲル時代は近郊にスキー場がなかつた (lllll r‖ fし 、大介 11、

メl峰程度)ため、)と 11峠や医 lll11さ らにlす卵lJKlllや 大乗 打=111で t,ス キーを
していたから、そのころは金沢 1)‖

'応

の引子があつたということでしょうね(,

さてご案内いただきました 「OBス キー」の件ですが
今年はぜひ参加 したいと思つてお ります。 (今のところですが・・・ )

よろしくお願いいたします。 (温泉と雪見酒だけになるかも)

ついでに、スキー合宿といえば必ず思いは1す ことの 「その 1」
。私が 2年生の 1月 、所は山の坊スキー合宿 (懐かしい人は古い人)
。その初 ||、 スキーも初めての コ午41の Tノヤが足を骨折

・スノーボー トで平岩の駅まで (引 つ張つたのは救急隊 ?)
・ 3年生の Fさ んと糸魚川の病院でレン トゲン、確かに、兄事に′

胃'折
・ギブスをはめ金沢のT君の 下宿まで連行
・T君はワンゲルでも有数の偉丈夫、肩を貸しながらの移動だが足がつつかえて難航
・駅の階段が特につらかつたな―
。そ ういえばあの時初めて 2等 11に乗つたつけ (3等 :にのある時代)

・尻のポケットにはみんなの合希iイセリ|](の 剖́
`だ

が大企)

。翌 |1再びiffの坊へ、とでもitい天気だつた
そういえばT君、今 |まなにをしているや ら・・・

*******

伊 藤 俊 成

NTT移動通信網株式会社
1肯

ヽ 、発ろ虎P          場導 KR豊洲5F
Te1   03-3532-6585
Fax  03-3532-6668

************ホ *ホホ****

9期 伊藤 俊成

98年03月 01日

98年04月 28日

OBスキー合宿ではお世話になりありがとうございました。

展It子8ど
日、後ろ髪を引かれる思いで野沢温泉を

ちょつと時間があつたのでスキー博物館にまで足をのばし
教養を着けてまいりました。
でも解らないことがあつても質問しないで下さい。

またお会いしましょう。

素晴らしい写真をありがとう。
都会 ?の雑然さに免疫となつてしまつた身には
何となくホッとすると言うか、jか に一時の安らぎを
与えてもらった気がしました。

いよいよ明日からGW…・
その前哨戦かディズニーランド(舞浜駅)を経由する
我が通勤電車も、いつも以上に若者の熱気であら、れ
かえつていました。

私のGWは 30日 に休みを取り久しぶりの大型7連体。
自然との接点はゴルフ程度、あとは出たとこ勝負の
だらしなさ……
ゆつたりと心と体のリフレッシュにあてたいと考えています。

お元気で !

ｒ
Ｊ



99年 05月 26日

9期 保田 敦

.9年 03月 04日

敦田保武鵜
′‐ヽ生

期
　
期

９
　
１

人たつま集２

9期の伊藤俊成です。
元気でやっていますか?

蹴燿覺歌雛    まり予皐皐算塁真鼻占ふな

1 実施した日:5月 19日 (水)18時ごろより21時前ごろまで

3集 まった場所 :一応は港区赤坂の某所

4飲 んだ量 :健康を考慮して常識的

瑾妥讐tttξЪtttT(蹴鍋赫猾盤魂驚なf.[」
と

5話した中身:あんまり覚えていないが

:量畳題麗::量
,2互I:書l番』騰曇        てくれるそうで

揃つた  
そう言えばHリーダはじめ,あの時のメンパのうち一人を除きここに

ことになるね。思い出話に花が咲きました。
(長
軍生1響、鯰 慾勾ず

点あた明こテントを張つて、
■離婚問題:g語

瑾蛾繕京ξ潜聾:i蔭『
かないが、それはワンゲル活動を通じて

■頭の毛:昔糧裏享尾履瘍講村夢晨ヽ婿はワンカレ出身都こしようとの知

薫認纏 毬燻名簿
発毛剤「リアッカを必要とする人l■ Lココま

■三群
《    ξ轄碧霧鰤 顎射褒K≫りても

■パソコン:メ ールの添付文書から発展して、2000年問題、プロバイダ、INSネット
等々時代を反映、みんな苦労してます

6おわりに :

蔵 号 鴻 klt電鼈与だた譜 言き鏡 認 璽 生l具棚 静 曜 賃褥愁協 F
どう言うことなのだろうか。でもとつても素敵なことであることには間違いない。
大切にしよう。
とりあえず7月 にゴルフをすることで散会、今年は秋口にもう一度集まる機会を作る
こととするか…………・

OBスキー合宿のあつた週末から3日 まで北海道に娘とスキー
に行つて来ました。

帯広を起点にし、サホロと富良野で粉雪の新雪を十分楽しみました。

気づいた事を二つ下記します。
山と同じく、利用客に中年の男女が多い事。但しボーダーは若い人。
人が少なく、コースに我々のみが度々あり。不景気の影響か ?
おかげで高速ターンと新雪を堪能しました。

2月 28日 の日曜日は地吹雪がひどく帯広で沈殿していましたが、
野沢はどうでしたか ?来年は合宿に参加したく思っています。

来年のOBスキー合宿は是非参加したいと思いますが、
スキーの足(?)並みの方は若いときのようには滑れません。
約3年間に11期の森川氏と自馬で一緒しましたが、彼の後ろについていくのが
やっとでした。

では又お会いできる日を楽しみに。

― -16

99年 03月 10日



99年 04月 15日

9期 山中 重夫

99年 0.2月 12‐日|

HPの運営ご苦労さまです。
この度名古屋から東京に転勤になりました。東京は単身赴任で、約20年ぶりの東
京生活です。
電子メールの宛先は変わりませんので東京在住のOBの皆様よろしく。

40周 年の会誌と歌集送付ありがとうございました。
特に歌集は、歌を忘れたカナリヤには、ありがたかつたです。
その内CDでも出していただければ、更に有り難いです。
当方も百名山のうち59山を終了し、今年は、北海道に挑戦する予定です。

5月 の連体に四国の剣山、5月 15日 に九州の開聞岳に登りました。百名山は、61山 にな

ど姦瀧島さんも剣に登られたとの便りをみてレターしました。

野沢でのスキーから1週間たちましたが、皆さんお元気ですか。
土日メーリストなので、ご挨拶おくれましたが、
楽しいスキーをありがとう。そしてごくろうさまでした。
久しぶりに、強風降雪の中でのスキーと翌日の新雪の中での
爽快な滑降。良かつたな一 !。 外湯にも4回入つたし、宿の料理も
上手かつた、教祖さまを交えての酒宴・茶宴もいつもながらのkuwv
の醍醐味でした。
私のスキーはと言えば、無理して夜行バスで入つたのがたつたたのか
もう一つ調子に乗れないスキーでした。スキーの性能ではカバーできぬ
体力の衰ろえを、ちょつと感じてしまいました。
今シーズン、もう一回滑りたいと、スケジュール/場所を検討している
ところです。(ああ金沢の人がうらやましい。)

では、来年もまたよろしく、お願いします。

お元気ですか
武蔵野・新座は、春の盛りです。
日曜日の今日は、カメラを手に自転車で武蔵野の春の探索を楽しみました。
目的は、お花見の定番桜ともう一つ、北向きの傾斜面に咲く可憐な花そう「かたくり」の花。
ここ一週間、冷え込んだ日が続いて、この日曜日に共に満開を迎えて、見事に咲きそろつて
いました。
ルートは、自宅近くの駐車場裏 (かたくり)、 新座墓苑(桜。かたくり)、 本多緑道(桜 )

和光森林公園(桜 )、 大泉の清水山公園(かたくり・桜)

11時に家を出て、途中のはお花見どころでで、屋台のやきそばで昼ご飯。後は、桜の
花をめぐって一回り。自転車で、ゆつくり花見を楽しんで、3時間弱のコースです。
ところが、思わぬおまけが付いたのだつた。からの間に、あるのが自衛隊の朝霞駐屯地
ここが、市民解放日だつたんです。入る機会がめったに無い場所。よしゃ !と入つたら、これが
面白い。中は、桜の樹も多く、花見気分もたつぷり。イベント開場は、「団子3兄弟」のちびつこ
のど自慢。そして、圧巻は、装備陳列で、戦車。大砲・ミサイル・バツーカ砲・機関銃・ピストル
と並んでいたのだ。
でも、戦車は、ホンモノなんだが、なぜかオモチャに見えて、今、ユーゴでは戦争中なんだが、
日本の軍隊がこれで良いのかと。先の日本海の捕物でも、逃げられちゃう訳だわな一と。
だけど、出店には、面白いものが格安で出ていて、しつかり得した気分になちゃたのだから
私も軟になつたものです。30年まえ、冬の雷で自衛隊機が墜落し、小松基地反対のデモに
参加した、金大ノンセクトラジカルの闘志も衰えたりか。
さて、平和な日本の春をたつぷり楽しんだ一日でしたが、我が街の隠れた自慢が、「かたくり」の
の花なんです。大泉の清水山公園が、この近くでは有名で、見物客もいつぱいでした。
新座墓苑には、黒目川の斜面林があり、市で保護しています。
でも、一番見事な群落は、我が家近くの高橋さん家の駐車場裏の斜面林で、隠れた名所なんだ。
今年もしっかり咲いてくれました。実際、この近くは、農家の地主の相続税対策で、こんな雑木林
が、どんどんミニ住宅に変わつてしまうんです。いつこの花が消えてしまうか心配なんだ。
でも、この地に住んで、20年。しつかり生き延びてくれているんです。高橋さん家のおじいちゃん
が元気な間は、大文夫なんだ。おじいちゃん元気で長生きして下さい。そしてこのかたくりの林も
と祈つているんです。
かたくりは、北向きの清水が湧き出る斜面にしか咲かないと言われる。そして、採つて植え替えて
も決して定着しないそうだ。そして、、種子から花が咲くのに7年もかかるそうです。
3月 中旬から芽が出て、桜の咲く頃に開花し、1週間程度が見頃。その後結実期に入り、5月
中旬には葉も枯れて地表から姿を消してしまうんです。1年のうち、かたくりが地表に姿を見せる
のは3ヶ 月程度なんだ。
練馬区作成のパンフレットの受け売りですが、こんな話を聞くと、この花がいつそう可憐で
いとおしく感じませんか。
予定の時間を大きく過ぎて、最後にまた、このかたくりの林にもどつて、なにか平和で、幸な
気持ちになつて、我が愛機ミノルタα707を、可憐な花に向けたのでした。

99年 4月 4日  1101青 柳 健二
-17-

99年5月 25日

1期 青柳 健二

〇9年文来月xx日 |.

99年 04月 04日



99年 04月 10日

11期 加藤 忠好

99年06月 03日   今年の5月 8日 の写真です

1期 上村 人史

99年oo月‐011日 111

讐彦島。
金島蟹毒;暦菅雷冒跡黎き1蝋畠島lサ換管憚毅ぁ業務署鶴羽犠電鶏萬

躍 醐 翻 Nの
を

|んな、1つの決心をした<なるのだ。
)は、やはり意味があると言えましょう。

墓石潤h多買]曳、葬躍論7工柴 昆甥懸事拠略だ躍夏説
をしていた。

よし、なにか新しい勉強でも始めよう。
と決心しても、現実には、マスターズのゴルフが気になるし、松坂君の野球も気になる。

ξttVF駅覇E象夕ぷρ
たよりでは、瑾寿売』獣2梁滅悧 盗顧″発準畦とし、

では、また。

標高2900m宝 剣岳付近です。

体力に全く自信のない私でしたが、
通勤用のジョギングシューズを履いて千畳敷までロープウェィできましたが、

高校時代の悪友が山靴を2足持つてくるものだから、
おまけにスパッツも持つてくるものだから
つい、フラフラとそれを履いてしまった。

お陰で、音が蘇り、300mの雪面を登ってしまった。
心臓と足の筋肉がびっくりしていたが、
時間をかけてここまで来た。

登れば、ガイド並のポーズはとれる。
経験の有難さよ。

というわけだ。ビックリした??

スキー合宿ではお世話になりました。
去年に引き続き、今年も参加させていただきました。
スキーの方は日頃の運動不足がたたつてか不調でしたが、
皆さんとお会いできて楽しかつた。
それに、間所さんのお子さんたちがかわいかつた。

また来年もよろしく。
-18-



99年03月 10日 船田さん、OBスキー合宿の写真、ありがとうございました。

請求のありました「やまざと」の原稿を送ります。

さて、森川氏から「次の原稿を早く書けよ」と言われていましたが、さ
して気にもとめずにいたところ、恐怖の赤ペンが同封されていました。い
つまでも延ばし延ばしにしていては船田さんに申し訳なく、森川氏の陰謀
にはまることにします。

以下の文章の舞台は故郷の高鷲村です。私が親しくしている方の活動の
紹介の形で故郷に起こつている問題の一つを紹介します。なお、この文章
は久米繊維工業グループの社長が発行するメールマガジンで紹介され、Nif

ty常務の京増さんにも転送され、富士通関係者に配布されたことがありま
すので、関係者は目にしたことがあるかもしれません。

板橋分水嶺

岐阜県と福井県の県境には自山連邦の大日岳という山があります。この
山からは長良川・庄川・九頭竜川の流れが始まつています。長良川は愛知
県に、庄川は富山県に、九頭竜川は福井県にと、分水嶺になつています。
この山から分水嶺沿いに東に下ると板橋分水嶺です。ここは,昆原地帯とな
っており、日本海側と太平洋側の境界がはつきりしません。このような場
合は、分水界と呼ぶのが正しいそうですが、習慣的に呼ばれる分水嶺の方
が相応しいように思われます。「山の両斜面に降つた雨は伏流水となつて
ここへ,弗き出してきます。ここは雨が降ると,也のようになつたそうです。
その時期は、ここで日本海と太平洋の魚が交流できたんですよ。」村の植
物園の西村由紀さんはこのように説明をしてくれました。

彼女は'974に高鷲村の教育委員会に就職した若い植物生態学者です。
村に来てすぐに、この板橋分水嶺は東海北陸道建設工事による埋め立てが
始まりました。彼女は就職するとすく

゛
に湿原の植物の移植を始めました。

全国からボランティアが集まり、移植を手伝ってくれました。もちろん、
村人も建設工事の人も手伝つてくれましたc運んだ量は軽トラックで50
回程になつたそうです。

1979にこの湿原は、ほぼ消滅してしまいました。
この時点から|ま 、工事で場所がなくなるまで1人で作業を続けていくこと
にしたそうです。大勢の力を借りる人海戦術的作業は、もう少ないからで
す。また、組織されていないボランティアの受け入れは、連絡、宿泊の手
配、お礼など、それだけも大きな負担になるのです。

今まで多くの学者がこの地に来て、湿原植物は貴重だから保護するよう
にと指摘していつたとのことです。水芭蕉などは観光資源としての保護は
されましたが、他の植物まで積極的に保護しようという村民は現れません
でした。都会に住んでいながらそのようなことを言つても、共感を呼ばな

ん雄主翫熟ヒな憑鋤 槻モ爾 妥R楡 :寒ヵ
との彼女の言葉にもあるように、少しずつみんなの気持ちを動かしつつあ

短籍ラ鐵案蒻花淵 i奎罹薯Ъ笙女寒訟緻鍵鋪魔凱ヾ
メーリングリストで発言していました。彼女こそ高鷲村の「木を植えた男J

かもしれません。

私も9月 6日 に初めて移植に参加してみて、どんな作業かを実感できま
した。雨の中での作業だつたので、終わつた後は震えながら帰りました。
後から気が付いたのですが、草の葉で擦り傷だらけになっていました。8

月中頃には彼女の左手はかぶれていました。かぶれたときは顔も体もひど
かつたそうです。そんなにしてまで続けてきたからこそ、農作業や土木作
業などの労働に慣れた村の人たちも心を動かされたのでしょう。私が参加
した時には、村では建設会社社長、役場職員、診療所医師、ゴルフ練習場
オーナー、ホテル経営者、教員などが泥にまみれて一緒に作業をしていま
した。

彼女の自然保護はこのように、声高に叫ぶのでもなく、自ら体を動かす
活動です。少しずつ理解者が増えていますcわずかな期間ですが、今では
多くの彼女のファンがいます。高鷲村の少し南に大和町という町があり、
そこに古今伝授の里という博物館があります。そこの館長もその一人です。
10年前のパブルの頃の箱物行政の最中に精神文化による地域振興を提唱
し、ほとんどの人からの反対を乗り越えてフィールドミュジアムを実践し
てきた人です。実践してきた者同士だけがわかりあえる共感があるのでは
ないでしょうか。

なお、板橋湿原は消滅しましたが、彼女の守るひるがの湿原はまだ残っ
ています。長良川の源流の地にスキーやゴルフやテニスなどで訪れる予定

察お協離欝2奄読雫」A躙
=所

な機質ぶ毯ι就慧■2
思います。 ひるがの植物園 http://www takasu org/plants



11期  長岡 正利

99年04月 21日

一― 西村さんの「ひるがの湿原に咲く花」より引用一―

も指定地外でも、そこに生きている花にとつては最後の住みかです。これ
以上追い詰められることのないように願います。 花は、あなたのために

慕管た

`讐

島鴛言投雙離針途干よ繁 諄ムまちな実誓寛
に手

かけたら、その花のために勇気を持つて注意してあげてください。

結脱謂|口督虐趾 磐蘊 鰤颯
が、残念ながら文章にでき志せんでした。以下の事情によるものです。

これは現地で人気が高まつてきて、学校から大量注文を受けるなど、大
変な状況になつてきました。印字速度が一番の原因なのですが、1彼女が
睡眠不足になる 2パソコンが占有されメールが来なくなる 3僻地のた
めインク切れ時は岐阜まで買い出しが必要 4意外に費用がかかる と大
きな負担がかかつてるようです。

上村人史くkami@nsk org〉
故郷の長良川、庄川、九頭竜川流域に広域コミュニティhttp:〃www nsk org/
NPOのためのインターネットツール http://www nsk org/db/

過日,きさらぎ2月 の声とともに,OB会誌が届きました。―段と厚く,懐か
しい皆さんの(年を経た)顔写真が見易くなっており,改めて,孤軍奮闘の舟
田事務局長様には挟み込みハガキにて,発行お祝い申し上げようと思いつつ
も,取りあえずメイルにて。

この休日,今冬一番の冷え込みです。昨夜遅くに勤務先から車で戻る途上
,

突然の吹雪に包まれ,久々に,飛び交う雪片の感覚を味わいました。冬型気圧
配置のもとでは晴れ上がるこの地(関東やや北部)でも,寒気の吹き出しが強
くなると,風向きによって|ま `千曲川上流域から高崎さらに筑波方面へと 細
く雪雲の道が出来るようです。
しかし,日 の出とともに,陽射しの強さはやはり春そのもの。

今年は,近年には珍しく北陸からの時折の雪だよりなどあるものの,こちら
では,こ の地に移つて20数 年間での一番の暖冬傾向。年末から咲き始めた水仙

躁否響,管轟織慾群9耀濯でろ漱ζ場就オ鶴言野
の強い陽射しに誘われるかのように,数羽のメジロがよく訪れるようにもなり
ました。

はず彙郷麓難纂鮮懲嚇蠣攀筆
野を隔てて見る富士山のシルエットが実に見事でした。
実家(富山県の山より)に電話すると,昨夜からまたも50cm位 の雪との由。
しかし,寒風強じとはいえ,今 日見た空の色,この陽射し,確実に春は進み

つつあるようです。

さかのぼつて数日前,今回の寒波の先触れとなった雨模様の朝方,戸 口から

性智勇象謝 棚   (,頌]留]鵬 #竜ピ酵粛
=なことのある,紛れもない冬の匂い。

湿つた雪と長靴の底からの冷え込み。北陸のあの積雪の感覚がら、と想い浮か
びました。

ついつい長くなりました。では,また時間のあるときに,気まぐれなメイル
差し上げます。

ど建築4種裏翼金9催斃ξ聾纂義.奥躍発押駅」FttT」
フオ~ラム

０
４



11期 森川 功

・99年03月 22日

99年 04月 01日

99年 05月 07日

轟祓 翻蝦j霧疑 ぎ態ξ登ちET沢毅
変化と意図から

繹苛師鱚難聾監お仄懲猾8道
.て います。

蓄ぼ 選 t″響
ヾ

子芽をとうら、に乗せて春の匂

よその天ぶら。春はいいで

すね。

御元気ですか ?今 3/22、 20:30分です。
3/20～ 22と 青柳、小山両氏と2¬ 世紀に向けて、
11期 スキー合宿を志賀高原でやつてきました。
生憎の天候で、ゴンドラは全然乗れず、春スキーの積もりが、
真冬なみの寒さ、やはり、合宿は厳しいですね ?
未練たらたらの、青柳氏は22日 もう可泊して、
23日 に再度、焼額のゴンドラに挑戦予定。
小山氏は来週 日帰りで、晴れたら八方尾根とのこと。
同期ながら、この中年パワーには頭が下がります。

夕日寺自然園どこですか ?
石川百低山といい、金沢に6年いた私が知らない所が多いですね !

私も散歩と言うか歩く事が好きで、野田山、刑務所、卵辰山、美大等よくブラブラし
たものです。
卒業してから加藤忠好君の家(東長江)に 泊めてもらい
二人で工学部まで地図を片手に歩いた。

新しい出会いは少なくなつたが、新しい発見はあるものです。
OBスキーやパソコンで奥名君と親しくなったり、
青柳氏がこの年になつてから、スキーが上手くなつたり、
40周 年で井上夫妻の家に泊まり、井上夫妻の下の娘さんと知り合いになり、
スイスから、年賀状をもらったり………Ⅲ

でも、一つ言える事は、自分から行動を起こさなければ
何もないということです。

ベルクハイムのお誘いいただいたが、
5月 は立山ヘスキーに連れて行つてくれと、
小山氏を回説いているところです。
でも、9月 の祖父江君の別荘には参加させてもらうつもりです。
事務局長了解ずみです。よろしく !

5月 5日 、ゴールデンウィークも終わりです。
みなさん、いかがお過ごしでしたかな?
名ガイドに恵まれ、好天にも恵まれ、32年ぶりに立山春スキーを楽しんできました。
それも、2日 も続けて一ノ越から御山谷を滑走するという幸運に恵まれました。
本当に幸運としか言いようがない。名ガイドに感謝 !感謝 !

5月 ¬日朝、名古屋を出て高山線経由で、高岡へ。
連体初日なのに、列車は空いている。
途中予定通り飛騨古川下車、ここで、まるまる太った「コイ」が泳いでいるを見て今
日から皐月を実感。
山樵館、まつり会館、文化館等を見学。文化館では「体験と遊び」のコーナで千鳥格子を分解して、
再び組んでみるのをトライしたが、なかなか組めず、もう1組バラシテみたが、組めず。
ついに、ギブアップ。係りの人に組んでもらう始末。後で聞いたらそれぞれ、少しずつ異なつていると(

一度この知恵の組木に挑戦することをお勧めします。ここで、酒を購入、宅急便で我が家へ。味見は

再び高山線に乗り富山経由高岡19時下車。
人込みを掻き分け御車山祭の山車のライトアップを見学(ガイドの指示)。

祭は可8時で終了するが、¬8130～ 20時展示ライトアップされている。山車はフ台あり、コ台はからく
いた。山車には「前田家の紋」があり、再度ビックリ、20時駅で小山氏とランデブーに成功。
(小 山氏は5/1は仕事。また高岡は奥さんの実家の祭 )

5/2朝、日帰りの予定で小山氏の車で出発、立山駅5:30頃着。
凄い人、やつとケーブルのキップを買つたが、9時の券。
室堂直通のパスがあるとの事で、再度並んでキップ購入。フ:40発
天気よく、大日、薬師、遠く白山まで、見える。
一ノ越着、富士山は見ス_ないが、笠が岳、後立、裏銀等視界良好。
一ノ越から見る御山谷は広いスリバチ状の谷、斜度も20～ 30度 で絶好のゲレンデ。
春の日を感じつつ、……‥……・!(言 う事無し)

,



15期 上馬 康生

|198年 1■月00日 |■

5期  宇野 潔

99年 04月 2‐ 1日

約 1時間歩いて黒部湖へ、ケーブルカー、ロープウェィ、卜ロリーバスで、室堂へ、
バスに乗ろうとして、ここで、雷鳥温泉雷鳥荘と言う名前に惹かれて
TELして見ると、泊まれるとの事。ら、と考えて予定変更、雷鳥荘の手前で雷鳥が3羽 と1羽 御出迎え
24時間入れる風呂に入るが、温泉の感じがしない。
浴衣を着た人やミニスカートの人もいて、どこにいるのか分からない。
夜中☆を見におきるが、見られず。「明日天気になあれ !」 と祈りつつおやすみ。

5/3曇 り、雷鳥荘から、ダダー筋一の越を目指す。
途中で、ガイドのアドバイスで、道から少し離れた草地で休憩。
下を見下ろすと雷鳥が、5～ 6羽いる。よく見ていると、飛んでいる。小山氏は飛ぶのを初めてみたと
私は32年ぶり、2度 目である。それにしても道のすぐ横で休憩していたら、見られなかつただろうc

さすが、名ガイド。
一ノ越着、後立、裏銀は見えるが、さすがに笠は見えない。
20世紀最後のスキーをセータで楽しむ。今 日は少し固く、昨日とは全然違う。

吉等饗?離ヤ酪舒纂晃[ス怜制襲総。鶴贖鷺品
｀
會鯖‖ζ躊鑽會ぁス

撃牟寒9至う帰暮ζギ降渇}釜こ黎警辮 入k寒雫[=薯崚ヒ雰子統詔撤 呪 :

艦量覇,日輩雪易種」誓貪婁勇g貨拝ぎゴ篠菫よf牛奎臨 ギ7れ詔藤ぅ汗でぁる。
倉鰍]脂ス革二お築犠経聾轟拷宦薮

水素泉とのことア別 質で肌がぬるぬ&

(瓢ξ基]晃望ま糞導酔」雀ξ寛鴛舅 聰通理讐費¬こ雷こ付き合つてもらった。
魯濡ξヽ:蜀巽3:脅窪毎孔露ξ季聾里

の四季」を購入し、高岡駅まで送ってもらい、

輪男せせ:詈溜肝苛喬I茎嘉Lぼ7道貨特亡」翫ξ蔦V賛卑生培躍慧li守旬予定で合詢
再度、名ガイドに感謝 !

いつもOB会通信ありがとうございます。

撃品綿『 7易嚢臭lF帰
りで登ってきました。御前峰ピークに立つのは2年ぶりでした。今回の目的 |」

こと5蟹鋸 腔
とでしたO体の方は、まだまだ完全ではありませんが、日帰りで行つて来:

事。

亀なな,御
宝庫の斜面を転がり落ちる岩あ冒朧 薫ぎ喜裏 ■ 慧 ミ けてむКで蓋をし それて

睫
はど酔魔よ根筋象8λ亀悛声ξ空温淵当製七11萌Iばξと言うことですハ

撃月な23ど12∫]ξ:4,主鶏
｀
新 群到∵織 制 潔 1偽鋭 Laおll打ノいヽ

上馬康生写真展「白山の四季 ―ブナ林と高山の自然―」

相変わらずお元気でうらやましく思います。

誅 籠密編 足客::ξttu晃勢f「

蕉を則こ

いつか、取立山で見た水芭蕉とは月とスッポンでしたが
久しぶりに可憐な姿をながめました。
カタクリも咲いていました。ショウジョウ袴も…・。

蓑票割:雰是亀密毎理尋Pξよ足ば麟讐彗きたゝ:五亀
空甥ダダ認朝鶴 脅署航獣塞騒30
ます。

ところで"・ 4月 の金沢行きは無くなりました。
奥名に借りを返せなくて残念です。
今のところ、5月 11日 に北国新聞に行く予定ですが、泊ま
れるかどうか不明です。
また、連絡します。

-22-



5期  坂尻 忠秀

99年02月 07日

5期 松林 知―

00年求1月 xx日 |‐ ■

99年02月 21日

99年03月 10日

5期  間所 新一

99年02月 18日■‐

志]毛〔5t弓与が

~ジにアクセスしています。入試情報を見るために金沢大学のHPには、何度かフ

8裏お才響ITW"の
中にあるとは、10号の図解を見る萩ではわからなかったのです。情けないで1

脅]「夕[房非
辱棄ば鼈擢聾堪踊簑震l鶏 : ゃまざとlo号を受け取りました。毎度のことな力

行してくださると、感

を卜原な現事ふ書
務局長からの度重なる催促にも関わらず、ほとんど原稿らしきものを送ったことの4

けます。でも、40周

奮手Pそβ雲「 遅ヽ普鯰黒赳励記黒習になっ‐ヽるので、あまりぐうたらなOЫこなられ、

燒11確T了瑞詠ぐξて覧滅翻盲瓦譜農梶獣こ雛II鷺概ξ倉騰ざり繕
まざと」で、ス

志Fttξ[なt雅ぜよよ
うとの一文を掲載していただきましたが、えらそうなことを言つた]長本人が、そ

ました。まこと

写:甲月農ξ妻寒了みぱT臥
まあ、早晩クビになりそうですので、そうなつたら、また率先して参加させ

ま、しばしの
おいとまをいただきます。それまで、ごきげんよう

詈祭継な京電線題鍮懸 。
1ヒ陸1印 ゼ 現

しました。

どうしてかって?

曾饉絋諄嶽螂 凱乳|ト

章籍 虐懲ιな仄象理奎。
日 球 わされることなく 仕事に精を出しましょう。

ご無事でなによりでした。
もんもんとしながら、土、日が過ぎるのを待っておりました。
ことしは結局、ただの一度もスキーをはきませんでした。

k牒望蘇盲恥2:董纂製l瞳ポ}な

OB合宿、娘のほうも何とか説得し、家族4人で参加させてもらう予定です。
今年初めてのスキーなのでとても楽しみです。
また、世話をかけますがよろしくお願いします。

足署沢だおきTttM、 ジ現た電套早
近で見事∞kmの渋湘 こ捕ま吹 町田の家

辱:ξなど参嘉{誓鋼翻縫轟建:謹馬1171所ミざ晏負艶囃
Z族

PS清酒手取川は何故か私の手元あります。なくならないうちに横浜に来てくださ
い 。

2(3

99年 03月 03日



6期 金森 廣

99年 02月 18日

99年 03月 08日

16期  清水 重仁

‐199年xx月 彙彙日 |

99年 05月 12日

17期 川村 高弘

1 09年
103月

1■ 自■

今週末から約lヶ月ほど、ロッキーのら、もとのコロラドリ11へ仕事で出かけま
す。冬ですので登山は出来ないでしょうが、スキーは出来ると思います。面白
い話があつたらお伝えしましょう。

OB会幹事の皆さんにもよろしくお伝えください。いつもご苦労様です。

金沢は吹雪ですか。2/11には八王子では5cm程の積雪がありました。
明日から出かけます。さあ準備しなければ…

コロラドに来て3週間になります。私が滞在している町はFott Co linsで 州都
のDenverか ら北へ車で約 1時間のところです。隣の町がLovelandと 言う名前の
とおり素敵な町でRocky Mountain NaJonal Parkへ の入り口になります。
日ewlett Packardは こんな田舎町にも事業所があつてFo咸 Collinsのホテルか
らLovelandの 会社まで牧場の牛や馬を見ながらのドライブです。晴れた日には
Rockyの 山並みがきれいに見えます。この週末はWinter Park Reso代 というス
キー場に行つてきました。リフトの終点が標高12,060負(約3,700m)で富士山の
頂上と同じ高さです。もつともDenverが Mile High City(l mie=1600m)と 呼
ばれるように既に高い標高にあるのでそんなにすごく登つたという気はしま
せん。ただ、ここしばらくスキーをしていなかつたので今日は大ももが張つて
歩くのが大変です。まだ、年のせいにはしたくはないですね。OB会スキー合宿
いかがでしたでしょうか?OB会の行事にもいつかは参加したいと思つていま
す。それでは皆さんによろしく。

お元気ですか。
1月 もあっというまに月末です。このたびの
寒波では、羽島でも15センチくらい積もり
ました。

昨年末のメールでもワンゲルホームページ更新
の案内をいただいていたようですが、不謹慎な
ことにやつと昨日たまたま拝見しました。

以前とは比べものにならないくらい洗練された
と思います。又、今回、故大出氏への弔辞には
非常に感激いたしました。

今後のますますの充実をお祈りします。

さて、私のメールアドレスは以下のように変更
したほうがよさそうですので、以後よろしくお
願いします。

新メールアドレス BYR01544@nity nejp

毎度お世話になります。
5/10付けメールにて春の山小屋酒場が中止となる旨、承りました。
当方としましては、別の予定をキャンセルしても参加すべく準備して
おりましたが、誠に残念です。今年もおいしい山菜などにありつける
と思つていましたし、小屋の新しいトイレもぜひ使わせてもらいたか
つたのですが・・・。
小屋の周りも含めてダムまでの道も相当荒れているのでしょうか。
次の機会があればよろしくご案内ください。

舗 嬰こ鮫 、
と剖ま―

“
度ぐ引ヽです。

菫モ燃 浜ね事採忘予勲纏kf

詣莞ななガを量饒き跳 樹ミ毎す。
-24-



17期 小島 敬

99年 02月 02日   ワンゲルがホームページを作るとは、時代ですね。お陰で、香港に居ながらにして金沢の様子やワンゲノ
く分かります。
大変懐かしく、また、楽しく拝見させていただいています。在香港 17期 」ヽ島敬

1998年 3月 から、香港駐在です。ちつぱけな香港にも1000m近い山々があり、豊かな自然が残され1

縁あつて、香港新潟県人会に入会し、香港の山を登 っています。元メンバー(¬ 998年 2月 帰国)の 香港
ホームページがあ
りま

|  すので、ご参考までにお知らせします。http://www dragonseⅣ e com/httpC/html/h― yama htm香 港 ノ1ヽ

7期 長 田 正文

99年02月 01日 ■| やまざと10号本 日届きました。また夜更かししそうです。HP開設は、とてもよいことだと思います。
同期の連中に早
速知らせます。

17期  渡辺 和文

99年 04月 24日   世の流れにとかく遅れて乗る小生もようやく電子メールを自宅に開設しました。
先月、野々市町に住む義弟の娘の中学入学祝いを届に行きました。大きなショッピングセンターができて
いてその変わりように驚きました。好天で自山から医王山までの春の山並みが何よりでした。
E― mai:mkwatana@gvyl gateway ne」 p

99年 05月 03日 メールあリカtとうございました。
ご無沙汰いたしております。
KUWVホームページの山の紹介拝見しました。
野田山は見ることができましたがそれ以前のものを
見る方法をお教えください。
ワンゲル酒場への参加は思案中です。
ダムからの1時間は少々不安力`ります。
濃厚なフィトンチッドを久しく吸つていませんの吸いたくも有ります。
シユラフと武器と非常食と皆さんへの酒さへ持つていけば
一宿できるでしょうから、何とかなるでしようから。

8期 井上 茂良

‐991年02月 1041日 ||‐ 昨日届いた"やまざと"のなに金大およびワンゲルのホームページについて記載してあり、早速アク1
なかなか催し等に参加できない者にっとては、雑誌での情報も貴重ですが、直ぐ分かることことから、
ジは大変有難く、
今後の楽しみが出来たような気がします。時間的に大変でしょうが、最新情報にアップデイトしてくだ

8期 大西 正晴

99年02月 07日
羹覆左黛τギP充

実ぶりに驚いています。また、たくさんのOBの方が利用されているのを見て、時代θ

象lllT冊
と感じます。さて、40周に参加して以来、OB会が少し身近なものに感じられるように

が、撃おり庁ど槽習
ヒアルプスの山々にもう一度登ってみたい凛 うようになりました。暇も金も体力も限

7よ「 せよ琵詰L楡 ∫ 想 寒打 lZドk雑 皐 諭 議 軒
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8期 横井 恒雄

99年彙彙月x贅 日 |||

99年05月 04日

21期 竹中 敏

|・99年xl月 xx日■
‐

26期 畠山 潤

109年041月|lo日 |

お便りいただきありがとうございました。そして恐縮しています。
9月 のOB会に出席できず、残念に思つています。
金融ビッグバンというよりはこの経済不況で会社も大変、金融機関の端くれにも厳しい風です。
さりとて、年末には蓼科で2泊 3日 のスキーを楽しもうと計画しています。
家族はアウトドアが嫌いでスキーならなんとかという具合です。来年は一人関東の山を目指そうと考
子供もそろそろ
中学受験を考えており、ちょつと遊びに行けそうもないので、親父は行けるか心配しております。その
はこたえていま
す。
うれしい、たよりでした。またお便り下さい。露天風呂の月見酒か…… そんな気分でやりたいですた

拝啓 若葉の候いかがお過ごしでしょうか

5月 2日 に家族4人で夜又神峠にハイキングに行つてきました。

高速道路は大渋滞で、夜又神バス停駐車場も満車でしたが天気は快晴で大変素晴らしい一日でしチ

400m程登った峠小屋からの北岳、間ノ岳、農取岳のながめは素晴らしく、今年は雪
が多く一段ときれいな山並みでありました。

ラーメンを作りながら、音、黒戸尾根から甲斐駒を登り、鳳凰三山を超えて下つてきたこと

等思い出して、大変に幸せなひとときでありました。

今年は登山をしようという気分になつて,吊つてきました。

んにちは。

秋の写真ありがとう。
今年は、仕事の関係で、金沢に立ち寄りました。小立野大地の向こうに、高二郎と大門の姿を見る幸
しました。

これからも、通信楽しみにしていま
すので、宜しくお願い致します。

新潟県上越市に在住です。 しばらく山から遠ざかっていました(子育てのため)が、今年から少しず
始めようと思っています。 先週上越市郊外の南葉山にスキーを担いで行つてきました。 滑降距醐
短いものの、久しぶりのジャンプターンが決まり、なかなかの斜面でした。 妙高、頸城山群が近く、イ
は残雪も多そうなので、楽しみです。
33期 の奥出君の通信にあったように、最近ショートスキーがブームになつています。 実はこれ、山〔
春山などの下山に便利だというので試したのが始まりだと聞いています。 というのも、私も同じ理由
年ほど前から愛用しています。 スキーというよリグリセードに感覚が近い感じがします。 時に、夏σ
滑りに良くもっていきましたね。 何しろ軽いし短いので伸縮できるストックと組み合わせれば、やぶこ
やロッククライミングもOKです。 期の三の窓、長次郎、平蔵、北岳大かんば沢、針ノ木沢、自馬雪,:

ど名だたる雪渓をこれでほとんど滑つたことがあります。 欠点は短い分(私のは6 0crr)バ ランス取
難しいことで、35度以上の堅い斜面では(例えば平蔵谷)かなり緊張しました。 最近¬2 0cnlぐ らい
カービングタイプが出回つていますので、買い換えるとするとこれですね。
それでは。

-26-



3期  奥出 俊一

98年 11月 25日 |‐ |

99年 03月 30日

3期 寺島 祥文

|‐ 99‐年02月104目■|

33期 道明 智徳

9o年 12月 o9日 ||

1998年 11月 25日
HP、 名簿の作成ごくろうさまです。

最後の砦「現役の部屋」は開きそうでしょうか ?
逐次、山行予定などを流してもらい、
こちらは大町・白馬回の天候、積雪の様子などわかる範囲でお答えできればと思つているのですが。

今 日は雨飾山西麓、県有林の山じまいに行つてきました。
先週の寒波で、はやくも20～ 30cmの 積雪。
根知谷郷の家々も、雪囲い、軒先の大根干しと、万全の冬支度でした。

卒業、入学、就職、異動のたよりを聞くと兼六園の桜を思い出します。
ちらほら咲きはじめた頃でしょうか ?
ここ大町では桜はおろか、梅もまだつぼみです。

ミニスキー・レポート
この冬は全長90cmの ミニスキー(通称 FUN SKI)を購入、
1～ 2月 のゲレンデ練習を経て、3月 からは山で試運転をはじめました。
1回 目は富山・新潟県境、境川の奥の初雪山。
大平の集落からワカンで歩いて6時間。まっしろな頂から日本海ヘ

飛び込むようなターン…・とはいかず、上のほうは鏡の如きアイスバーンで肝を冷
やしました。

第2回 は春分の日、地元、栂池～風吹大池～紙すき牧場(北小谷 )。

天狗原までへlリ コプターで上がってくる小娘ボーダーたちを尻目に、
いざ野性の滑りを…。と意気込んだものの、にわかに吹雪模様となり、
コンパス頼りに紙すき牧場へ滑り込んだのは夕闇迫るころ。
でも、来馬温泉に浸りながらブナの巨木の間の深雪ターンを
思いかえしてなかなかの気分でした。

ら、つうの山スキー板と比べた感想として、シール登高に適さない
などのマイナス点を差し引いても、とにかく軽くてコンパクト。
登高時にヤブにひっかかるようなことがなく、車や列車で移動の際
にもザックサイドにぴつたり納まり◎。
イ可より、板が短いということは足がこんがらかるような車云びかたには
ならないということでして(上手な人は長い板でもそんな心配は無用
ですが・…)、 このことが林間や細尾根の滑降でも安心感をもたらし
てくれます。
初雪山で唯一出会つたおじさんも、偶然ワカン&ミニスキーの組合せ
で、去年は雷鳥沢や剣沢もミニスキーで滑つたと言つてました。

興味のある方は試してみてはいかがでしょう。

今回初めてメールでのOB通信をおくつていただきました。

ありがとうございました。
またぜひ送ってください。
今後のご活躍をお祈りいたします。

摯鶴鼻島i韓磐群鷲響婆荘讐轄ギ鴇迎妻認ξ洸熙職滝
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36期  石川 明弘

98年 11月 24日    すつかり、「会社の大」となつた私は、先の3連体を、「全て休日出勤」ですごし、最近弱つています。

さて、この度、我々の36期 の間では、「E― MAIL網 100%達 成となりました。

|       1  最後のひとりは、本人の希望に関係なく、「強盗が押しかけるように」設定しました。

「携帯電話」「E― MA!L」 など、いわゆる、「最近の道具」にはうとそうな、「ワンゲル」ですので、ワンゲノ|

の達成でしょう。

|                   は・は・は・まいつたか !

36期  立川 健吾

9,年 11月 11日 1  
懸境☆ち宴写暴女堕薄亨ξ勇冠肝髪饗だ暮3ま百足誘1:メール送信先の変更方よろしくお願い致します(

なお,旧アドレスは 11月 19日 (木 )以降になると使用不能となります。
新アドレスは下記のとおりです。

【新アドレス】
|■ ‐|‐ || ■■|||■                            F952049@etmw mhicojp

【旧アドレス】
F952049@ccm.tmw.mhi co」 p

「ccm.」 ヵヽ「e.」 になりました。

以上何卒よろしくお願い致します。

36期 樫村 美智子

98年 11月 03日    OB通信の電子メール,いつもありがとうございます。

■ ■ ‐■ 1期袂 =麟 超お諭薫騰 難 あ宋竃ヒおなせん。

_|‐ || ||‐ |||   お手数ですがもう一度送信をお願いします。

| ■‐ |‐    |  ‐■                               QZW07474@nifty.or」 p

会報の原稿も、Eメ ールの御蔭で (も ちろん    FЮ M:Shin Madokoro

持っている人のみ)、 失の催促と入手が可能に    SUB:° Bス キー合宿の原稿を送ります。

なりました。 節ちゃん お礼が遅くなってしまったけれど、

もう少し (かなり)機器に慣れれば画面の上   この前はスキーの時の写真を送ってくれてどう

で編集などということがやれるのでしょうが‐―   もありがとう。それと、何よりも、スキー合宿

「急がば回れ」という所力、結局うち直したり   参加の原稿書きに、私でなく家内を指名してく

切り貼りしたりの方がマニュアルめくるより速   ね′たのは6oodで した。御蔭で彼女に

い―で、進歩なし。 「感じたことを書けばいいんだから、早く書い

画面上でピピッと編集できる華麗な技をお持    たら?節ちゃんが寺っているよ。できたら僕

ちの方いらっしゃいませんか?喜んで転送しま    が出してきてやるよ」

すけど一。 と、実に気持ちの良いセリフを吐くことができ

ました。 (半年前に、O B40周年記念総会の参
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1

加原稿を書きあぐスノでいる私に、彼女が言った

言葉そのまま)

以下は家内の野沢OBス キー合宿参加の感想

文
‐
です。

111■ガく温■メ又 〕く ■・ ―― ィ≧ドなFI ιこ

孝ぶ力‖こノ
~で

15ル| 1晰ワiθ )要  夫社Y代

「
‐
行きたくない。一人で居る」

「ダメ。―一緒ιこイテこう。」

すったもえ′だのあげく、中二の娘麻衣と、中

一の息子拓平と四人で、野沢温泉でのOBスキ

ー合宿に参加させていただきました。子供達は

前日まで期末テストを受けており、娘の方は提

出物ナ、式iるからと、1,i題をかかえての参加とな

りました。

:iプ、から、 1月 末曖

「リンゲル013の スキー合宿があるか ilイ
:「 こう |

く上「:ヤ,1/1、

「まあ嬉しい、今年初めてのスキーだわ。どな

たがいらっと′ゃるの?l

「奥名と節ちゃんとか 一」

何も知らつ
ゞ
に軽い気持ちでllilJllけ まし′た。

ところカミ 1可 と、ワンゲ
｀
ルの教翻■を,台め、

9期、11り Iの、主人から見ね′ば大先輩の方がず

ら―り。節ちゃんσ)1減了がいつもとけfF∫かちと

違う感じ。奥名さス′1)心なとノか卜とな|ノ)。 li

人なんかだいぶ遠慮している一。

"ど うし̀
共
う"と思ったのも一瞬、野沢の雪

景色の素晴らしさ、スキーの楽しさで、どっか

へ吹っ飛んでいってしまいました。目まぐると′

い程のお天気の変化の合間を縫って、二日券を

無駄にしないよう楽しませて頂きました。

びっくりしたのはスノーボーダーの人が一人

もいないこと。スキー場ってこス′なにおとなし′

かったっけ?って感じ。ボーダー禁上ができる

スキー場ってのにも感激しながら、疲れたた体

は露天風「 1で癒 tノて、民宿バ、るさとのお隠 _も

とっても美味ヒノく、本当にすげらしいスキー合

41iで し′た。

行く、行かないと文4Jを言っていた娘も、一

階のホールを―●人で貸し切り、宿題も仕上|六

大満L
一泊二日と短い時間でした力ヽ 恐そうに見え

た大先輩の方々も、気さくな方ばかりで、とて

も楽しいスキー合宿でした。親子ともども参加

さヽせて頂き、本当にありがとうございまと′た。

森川さんと節ちゃんには、沢山写真を送って

いただきました。ありがとうございました。

今写真を見て、ニヤニヤしております。どう

と′てかって、子供の次に、私が一番希いからで

す。来年も是非参加させて頂きたいと思ってお

りまうち

‐平成11年 2月 ?,日 (■)ん 2ё 白て日

'
長野県野沢温泉スキー場

野具4種攘:ヽ感鰹覇尋量鴨嘉卓:556
tel:0269■ 85-2241

約750o+α

∩
Ｊ

Ｏ
ん

前日から乗り込み)



奥名‐舟田 青柳 田村 上村 間所 森川

伊藤‐麻衣ちやん 美智代さん 拓平君

勝手知ったるゲレンデとなった野沢。昨年より時期早 く、かつ雪は平年並でまずまずの

コンディション。昨年のごとく、11期が圧倒的技量優勢で余裕を見せつけましたが、今年

は15期 だって本命カー ドあり。チャーミングな奥さんと可愛いお子さんをひきつれて、さ

っそうと滑る間所一家を彼等は羨ましそうに見てま。したよ。そう、涎垂れてましたよ。ス

キーチョンガーもいいけど、うまければうまい程、奥さん子供達と華麗なシュプニルを描

いてみたいのが夢になるんでは一。下手な残り組は、そんな「野望」なんて持つはずがな

く、怪我しないうちに帰ろっと、最後はゴンドラで悠々下りてきました。

田村さんは、もちろんヒーロー。目を丸くしていた観客多数。間所さんちの拓平君が喜

んで「ほんとに滑るんか見たい」と追いかけていきました。あのキラキラー杯の目―どっ

かで見たよね―そう、うちの子が珍 しい動物を見た時があんな目をした一と気付いたら、

ほんと笑っちゃいました。
(舟田 記)
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金沢大学ワンダーフォーグルクラブOB会 (第 1～ 3期)会合のお知らせ

先日、標記に関するご案内をお届けしたところ、 10名 の方から、参カロする旨の返事を頂

き、大変心強く感じております。具体的な実行計画を、下記の通 り、立案しましたので、

お知らせ致します。

言己

1.期 日 :平成 11年 5月 8日 (上)～ 9日 (日 )

2 時間、および場所

(5/イ 8)

。12;45～ 13;00.石 川県石引駐車場 (別紙の地図参11)に 、昼食を食ぺ終

.            えて、お集まり下さい。

・ 13;00～ 16:00.車 で医王山へ移動

旧見上山荘跡、西尾平、医王の里周辺散策、

医王山 (白 ハゲ山)登山

。16;00～ 17;30。 医王山→ 白峰へ移動

(宿泊)ホテル蛍月 (石川県石川郡白峰村桑島 10-1-24)

TEL. 07619-8-2828

(5′/9)

・ 8;00～ 14:00.車 でホテル出発 .

大嵐山登山 (ま たは、自山比口羊神社参拝)、 昼食、

1            金沢へ移動

。14;00,解 散

3.参加予定者。 (敬称略)

安藤道子、北 正昭、北野倫子、佐々木美穂子、鈴木兵一、仙田厚太郎、

高島 誠、田村昭夫、登内郁夫、西尾皓史、 (あ い うえお順 )

4.特記事項

(1)服装は気軽に歩きまわれる様、軽装で山行きのスタイルの方が、望ましい。

(2)会費は、 20, 000円 (男 性)～ 15,000円 (女性)程度になると思います

が、後で実費精算いたします。

(3)Iにによる移動は、高島、北、西尾の 3台の 1に を準備 しますので、これに分乗 して、

移動 します。   
‐

(4)医王山登山、大嵐山登山については、天候、および体調と相談の上、ですが、出来

れば、登 りたいと思います。
｀

医王山は、現役時代の懐かしい思い出が沢山詰め込まれてお り、これを掘 りおこし

て見るのも意義のあることだと思います。また、大嵐山は、水芭蕉がとってもすば

らしく咲き乱れる時期で、充分に、自然の美 しさを堪能できると思います。

(5)鈴木兵一さんが、「5/9(日 )解散後、富山県宇奈月温泉へ行つて泊まり、翌 日、

5/10(月 )は、 トロッコ電車で、黒部峡谷に入 りたい。」と言ってお ります。

「一緒に行こう。」と思 う方は、鈴木 さん (TEL:043-432-8286)、
または、西尾まで、 4/中旬頃までに連絡下さい。

(6)連絡、問い合わせする事があれば、西尾まで電話 して下さい。

(自 宅の電話番号)0761-47-2947
-朝は 6時 30分～ 7時 10分 .夜は 19時 30分～ 21時ならOKです。一

(携帯電話番号)090-1630-7505
-いつでもOKですが、留守番電話になっていたら、メッセージを入れておい

て下さい。‐
      _31-
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同 期 会 報 告 第 3期 :西尾皓史 記

昨年の 9月 、ワンダーフォーグル 40周年記念の総会、並びに記念行事が医王山で開催

されましたが、その時、第 3期から、田村、鈴木、北、西尾の 4名 が参加し、それぞれの

年代のOB諸君や現役部員と一緒になり、賑やかで楽しいひとときを過ごすことがで来た

事で、40年前の血が燃え涼つてくるのを強く感 じました。

そして、余韻を残 したまま 1999年 を迎え、その勢いで 5月 8.9日 に同期生 (第 1

～ 3期)の OB会を、当時のクラブ活動の拠点であった白山の山麓、自峰の地で催す事が

できました。

小立野にそれぞれのスタイルで集まつた 10羽の “渡 り鳥"は久方ぶ り (或 る渡 り鳥は、

互いに、 37年間も会わなかったんだよ !)の再会にもかかわらず、少 しの戸惑いもなく、

37年前にタイムスリップしながらも、「今 日の話」に花を咲かせている。

そこへ、第 7期の村田泰恵 さんが、“老体の渡 り鳥"の行動が気になるようで、飛び込

んで来て、路面電車の走っていた時代の金沢 しか知 らない我々を先導 して、金沢大学のニ

ューキャンパスのある角間へ案内し、いろいろと説明をしてくれました。 (村 田さん、ご

案内いただいただけではなく、お菓子までも頂戴 して本当に有難 う。大変美味 しかつた

ヨ。)

村田さノυに、バイバイをした後、医王山に向かい、現役時代の懐かしい思い出が沢山詰め

込まれた医王の山々の景色を眺めつつ、西尾平～旧見上山荘をワンダリングしました。道

路が決壊 していなければ、白ハゲ山に登るつもりだったのに、とチョッピリ心残 りでした

が、そのまま、車で自峰に向かいました。

本当に久方ぶ りの再会なので、言いたい事、喋 りたい事が胸一杯に詰まっていて、何か

ら話をすればいいのか分からない。“ごはんだ、ごはんだ、さ一たべよう、、ご で食事がは

じまり、各自のプライベー トヒス トリーを聞きながら酒を酌み交わし、談笑 しているうち

に、現役時代の面影を見つけて気持ちがどんどん若返ってくる。そして、そのうち話題は、

全員が共有している、 37～ 40年前の現役時代のクラブ活動のことに移っていくと、み

んなが目をギラギラさせ、日は滑らかになり、たちまち現役の渡 り鳥にもどつてしまった

かの如き錯覚に陥り、夜のふけるのを忘れて話 しに熱中になってしまった。

ある詩人の言葉に 「若い時代に交 り合つた仲間に会 う事は、気持をその時代に若返らせ

てくれる。」と言 うのがあります。将に、その通 りであり、老化防止、ボケ防止に役立ち、

若返らせてくれる事は間違いない。

1～ 3期生にとつては、もはや還暦を迎える年代 となり、仕事の上で現役を引退する人

も、一人、二人と現れ始めたが、気力、体力の面で、個人差が顕著に出始めるのは、やは

り、現役を引退 した後である。そんな意味で、「年に一度は、集まって互いに刺激し合い、

若返 りを図ろうヨ。」とお互いに約束をした次第であります。
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翌日t)空 は快晴、明るくなって来た早朝の 5‖お働ぎに、もはや外へとびだしていつた元気

な渡り′鳥が何羽かいた。

「自然は本当に大きい。」「空気は うまい。」「ホテルでまだ寝ている、○○君の軒が聞こ

えるかと思われるほど、静かだ。」

朝食後、大嵐山の水芭蕉を求めて、山に登 りました。最盛期は若干過ぎた感 じはするも

のの、水芭蕉は一面に咲き乱れ、充分に、その美しさ、優 しさ、そして、薄青いすてきな

香り (?)を 堪能する事が出来、爽快な気分で、山を下りました。

来年は、昭和 34年 (ク ラブ発足二年 目)の夏期合宿の舞台 となった、立山周辺で、同

期のOB会 を開催 しようとい うことにな り、全員が元気な姿で再会する事を誓い 合つて解

散 した次第であ ります。

以上

佐々木 安藤 北野

(宇野) (柿谷)(加藤)

It ilEtr trl,f'l' 1[r\ 仙田 鈴木 高島

一

鸞
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

達trc)ジ ヽ寺葬 式勝む こ燿興う

0期 田村 1召夫

長男が大学入試を受ける。私の受験時代と違

う。ゲーム気分で受験勉強を楽しんでいる。

それていいと思う。43年前の利、は人試の結果

力ヽ その後の人生を決定するとまで思い言占めて

いた。教師達も我々を煽っていた。

受験間際に読んだ、久米正雄著「学生時代」

の「いの「受餃 の有 己」には1旬力漱帝めつけらね′

る思いがした。主人公のモデルは我々の高校の

先輩である。主人公は一高受験に二度失敗し、

絶望の末、llt郷の猪苗代湖に投身自殺するとい

う筋である。

社会の風潮力漱 い有為な人材を葬り去るので

ある。昔も今も変わらない、この国の姿である。

有名大学に入学するということ力ヽ そんなに価

値あることなのか。

日本人ほどブランドに弱い民族はない。戦前

から現在まで、エリートと云われる有名大学Hl

月・者達にζkっ て、どれほど庶民は被害を受けた

と力、 画欧のエリート達は「nOblcss obligc」
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借権を有する者の責任)を持つ者として、国

家の危機には我が身を挺して民衆を守る。しか

し、この国では、有名大学出身のエリート達の

自己叫しいと無責任さは、今や常識とさえなって

いる。

明治以来、西欧列強に追いつく為に創立され

た帝国大学の役割は、遠い昔に終わっている。

官僚養成機関の東大は、もう存在意義を失って

久しい。東大に右習えの、全国に散らばってい

る国立大学も不用となった。

現在の国立大学は地方向治体に運営を任すべ

し。北陸 3県を例にとると、大学は一つで充分

である。小規模大学にして、真のエリートを育

てる少数精鋭主義を貫くべし。入試も、卒業証

書もlJtlLして、学諄llを愛する学生だけを面接で

入学さす。

来る21世紀は実力だけが頼りの時代である。

卒業証書など、何の価値もない。授業料の受領

書である。卒業証書がもらえないとなれtよ 学

歴亡者は一掃されよう。

新 閉 経 物 語

0期 田村 昭夫

安楽死の良い方法を、香林坊の酒場「サボイ

ヤ」 (スペイン語で「救世主」)のマスターか

ら聞いた。ブランデーに睡眠薬を入ね′て一気に

飲み1■世・|よ 苦こノlた ずにあの世へ逝ける山。

腱康を望む向きには、ワインにおろしニンニ

クを入れて、毎日飲むべし。さらに「粗食深考」

「公憤私笑」を心掛けれ|ま 長命疑いなし。さ

れど盛者必衰のことわりに従わざるを得ず。

それにつけても、昨今の閉経の女性 (に ょし

ょう)達の傍若無人、閉経に非ずんば人に非ず

の振る夕iいには腹が立つ。一方、源氏の男達は

ダイオキシン、環境ホルモンに冒されて、元気

がない。

不肖、源の朝臣山の上田村麻呂は、閉経討伐

に旗上げした。開経の女メ、達を追討するには、

日頃から男性ド1身 も鍛練‐
1・ねばならない。鞭勇

と冷水に逸物を交互に浸し、しかるにハンマー

で打ち据え、毎朝左右のタマを強く握りしめる。

閉経の姫君も源氏の荒武者に対抗するには、バ

ナナの千本切りぐらいの荒業には耐えねばなら

ぬ。

源平合戦は今夜もキン大ヮンゲルOB、 OG
によって熱戦が繰り拡げられるだろう力ヽ 1筵虫

腹 トタヒを覚悟で善戦を望むや切なり。

ちなみに我家では、源氏が連戦連勝である。

饉記)こ の原稿力潮皮くちゃになっているのは、

我家の開経の残党の仕業なり。

儒者注 ;両者の言い分を載せるの力ヽ 流布さ

せる者の責任と痛恨する次第なのですが一。

常識的に、昭子夫人の名声は高まるばかりと

思えますので、判定 !「実害なし」)

2 ■ 世 紀 日 本 荘肇お等の 書 毒雲健

0期 田村 Π召夫

(こ れは日本経済新間に投稿したものです。

採用、不採用は未だ不明)

*要点

1.土地本位制の経済基盤を改めるべし。

2.鎖国して、原材半1は国内の廃棄物を生かす

べし。

3.完全な地方分権経済とすべし。

4.停年を

"歳
とし、自立さすべし。

5.年金を一律とすべし。

6。 「足るを知る」経済とすべし。

(そ のイD文化、教育以外の非生産分野の削洩

老人医療費の削力鵡

*窒編命

1.水と空気と大地は共有財産である。バブル

経済は」ll也の私有から生じたことは明白であ

る。こ′たがって、不良債権となっている土地

を国が強制的に没収し、その勢いで全ての私

有地を公有とする。土地はそれ自体にはiIEl直

()4 11な
い。和りll方法力対lillAを生む。



2。 日本は資源大国である。戦後斑年間、日本

は世界中から原材料を輸入して、貿易立国を

表明してきた。原材料の 1割は働 瞬酬直をつ

けて輸出し、9害1は国内に残っている。これ

を再利用せぬ方はない。その為には鎖国して

安価な1畔斗のIIrH3入を禁lllすべし。

3。 東京―́極集中の‖れま終わったと云われてか

ら久しい。しかし遅々として地方分権が進ま

ない。理由は大蔵省力浸オ布を握っているから

である。税金は地方自治体に収支を任せれば

よい。役人は一度手にした収益は手放したが

らぬのが常である。

4."歳になっても会社にしがみついている様

な人間が日本の経済の足をひっぱっている。

若者達の雇用を邪魔しているのは、何時まで

も自立出来ないでいる中高齢者層である。50

歳になっても自分で収入を得られない人間は

家庭を持つ資格はない。

5。 厚生年金、共済年金、国IVF金等複数制を

廃止し、一律月 5万円程度の年金で充分であ

る。人間二匹生きるのにさほど金はかからな

い。もしこね′で生きられないと云う人は、死

ねば〔kい。高額な年金をもらう不労の輩は回

1成である。

6.‖研口314R 「もはや概友ではないJと 云わ

れた段階で、経済成長を止めるべきだった。

調子にのり過ぎた結果が現在の不況である。

しかし日本は金持ちである事は変わらない。

国民一人平均千万円の預金がある国は他にな

い。これを人事に使い、無駄使いをしなけれ

ば、当分|ll界の一流国のl也1立は剤[|キ出来rkう 。

*糸占言命

以上を実施するには、強力なリーダーが必要

である。それは現在の政治家t役人に求めて

も駄目である。大統領を国民投票で選出する

のがてっとり早い。急がねばならぬ。

‐
lむ争重rり

山村嘉一 wrote: 赤兎山へ行ってきました。

奥名さんいつも大変お世話様です。8期 の山村です。 昨日は月曜 日なのに

会社の都合で休 日にな り、久し振 りに少々歩いてきました。行ったところは、

最近のガイ ドプックに紹介されていた赤兎山。 前 日あた りの予報のお 日様マ

ークを信 じ切ったのですが、起きたら曇 り。半ばあきらめなが らも、悪路とポ

ツリポツリの小雨をついて登山口まで。霧に濡れた花と緑でも見せてもらえれ

ばと歩き始めたのですが、何と頂上では数分間の晴れ間に御前峰、別山と御対

面 !!き つと登山口のお地蔵さんへのお賽銭の効果かも ?(ノ |ヽ 生 100円 、家内20

円)コ ースタイム通 りには歩けない事を、これまでは家内に「あんたが一緒

やから」と言つてきたのだが、今回はそうも言えない様子。大したこともない

コースなのに、息切れの激 しさと汗のかきかただけは、コースタイムの半分で

歩いてきたような感 じ。 ほんの時々小雨が来ただけで、ニッコウキスゲは満

開も間近、ササユリは数輸が開花でほとんど可憐なつぼみ、ほかにいくつかの

花が咲いてて、なかなか良かつたです。担いでいても飲んでも汗の元の缶ビー

ルも実に飲み頃にコン トロールできて、実にうまかったです。 7月 25,26日

には大奮発して立山は弥陀が原ホテルヘ行きます。 ではいずれまた。小生の

OB会費は本 日振 り込みました。

瞑
じ



FROM: okuna 〈ma― okunaOpa2.so― net.ne.ip〉

SUB:KUWV 白山ぶ らり

奥名@15期 です

OBの 皆様いかがお過 ごしでしょうか。

当地金沢では梅雨の活動は今はひと休みとな り、

やや涼しく気持ちの良い日が しばらく続いています。

もうしばらくは雲が多めなが らも大雨にはな らない

ようです。しかしなが ら真夏というにはふさわ しくなく、

やは り最後の梅雨前線の活動が終わ らないとギラギラした

日差 しはやってきません。それを望んでいる人にも

望んでいない人にも関係なく。

以下私事

7月 9日 (上 )降水確率限 りな く0に近い予報のもと朝 4時起床

5時出発。一路別当出合へ。 (先月スピー ド違反で 18000円 も

国庫に提供しているのでこれ以上は無用。法定速度で 7時着 )

一般の駐車場は別当出合から少し下つたところにあり、そ こを登 りたく

ない人たちがすでに路上にず らりと車を止めてある。 2段構えの駐車場の

一番下はが らが らとは言わないまでも半分 くらいは空いていた。

みなさん少しでも登 りたくないのでしょう。

メンバーは私 とオバサン2人。

駐車場ではまづコーヒーを沸か してゆっくりいただき 30分後出発。

釣 り橋をわたったところにホタルプクロがひとつだけゆれていた。

まるで銀座通 りのように次か ら次か ら登山者がやってきて歩のおそい

我々はその都度立ち止まり「どうぞおさきに」と道を譲 らねばな らない。

そんなこんなでコースタイムの 2倍から3倍程の時間がかかつた。

中飯場の一つ上の林道交差あた りにあったハクサンチ ドリは道路整備の

草刈で見事に首を切られてなくなっていた。そのかわ りでもないが、南竜へ

の水平道では少 し時期ははやすぎるもののたくさんの高山植物と別山の

景色に満足。下界を雲海の下に隠 してしまってはてしなく続 く雲の海、

その写真をお届けしましょう。 (ほ んまもののにははるかに及びません )

主な今回観察植物

ホタルブクロ・カラマツソウ・センジュガンピ・ カニコウモ リ・

ゴゼンタチバナ 。イワハゼ (ア カモノ)。 マイズルソウ・ コイワカガミ・

キバナノコマノツメ・サンカヨウ・ツマ トリソウ 。トリアシショウマ・

ミヤマカタバ ミ・

南竜付近では

ヨツバシオガマ・ハクサンチ ドリ・ハクサンフウロ・ハクサ ンコザクラ・

イブキ トラノオ・アラシグサ 。ニッコウキスゲ・ミツバオウレン・

コバイケイソウ・

今回は南竜までの日晰|り で した。
1ふ (;



100●級低山紀行

F響号|1言 |1傘
沢誓露突鳴と名の付く丘のようなところ15期奥名|||‐ |‐|  | ■ | |

◆満願寺山周辺地図

満願 寺 山 標高176.6m

この山は国土地理院発行1/25000
「金沢」を4つ切りにしてその左下のほぼ中
央に位置する。
ふもとの町窪1丁 目2丁 目はこの山を削

り取つて住宅地としたことが地図を見るとよ
くわかる。実際にこの地に行つてみるとな
おはつきりする。道は狭く坂道の傾斜は相
当なものがあり雪が積もった日にはかなり
難渋しそうだ。車庫をのぞくとどこもトラック
のような4WD車がおさまっている。

この山の北側には伏見川が流れており、
この辺から急に平野部になるためこの上
流部は川幅も狭く渓谷というイメージとな
り、逆に下流部は川幅も広くひらけている。
南側にはひとつ小さな谷をはさんで高橋

川が流れている。この川は伏見川とくらべ

ると源流はここから2km程遡つたところと
短く、むかしの女子高校の裏手あたりで伏
見川と合体する。

中腹 よ t

Y 7 V

ここは満願寺山の登り口に当なるところだがそれらしい案内はどこ
にも見あたらない。この石段を登っていくと途中左手にお地蔵さんが
一体鎮座している。この時節はかなり冷え込むので誰かがかわいそ
うに思つたのか立派なアルミサッシのフードに収まつている。藍色の
座布団が2つ、信心のある人はここでお経でも唱えるところだが、生
憎無信心なくせに臆病な私は百円玉を1枚放り込んで通過する。奥
に見える建物(何というのか知らない「お堂 ?」 ここでも賽銭箱が待ち
かまえている)を左手に飛び石をつたつていくとさらにまたひとつ建物
がある(これは金堂とでも言えそうな代物である)。

寺の様子が少し違うのは墓というものがひとつもないからかもしれ
ない。ここが神社といわれても素直にそうかと肯いてしまいそうだ。

V 7 7

マ
ー

０
０

:‐ |    | ●   I F/rrの百z″ その1満願寺山の巻■‐
= 

‐:||‐ 11■ ‐|||‐ |■



躍盤韓駒擢喜f嬌譜風ち稟酪1亀監競場毛犠香慰
謳舗議蝸[｀意鋼優曇た製駆蹴器3案彗輛塁ガ落1争lな表

上りも下りも石段の数を数えようと試みたが、分からなくなつて断念した。

この石段はかなり上ったところで左に直角に曲がりさらに30m程進んで今度は
右に直角に曲がる。最後まで石段が続き頂上にいたる。

▼ ▼ ▼

頂上には三角点がなぜか5m
ほどはなれて2つある。二等三
角点と記された標注は根元が
朽ちて倒れている。

三角点には1等から4等まで
あり、3等までが地図に記載さ
れている

1等・・・  970    4
0km四 方

2等「・・ 5056
8km

3箸 F・・・32733
4km

4等…・約 6万
1 5km

▼ ▼ ▼

岳マと

酬明櫛躍駒嬬脚蓼鴛靭橿魏も好いわけでなく泥棒と見なされるのは間違いない。。
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|||INttLの一
◆卵辰山周辺地図

碑|
tit;

11れ
|:

爾 V ▼

▼ ▽ ▼

卵辰山 標高141.2m

この山は金沢市に住んだことのある人
なら誰でも知つている山である。そして
我々ワンゲルにとっては日頃のトレーニ
ング場所として恐れられている。しかし
その山頂を極めた人は何人いることだ
ろう。かく言う私もどこが山頂なのか今
日まで知らなかつた一人である。

真つ先に山頂と思われる所は望湖台
と呼ばれている所であろう。かつては河
北潟の広々とした眺めが楽しめたので
あろう力ζ、今ではほとんど力(埋め立てら
れてしまつてとても望湖台とは言い難
い。地図を見ても分かるとおりこの望湖
台近辺が山頂ではない。少し北上する
と横空台(おうくうだい)とよばれるところ

鼎 酬 こ岩髪 |

い広場があるばかりで、山頂らしきもの
は見あたらない。

横空台の北の端に数本の木が植えられ卵辰山公
園創設記念碑が立てられている一角がある。実は
この碑の後ろに三角点がある。まわりと比べても標
高が高いとは思えないが、ここが卵辰山の山頂、
標高141 2mの 地点らしい。

ここは2等三角点である。

―-39-―
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今で1ま 望湖台の区画はきちんと整理されていて、一番高いところはいわゆる展望台のようになつていて、湖を望む方角だけでな
く後ろを振り向くと金沢近郊の山々がはるかに望める。そしてそれらの山々の名前と標高が記された案内図(上図)がある。わかる
かな一一、わかんねえだろうな一  。

◆春日山周辺地図

IIヽ:春 日山 標高112m

この山は卵辰山から北へ約500mのところにある。ここには三角点はなく地図上に
一瀞 |1嗜百■■発ちでいるだけそあるI珈赫 I輛面|記載)からなだらかに下りていlr「春日山」となっているだけである。卵辰山の頂上(前回記載)からなだらかに下りてし`

1織 ヒ:躍絹当顕轟譜側饗被写Uれ酬湧提ξ無1第勁

墓地を抜けるとあたりは背丈以上もある細い篠竹に覆
賀鶴 ab翻 薯覆負道が続いていく。しばらく行くと道は左右に分かれてしまし

あたらない。むりやり直進しても標識らしいものもなく、あまりになだらかで頂上の位置

市内の町並が、右手には東部清掃工場を真下にそしてはるかになだらかな夕日寺の
丘陵を望むことができる。

|はついに分からず仕舞となった。

この麓には春日町という町名が残つているが:実際にこの山は鳴和町になる。

寧 ▼ ▼

4()

|    . . 1     :「 F/r/の百κ″ その3春日山の巻 |=1_二            J



左の写真はきつとこの
辺が春日山の頂上ではな
いかと思われる場所で、ま
わりは右の写真のように全
く見通しが気かないほどに
竹が生い茂っている。実際
はこれよりはるかに日音く、
よく晴れた日でもほとんど
日差しは地面までは届か
ない。

小さな赤い花がこんな
暗いところで咲いている。

墓地の東の端から春日山方面を望
んで、山全体が竹に覆われている様
子がよくわかるし、山の格好もしてい
るが実際には頂上はどこだかよくわ
からない。

同じ場所から金沢市街を一望でき
る。左端には北国新聞社のビル、中
央にはかつて最も高いビルとして脚
光を浴びたことのあるスカイビル(今
ではこんな名前つけられない)、 そし
て右のほうに抜きんでているのが日
航ホテル

金沢市「

◆戸室山周辺地図

写真:文 15期奥名

F室山 標高547m

この山は金沢方面から東方の医王山をながめるとその手
前に屏風のように立ちはだかっている。西側は切り立った崖
となつているが東側と北側はなだらかな斜面となっていて頂
上付近はむしろ平坦と言つていいくらいである。
地図は「金沢」と「福光」のちょうど境付近にあたるため左の

地図は中央に切れ目が入つている。

登山はかつては地図左上の戸室別所からのぼつていた
が、近年ではキゴ山むかいの医王寺あるいは放牧場入り口
の茶屋裏からのぼる人が多いらしい。その横にはいつの頃
からかはやりとなった名水が湧き出ている。

茶屋の横からのはり始めた。
下界は春まっただ中という雰囲気だがさすがに季節は一歩

遅れている。登山道は残雪に覆われていて道がはっきり分
からない。分からないということはどこを歩いても良いという
こと !
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医王寺からは急な石
うとする人をくじけさせようとしているかのようだ。
西側の崖とはずいぶん違つてなだらかな山容を見
せている。

がいのキゴ山をのぞむ。戸室山とキゴ山とは1

ど標高が同じでわずかにlm戸室山のほうが

はるかに医王の山々、手前にはキゴ山スキー場。
今シーズン最後のスキー場には子供の声が
こだまして聞こえてくる。
スキーヤーよりもボーダーのほうが多いようだ。

石段をまっすぐ登ってい
く。ところどころにある踊り
場にはなだれて落ちてき
た雪がたまっているが実
際の石段にはほとんど雪
は残っていない。

石段を登りきると直角に
左へまがりしばらくやや下
りの水平な道となる。この
へんはほとんど雪に覆わ
れ、のぼつたけいせきもな
いので道がよく分からな
い 。

登山道らしい道となるとこ
ろに標識がたつている。そ
こからはやや急な登りとな
り雪もあちこちに残つてい
るため下りは滑りそうだ。
その急な登りがおわるこ
ろなだらかな山頂にでる。
積雪は50cmくらいはま
だありそうで、三角点のあ
りかもわからない。葉をお
とした木々の間からきれ
いに晴れ渡った青空と医
王の山並みがみえる。す
がすがしい一時を味わつ
た。

，

レ



◆野田山

野 田 山 標高175.4m

野田山は金沢市に生まれ育
った人にとっては小学生のこ
ろ遠足や早起きウォーキング
などで親しまれている。また、
この山の北半分は全体が墓
地となっていて相当の広さが
ある。もともとは前田家がこの
山の斜面に墓地を作つたのが
始まりとされ、その後前田家の
家臣も付近に作るようになつた
らしい。その後一般の人たち
の墓地も加わっている。

野田山というとほとんど墓地
をま旨していると言つても良い。

V tt y

野田山と一丁前に1/25000の地図
には山として名前が載つているが、どこを
どう見ても山とは名ばかりで台地あるい
は丘と言つた方があたつている。

長坂方面からほぼまつすぐにのぼつて
いく道は舗装された車道である。上り詰め
たあたりの右手に実践倫理記念会館が
あり、市内に文化ホールや厚生年金会館
などなかつた頃には色々な催しやコンサ
ートなどが行われていた。それも老朽化
のためか取り壊し中であつた。ここでも一
つの時代の終わりを感じさせる。

のぼり詰めから先は冬期間は通行止め
となつている。この道はほぼ真南に鶴来
方面の山に向かつている。左に直角に曲
がって三小牛方向に向かうなだらかな道
を行くと、やがて「山田リンゴ園」が右手に
広がってくる。その中にお椀ではなく皿を
伏せたようにわずかな膨らみがありその
中央が野田山の頂上である。

-43-
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野田山頂上三角点

三角点がリンゴ園のな
かにあり、まわりを鉄条網
で囲つてある。その少し壊
れかかつた部分を広げて
進入した。リンゴの木は葉
をすべて落としていて
寒々とした枝をつきだして
いる。

この付近では皆針葉樹
ばかりで、広葉樹はこのリ
ンゴくらいのようだ。この
西側一帯は杉が植林され
ていて、そこにはすでに赤
茶けた花粉がたつぷりと
用意されていた。ためしに
小枝を揺すつてみると案
の定花粉がいやというほ
ど舞い上がつた。

この植林をした頃には花

婿
思つていなかつたに違い
ない。

禍福はあざなえる縄の
ごとし

|,||,|||・|

◆キゴ山

野田山 標高546m

ングに訪れる。

郡 l馨 饉 甦 蒙 l鰐 、

われている。

目機山  巻6キゴ山の巻二J           :_三  |

1石川県●



医王山に向かう車が難儀
する最後の上り坂を登り切

象亀警η鋼 提 乱
こ

鍋環可昔摺胸惣?
と小さな池と四阿、それらを

甲F唐誌撃漫鮮炉鰭
そこには春を感じたスミレ
やイカ|リ ソウが数多く咲いて
いる。最も目立つのはなん
といってもショウジョウノ`カ
マで重なり合つて出てきた
ばかりの葉もよく目立つ。

広場を横切るとキゴ山ヘ

の登山道がいくつかあり、
それぞれに名前が冠してあ
る。

この辺でもコシアブラの新

蒼r〕ぇたず謝暫璽芳器ぷ
目に鮮やかだ。

キゴ山頂上

クロモジの道と名付けるほ
どにクロモジの木が多い。高
級楊枝に使われるだけあつて
その枝を折つて匂いをかぐと
さわやかな香気が漂つてくる。
匂いもさることながらその新
芽の緑の鮮やかさは何とも言
えぬすばらしさだ。

頂上には少し前まであつた
雪もきれいに消えて夏を思わ
せる牧草の青々とした景色が
広がつて、その彼方にこちらも
わずかに雪を残した医王の山
が望める。

本当はと言えばカタクリをさ
がしにきたのだが、場所を知
らずに来たことがまずかつた
のか全くその姿を拝むことが
できなかつた。

勇 り難 お 魚次幣 ぅ
スマイナスゼロとしておこう。
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◆三国山

三国山 標高323m

三国山は津幡の北に位置し、標高は低いながらもその名のごとく能登、
加賀、越中の三国を見渡せる山である。津幡を抜けて北へ進み能瀬でひ
がしの山間部へ向かう。富山県との県境に興津という部落があり、興津
峠へうねうねと登る場所にへばりつくように20軒ほどの家がかたまってい
る。「こうづ」と呼びたくなるが「きょうづ」と呼ぶらしい。
峠から尾根沿いに右へ登っていくと整備されたキャンプ場があり、そこ

には立派なログハウスがいくつかたっていて休日にはかなりのにぎわい
を見せているようだ。三国山へはそんなところを一直線に突き抜けてい
く。

▼ ▼ ▼

林道からの登山口には大きな鳥
居が建つている。登山道とは言え車
でも十分通れるほどの道幅があり
途中の分岐までは行ける。足下の
ムラサキサギゴケやカキドオシをな
がめつつ登つていくとすぐに右手に
炭焼き小屋がある。普段はどうして
いるのか人影もなく中は真つ暗な中
に土間があるばかりで住んでいるよ
うにも見えないが、畑はきちんと手
入れがしてある。

左手には竹林、右手には植林され
た杉林。そんな道の土手にはチゴ
ユリがたくさんさいている。

スミレはほとんどがタチツボスミ
レ、分岐を過ぎてからは一面シャガ
の花の咲く斜面がある。

▼ ▼ ▼
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山頂より金沢方面

山頂の少し手前の急な登りは杉
と竹の林の中にあつて薄暗く、登り
切ると様子は一変して明るく開けて
いる。

頂上には登り口にあつたものとお
なじ鳥居とそして祠があり、休憩用
のベンチが二つほどおいてある。こ
こからは四方360度みわたせ、能
登の海岸線、内灘の河北潟や医科

杏8宗サ総y凡就宅側麗な
カスミがかつていてはつきりとは見
えないが標高の害1に眺望は素晴ら

しい。

白い花がこんもりとみえるのはオ

オカメノキかあるいはガマズミか

帰り道ヨメナを採取しておひたし
にt′て食す。

◆権殿山

権殿山 標高224m

ぎ也 挫:溜
粗縫亀楊あ3:獅辮 鰤 識 脇 臨

橘
Ю

訪

つわらず、絲た。竹林の横を通つた際、今朝がた顔
をだしたタケノコが二つ三つみえ
た。

日当たりの良い斜面にはオヤマボ
クチが一面はえているところがあ
り、大きく分かれた二つの葉の間か
ら伸び出した若い葉をいくつか採つ
てきた。漢字では雄山火口と書いて
オヤマボクチとよぶらしい。かつて
は火を付ける際に起こした火を移す
のに使われ、そのために火口となっ
た。また、そばのつなぎや草餅とし
てうるち米にいれたりして、生活に
密着したものであつた。

天ぷらにして食した。非常においし
いものです。皆さんにもお勧めしま
す。

マ

ー

ス

■



道の真ん中にフデリンドウが一ケ
所だけさいていた。地面からわず
かに数センチしか背丈がなくうつか
り見過ごすところだつた。

北方の部落から背後をみてもな
だらかな丘陵が緑に覆われている
だけで山頂らしいものはみつけら
れず、鯉のぼりの泳ぐ町と木々の
緑と快晴の空を眺めるだけで帰つ
てきた。

民家の近くでセリをみつけ、近く
の人に断つて少し頂いてきた。

フデリンドウ

◆寺尾観音山

寺尾観音山 標高228m

難 :

薦鐸鶉 恣∬

応彿餞魂青鋪澱筆ば唇
像。

登り日からいきなりつづら折り
の急な登りが続く。道はじつかり
しているが水はけの悪い赤土の
ためすべりやすく、日の当たらな

陛積扇爆読割娑ヽ層屁
る。

こ 俺 績舶 蒋 3を麟 轟
りとヤマボウシの花がきれいに
葉を並べた上につきだしている。
エゴノキの花が実際に咲いてい
るところを初めて見た。ロート状
の白い花がすべて下を向いて咲

お毛鍛積麒t男疑粥属撃奈亀
えないのは残念だ。
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99年 3月 XX日

99年4月 XX日

尾根筋の道は明るくて快適

観音堂までのしつかりした道
とくらべてそこからさきの山頂
までの道は藪の中の道で、か
なり歩きにくい。まわりには低
本がおしヽしげり、ギンリョウソウ
なるものまで出現したのとりたて
てめずらしいと言うほどのこと
でもないらしいが、腐生植物と
いつて自分自身は葉緑素を持
たず光合成をしない。全身が自
でユウレイタケなどと呼ばれて
いる。なんとも気持ち悪い花。

山頂は三角点の周りはすべ
て藪で、そこまで行かないとわ
からない。愛想のわるい山頂で
はある。

15期 舟田 節子

さて0%の 4日 、舟田ファミリーは福井今庄の
ホノケ山に向かいました。空にはタムシバ、足元には
ショウジョウバカマにイワウチワ。右手に敦賀湾、左手に
大日、自山、加越国境、越美国境の自銀の山々が連なる
結構な展望の山でした。敦賀と武生を結ぶ幻の北陸道と
いわれ、ブナ林の中にもよく踏み込まれた古道が
残っています。
山頂にいた小松からの夫婦と、山名を同定しながら話していたら

押 Lぷ∬ 縫 鷲]ち1豪推哀あl彼 ,枷 時間訓 こ

それぞれの山にそれなりにベストシーズンというものが
ありますから、あちこちで「ニアミス」をやつていると
わかりました。

旦那なんか調子づいて「石川県の山も書いたんですよ」
なんて…・。私はその件はわざわざ言いたくはないんですよ。
私より登っている人ならそれこそ山ほどいる。あれは林代表に
きた話であつて、彼が最終責任を持つてくれるからこそ
やれた仕事。自慢する筋合いのもんじゃない。
意外とおめでたいんだわ…・。

それから、またあの山がどうのこうのの話になつて、
「そういえば、高二郎つてのも随分骨のある山で"・ 」
そしたらすかさず「ああ、あの山はこれが整備に行つてるんですよ」
もお・・・。そう、それは自慢できますよ。
お膳立てして、現役の薄弱を嘆いたり、叱咤激励したり、
これは十分苦労しているから、誉めてもらつても罰はあたらん !。

しかししかし、私としてはやつぱり旦那には申し訳なくて
前後には、良妻賢母を心がけ、そっと抜け出て倉谷に
でかけてたんですよ。
なあんだ、旦那の自慢の種になるんだったら、これからは
でかい顔して出掛けよつと。
あまりの教育効果に、私の方がびつくりした"・

というお話です。

さ説る機 呈騎卿
吼、つづく稜線の宿

霧犠撰稔据肇肇撃静群生。
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99年 4月 XX日

目の前ではギフチョウがもつれあつて飛びかい、
まあ獅子吼高原からの音楽は聞こえてくるのだけれど、
かなり天国に近いと思えた山でした。

気を良くして、かねて尋ねてみたいと思つていた
宿の岩へまわつてみることにしました。
そこは以前河内村板尾から遡つて道がわからず敗退。
その後一会員の調査で写真も撮り、分県ガイドに掲載された
(泰澄大師遥拝の地としての史蹟価値あり)ものの
やはり道がわからないと一番クレームがきた所でした。
薮の薄いこの時期、尾根筋からならねらえるだろうと
獅子吼高原とは正反対に尾根をたどつていつたのです。
意外や道ははつきりとついていました。昔の送電線の
巡視路として、巡視路程度の鮮明さで。だからこの標高だと
道はあるけれど、他の季節に一般ハイカーには
お奨めできません。残雪不明箇所では二人で道を
探しつつ、ついに宿の岩をみつけました。というのは
後の話で標柱が雪で埋もれていて、これかもと何枚か
撮つた写真が、本と見比べたらそうだつたということです。
つまり河内村は秋に手入れをしてくれているのだけれど、
手入れ後と、早春でなければ、ちょっと無理といつた所です。

さらに奥の蛇巻岩も探してみようと、こうなると
乗つてしまうのが旦那。私は今回は地図に写してこなかったん
だからもう帰ろう。旦那はせつかくここまで来たのに"。

夫婦で山なんて幸せ !なんだけれど、たいていは
こうやつて山の中で喧嘩する羽目になります。
仕方なくさらに一時間付き合い、もう道も雪の中
で判らなくなつたところで引き返しました。
なにしこんなシーズンですからね、残雪からはねあがつた枝で
向こう胆から鼻の下から、したたかにバンチくらいましたよ。
それでも、途中収穫のセンナやコゴミで機嫌を直し、
河内村へ下りて、タクシーで鶴来へ戻りました。

まだちょつと尾鰭の話があります。
「すみません。電話を貸していただけませんか」
と寄つた家が、偶然にも旦那の音の患者さんの家でした。
それも、そのおばあちやんの息子さんが
例のフ年前の笈の道難者の第一発見者だったのです。
あの時もそんな偶然に吃驚したけれど、
病院でしか会つていないその人に、たまたま寄つた家で
出くわすなんて…・。
2週間前のホノケ山といい、笈がからんでくるのは
なんかあるんでしょうか。
今年は雪がたつぷりついています。
ゴールデンウイーク、もし天候にめぐまれたら
ねらってみたいですね。
難しそうかといえば、三方岩方面からは数珠つなぎなのが
ゴールデンウイークの笈の現実です。さて ・̈。

栃尾では現地出身のおじさんが、自前で小屋を

禁堀夕庸吉き岩まJ吊明測塀訓コレートをとりました
0

採らない主義の人もいますけどね。
‐
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そのルートを通る人の数で保護、愛護(利用もする)の

使い分けをすればいいことです。
今年の公立入試問題にあったじゃないですか。
子供にトンボ採りを楽しんでほしい。そうでなければ
トンポが住めない環境を心の痛みとしてもらえないつて。
ウド、ワラビ、ゼンマイ、コゴミ、タラノメ、シオデ、
コシアブラ、フキ…これらを、煮て、炒めて、揚げて、
「いやみ」をちょつとら、りかけて、春の味 :究極グルメ :と

家で味わいました。

浅間山遭難の内一人が、学研の友人が中学生の理数指導に
雇つていた人でした。「舟田さんも気をつけてね」と
わざわざ電話をもらいました。
自分が気をつけていても巻き込まれる交通事故に比べれば
自己責任なんだし、こちとら、救助してもらえるまでの
予備カロリーも準備してるつもりなんだけど…・。
どうぞその折りは、このネットも使つて救助に来てください。

いやあ昨夜は生徒の父親から電話がかかつてきて
20分近い応対の後には、顧客満足ということで
補足のお手紙打ちに追われてしまいました。
ご当人は放課後のスケジュール満杯。公式も正確に
覚えられない。親にすれば一人か二人の大事な我が子。
見ているようで見えていない。待つてやれない。

リップサービスしたって、本人の資質は変えられないですよ。
学カアップサービスは不可能なんだから、
苦情を誠意をもって受けとめ、子供の自己弁護の歪曲情報を
ソフトに訂正し、気長に励ましをと…・。
学校が、半分しか教科書をやらず、なんかあればさえ
学級会。皆で考えましょうの時代に、百点まで直しましょうが
だんだんイジメになつていく。
今の小3で、大学全入が可能だそうです。一部を除けば
競争する必要がない。できるのか、わかつたのか、
評価したり、差別したりしなくていいんです。

「大学生を指導します」のDMに果れましたけれど、
進級、卒業できない大学生への指導が商売で成り立つ時代です。

ゴールデンウイークは3、 4日 と岐阜県の瓢ガ岳ともう一山。
雪の上ではないので、御安心を。

29日 は大山へ行こうとして通行止めで、小松の動山へまわりました。
創造の森からの新しい道を、杉の倒木を跨ぎつつ行つたら
ら、つといワラビだらけで…「もう止めとこ…あつた !」

で、結局蒸し釜3杯分アク抜きする羽目になりました。
出立が遅かつたのと、大山を回つたのと、山菜採りのせいで
頂上着が2時。白山が見えていたのはその前後1時間ほど。

曇鑽 犠 鷲 灘 警晋茶冒:盪 籠 り、
途端にシャーと霰。まあすぐ止んでさらに山乞食をやつて帰宅しました。

その日、ナカオの数人は中日歩こう会の指導。5月 2日 はその
予備日にあたつており、春合宿は3、 4日 。
岐阜県瓢ケ岳(ふくべ)は 1163m。 どうというほどの山では
ないけれど、自山山頂の方位盤に刻まれている中での
最後の未踏峰だつたのです。(多くの文献では抜けたまま流布して
いるらしい)。 現地に行けば山岳信仰の歴史があり、刻まれるだけの
名山であつたとわかります。翌日は雨につき、神社巡りに終始
したのですが、州原神社などは表参道が長良川そのもの。
渡し舟で寄付いて参拝し、次に自山神社に参拝して後に登拝と
敬虔な信仰登山のルートがあつたようです。

メンバーの中には、1日 が自山日帰り、2日 は鍬崎山。
今日は骨体めなんてすごい山女(山 ンバに近いか ?)もいます。
年間100日 なんて年もあつて、まさに桁違いなんだけど
実は開頭手術が2回。入会してからも足の骨折をやつたけれど
筋カトレをやつてちゃんと復帰。あれだけウオーキング・ハイ
になれるんなら、頭開いても悪くないと思えるほど
もらつた命に積極的です。
ちなみに、医王山に点在する地蔵さんの赤い前掛け。

警奎ズよ黒フ施錮罐蒙離誦当鮒話
し蒙〕b調律がお仕事で

素敵なご夫婦です。
51



99年05月 13日

99年 05月 29日

社会人山岳会に入ると、大学の部とは全く違つた人達と
知合えます。

言雰雰塵児雇お断群品震理墨覇禦出F遠
くなるばかり。

鶉 犠亀宅lぎ霧準昇「空凛風認諄てぃて
ワンゲルネットで最新山情報が交換できたら“・。

輸喜辮 設犠鮭
=腰

電建糸説夕年
こっちがアクセスしてみればいいんだわ 1

*8日 は取立山。9日 は小松、兜山に行つてきました。
取立のミズバショウは今週末ぐらいが見頃。残雪の自山の
リヒ望も抜群で今力

'お
奨めの山。たいそうな人出です。

ちなみに5月 2日 、シヤクナゲで有名な富士写ケ岳は
23%裸

緊耀軍同じ衡蓉認矢行きます。シャクナゲ、ミズ′`ショウ
が一杯の山です。
春合宿の鳴谷しか知らん人はかわいそうよね。

同じ山に登つて飽きんか ?と知らない人はいうけれど、
毎回新しい発見があり、同じ表情のことはないもの。

豪誕牲鷲ゝ児伊r書党鸞
よりますよ。運転させてたら

99年 6月 6日

恒例の浅の川を美しくする会。またしても前日に両隣分も掃除して

赤兎山へ向かいました。それにしても、以前「今度うちの班へ町会長が

まわってきたら、うちの番みたいよ」と言つたら、「わしゃやらん。

それくらいなら単身赴任する」と返事してたのに、本当に単身赴任に

なっちゃうんだから。いらんことは言わないもんですね。

(こ んなのもマーフイーの法則でしたつけ ?)

今日もくろゆりの山行につき 90名近い参加者。でもここは大駐車場があるから・・

と、なぜか遥か手前でス トップ。勝山市主催の兎年にちなんだ記念登山が

開催されていたのです。運悪しというより、後日、その前の運に登った、そのさらに

前の週に登ったという人にそれぞれ出くわしました。

どの日も果れるほどの満員だつたそうです。やはり兎年だからでしょうか ?

今日は大長山班と赤兎山班に別れており、我が家は珍しく楽な方の

赤兎山へまわ りました。それは買い立ての接写レンズで湿原植物を

撮影してみたかつたのと、来週は大笠の心づもりがあったからなのです。

蒸し暑い日でした。

あまりに人が通るので、「撮影できん。あとから登る。」

●
／
ι

ｒ
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と言つたのを真にうけて・・。ところがいつまでたつても上がってこん。

散々に抜かれて、痺れきらして戻つてみたら、慣れないレンズにふ りまわされて

旦那はじつかリバテテおりました。「もう撮るな !」 とカメラとりあげて・・・

恐い?こ こまで責任もってついてきてくれるの母ちやんしかおらんのよ。

水を「与え」たり果物を「食べさせ」たり、やつと頂上手前で本隊に

追い付きました。

湿原の方はあまりの混雑ぶりに、他のパーテーに交じつても困ると、

頂上から動かないことになり、もちろんその日のリーダーには従いました。

白山は一段と雪がなくなっていました。今日の暑さといい、これからは

水との間いになります。

尚、大長山の方は以前はスス竹をかきわけてのひどい ドプの道だったのに、

スス竹が刈り払われ幅広の悠々登山道になっていたそうです。

やはり満員の頂上だつたとのこと.

ナカオの精鋭 3名 は、小原峠から三ツ谷へ下りて行きました。

いいのよもうちはナカオの落ちこばれでも。

真夏日のニュースに、バテたのも仕方がないと心なぐさめて、

アリナミン飲んで、お休み !

6月 13日

昨日は松林さんのご推薦で安全登山の座談会に出席。でも、同席の富山の

中高年代表も、実は「連れていってもらう」のレベルのままのようで した。

世話役として会員の気儘に迷惑をしてはいるが「楽しい」まででス トップ。

つまり、サポー ト隊に「山行面ではまるまるおんぶ」の会からの代表でした。

それは、既山岳会の人達が

月に 1回はポランテアで、そのままでは危ないような人達にも山を

楽しませてあげようといつた会だつたようで、そんなおんぶにだつこも、

富山ならではの厚い登山者層にささえられて可能なようでした。

つまり所属するには何ともらくちんな会で、その為に350名 の会員に

ふくれあがっています。今は顔も一致せず、かつ月 1回の例会山行以外に

会員達は勝手に山行をし始めていても私はこれから事故が続出するなあと

聞いていました。

意図するところは親切であつても、相手の大人は勝手に判断し、自分さえ

よければで動いてしまうものです。山では半端な親切はするものではない。

きれいなカラーのガイ ド本が、下界の気儘を持ち込む登山者ばかりを

増やしているみたいで、懸念もすれば、自己嫌悪にも陥つてしまいます。

(こ のあたりを長々書いたのは、あとの伏線になるからである。)

ともあれ百万石祭の金沢を後に、富山・岐阜県境の登山口に立ちました。

まぶしい緑と、紺碧の空に残雪をまとう山並。

旦那はパテからは立直ったものの、うすら心配で「Kさ んを誘ったら?」

で、今日は舟田夫婦プラスKさんの 3名。

Kさ んは 13年前仲間とナカオから抜けてしまったけれど、

当時から私達とは気のあう人で、彼の気の良さに「おんぶ」して、
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背伸び気味の山にもチャレンジさせてもらうことがあります。

大笠は私は 2度 目。道には迷う所なし。されど夫婦二人だけでは、

登れるであろうにしても余カゼロが正直な所。ダメもとで電話したら

先約をキャンセルしてOKしてくれました。

だから好天に恵まれたのが尚嬉しい。

桂湖は満々の雪解け水をたたえ・・それを真下に見ての恐怖の鉄梯子 5脚から

スター ト。心臓縮んだまま今度は破裂しそうな急登が延々続くのです。

1月 前かに、今日13日 に「大笠山山開き予定」と紙面中に

見かけたのですが、そんな形跡どこにもなし。京都や札幌のナンバー 6台は

停まつていたものの 0・ 。急登はつらいけれど、この自然真つ只中がなんとも

いえません。このところ人のあふれる山ばかりでしたから。

天ノ又からは意外に白い白山が。先週の赤兎は南面で、こつちは

北面にあたる為なのです。笈側の谷も奈良岳側の谷もグレーの

岩壁をつらねていて、壮観.急登の部はここで一段落で、ここからは

アップダウンの忍の字コース.でも残雪の箇所にはカタクリやコプシが、

他の所にはツパメオモ ト、ツマ トリソウ、コイワカガミ、アカモノと

初夏の花が待っていてくれています。 Kさ んによく知ってるねえと

誉めてもらいましたが、いつもはコースタイムの半分で

飛ばしているKさんだから、花を見ている時間も半分としなきゃ

こっちも立つ瀬がないわよ。新築の避難小屋に着く。小屋には

テント、シュラフ、ガスポリなどが設置されていました。

これでどれだけ助かるかしれない。そこからトラバースして、

さらに階段をはいあがり、奈良との分岐。やつぱりあつた、

ハクサンコザクラ。そしてルンルンの平坦 10分で頂上。

途中で追い越して行った単独行さんが昼寝をしていたから、

そろっての記念写真を撮つてもらいました。

山岳展望も今ではCGで どうにでもなるらしいけれど、花、雪、風、音は

秘境::二塁th暑急下曇忌]翼:ふ[菖恭纏ふ:尋撃r充
実感です。

しかし、降りなければ帰れないのよね。下りは楽といつても3時間半

かかり、大笠は白山の日帰りより覚悟のいる山と誰もがいいます。

上部の方には本製の階段がつけてあるけれど、これがまた地盤と丸太は

沈下して、鉄杭だけがはみでていてやばい。「危ないよねえ」と言いつつ

避難小屋から30分程下つた頃、右手の枝にひょいと気をとられた瞬間

左膝頭に激痛 !鉄杭にひつかけたので した。

ウウとうずくまり、さすつて歩きだす。打撲とも違う

異様な痛さだつたものの歩けるのにホッとして、忍忍の尾根を尚も

降り続けました。やつと天の又のベンチにたどりつき、やおら

ズボンをたくしあげてみたら、パッカリ傷が開いていた 。・ .

3cm強 の裂傷でもこばれる程の出血でなかったのは

真空切りみたいな切れ方をしたせい?と もあれ降りるしかない。

幅広の傷バンをあてて降りてしまいました。

傷を見た旦那が「あんなのに当てたらそんなもんだ」と言い、

54
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降 りついた途端「こりゃ当分動けんなあ」と真顔になったのは

山中で動揺させてはいけないの気配 りだつたのか・・。

ともあれ後はさすがにてきばきと手配 してくれて、 10針 縫 う

羽目になったので した。

安全登山の話をしてきた翌日のお話なのであります。

新聞に載つたのは 2日 後。見た見た、すごいねと電話がかかつてくる度、

なんとも情けなく傷は疼いたのでありました。
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で
、
装
備
が
軽
く
な
る
こ
と
。
山

　
に
取
材
し
た
り
。
事
前
の
知
識
を

の
情
報
が
入
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
仲

今
泉
　
中
高
年
は
や
は
り
重
い
　

問
ま
か
せ
に
し
な

い
よ
う
に
な

荷
物
で
は
パ
テ
ま
す
。
あ
る
お
年

　

る
。

寄
り
の
荷
物
を
見
た
ら
、
も
う
食

　
　
舟
田
　
自
己
の
体
調
管
理
も
大

料
が
い
っ
ば
い
。特
に
女
の
人
は
、
　

事
で
す
よ
。
前
の
晩
は
よ
く
眠
る

人
に
あ
げ
よ
う
と
、
余
分
な
も
の
・　

と
か
、
歩
き
な
が
ら
も
、
し
ゃ
べ

な
顔
を
さ
れ
て
し
ま
っ
　
　
　
　
　
ま
で
担
い
で
く
る
ケ
ー
ス
が
多

　

り
ま
く
る
な
ど
し
な
い
よ
う
に
な

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
人
の
心
配
ま
で
し
て
自
分
が
　
　
る
。

今
泉
　
私
た
ち
の
会
　
　
　
　
　
く
た
ば

っ
て
し
ま
う
。　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
私
で
も
登
れ
ま
す
か
、

浦
山
　
確
か
に
軽
装
備
の
時
代

．　
と
知
ら
な

い
人
か
ら
、
そ
れ
も
電

話

で
相
談
さ
れ

て
も
、
正
直
な
と

こ
ろ
ゼ
一　

‐
し
よ
う
が

な

い
。

今

泉
　

あ
の
人

が

行

け

た

か

りヽ
、
私
も
行
け
そ

つヽ
と

思
う
人

が

多

い
の
で
す
よ
。
危
な

い
。

浦
山
　
自
分

の
体
に
合

っ
た
行

動

、
無
理
を
し
な

い

こ

と

を

基

本

に

す

る
。
七
十

で
も

八
十

歳

で
も
、
自
分
に
合

っ
た

登

山

は

で

き

る
。今

泉

錫
毎
に
日

帰
り
す
る
ベ
テ
ラ
ン

が
い
て
、
そ
れ
で
健

康
の
パ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
い
い
ま
す
が
、
あ

ま
り
お
勧
め
で
き
な

い
。
私
た
ち
は
、
ゆ

っ
く
り
自
然
観
察
な

ど
、
草
花

一
つ
も
見

な
が
ら
行
き
た
い
。

浦
山
　
四
十
歳
の

こ
ろ
ま
で
は
限
ら
れ

た
シ
ー
ズ
ン
に
し
か

山
へ
は
行
か
な
か

っ

た
の
で
す
が
、
今
の
会
に
入
っ
た

こ
と
も
あ

っ
て

一
年
を
通
し
て
低

い
山
に
も
、
自
分
の
世
界
を
見
つ

け
ま
し
た
。体
が
弱
か

っ
た
の
が
、

山
に
入
っ
て
い
る
だ
け
で
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
強
く
な
り
ま
し

た
。森

田
　
低
い
山
は
低
い
な
り
に

い
い
味
が
あ
り
ま
す
。
少
し
の
雪

を
踏
ん
で
登
っ
た
り
、
秋
に
は
か

さ
こ
そ
枯
れ
葉
を
踏
み
じ
め
た

り
。格
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舟
田
　
私
た
ち
の
学
生
の
こ
ろ

は

一
学
年
に
三
十
、
四
十
人
の
ワ

ン
ダ
ー
フ
オ
ー
グ
ル
部
員
が
い
た

の
が
、
今
は
四
学
年
で
そ
れ
く
ら

い
で
す
。
今
の
人
は
組
織
を
嫌
い

ま
す
。
そ
し
て
手
続
き
な
ど
も
嫌

が
り
ま
す
。
好
き
な
時
に
好
き
な

仲
間
少
数
で
山
に
行
く
。　
一
週
間

以
上
も
お
風
呂
に
入
れ

な
い
よ
う
な
生
活
自
体

を
嫌
が
り
ま
す
。

今
泉
　
山
小
屋
も
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
キ
に
ワ
イ
ン
の

食
事
も
で
き
る
。
水
洗

ト
イ
レ
は
当
た
り
前
と

い
う
時
代
。靴
も
立
派
、

リ

ュ
ッ
ク
も
軽
く
小
さ

く
な

っ
た
。

森
田
　
中
年
で
も
先

の
新
３
Ｋ
で
山
を
始
め

る
人
が
半
数
以
上
で
す

か
ら
、
観
光
ツ
ア
ー
の

気
分
を
捨
て
て
欲
し

い
。
山
で
の
ル
ー
ル
も

草
え
て
欲
し
い
。
例
え

ば
道
で
す
れ
ち
が
え
ば

登
り

の
人
を
優
先
す

る
、
山
頂
に
先
客
が
い
れ
ば
遠
慮

す
る
、
と
い
う
マ
ナ
ー
も
あ
る
。

舟
田
　
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル

で
も
、
中
高
年
で
も
、
組
織
で
先

輩
か
ら
学
ぶ
技
術
や

マ
ナ
ー
が
あ

る
。　
　
　
　
　
　
・

今
泉
　
地
図
の
見
方

を
現
場
で
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
単

独
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

舟
田
　
登
山
は
自
分
の
足
で
歩

く
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
の
で

す
が
、　
一
歩
間
違
え
れ
ば
命
に
か

か
わ
る
と
い
う
認
識
を
持

つ
こ

と
、
危
険
と
背
中
あ
わ
せ
で
、
あ

な
た
任
せ
で
は

で
き
な
い
こ
と

を
も
う

一
度
押
さ
え
て
お
き
た
い

で
す
ね
。



小島敬 豚麟麟療鑽

喧燥と猥雑に満ちた香港の街を少し離れると、そこには驚くほど豊かな自然があります。

第25代香港総督マクレホース(在任期間 :1971年～82年 )という山好きの オッサンが、
毎週のように香港の山々を歩き、気に入つたところをどんどん自然公園 に指定した為、この
ちつぱけな香港に、奇跡のように自然が残ることになりました。九龍半島の山岳部を東西
に横断する100kmの 立派なハイキングコースは、この総 督の名を冠して、マクレホース・
トレールと呼ばれています。北海道の礼文島のような海沿いの草地を出発点とし、南アル
プス・北岳パットレスの如く釜え立つ岸壁の横 をあえぎあえぎ登り、ススキの広がる高原を
抜け、シラタマホシクサの群生する湿地 帯を横に見て、ライオンロックと呼ばれる岩登りの
練習場を通り過ぎ、野猿の数多く棲む鬱蒼とした森を抜け、香港最高峰の大帽山(957
m)を越え、静かな人造湖の ほとりを歩く、全長100km(東京から御殿場、名古屋から京
都)のハイキング コースです。

山仲間10数人で1998年 9月 から5回に分けてこのコースを歩きました。ゴール 手前の湿
地にウツボカズラの群生地が何個所もありました。さすがに香港は北回帰線 より南に位置
するだけあつて、植物も面白いのが生えている。

1998年 10月 中旬、日本人倶楽部に山の会のメンバー30数名が集まって立食 パーティ
ー。10月 上旬の連体を利用して1週間ほどブータンの山岳部をトレッキングしてきたメンバ
ーによる報告会だとか、香港の自然のスライド撮影会だとかがありました。会員は日本人
が大半ですが、米国人、英国人、香港人、ネパール人など「外 国人」もいます。写真好きな
日本航空の駐在員は、香港の自然を題材にした1999年版カレンダーを作り、結構評判が
いい。私もつられて3部買つてしまった。

デジタルカメラを持たない私は画像を皆さんにお見せできないのは残念ですが、香港の自
然 の美しさは、その意外性も含めて、なかなかのものがあります。

香港17期 月ヽ島敬

11月 は香港で最も爽やかな月と言われています。この季節に、毎年、「1 00kmTrall Walk」 と
いう催しが行なわれます。香港の九龍半島を東西に横断するマクレホース・トレイルと呼ば
れる¬00kmの 山間ルートを四人一組 (リ レー形式ではなく、四人 全員で同時にゴールしな
ければならない)で 48時間以内に走破するという、「体力 と気力とチームワーク」を競うレー
スです。

元々は香港駐留のグルカ兵の訓練 (四 人 というのは軍隊の最小単位)の為に始められた
レースですが、1986年からは民間 人も参加し、中国返還後の昨年からは市民だけで運
営されるようになりました。

100km Walkの ホームページは、http://www hk supernet/trailwalker

私もひょんなことから山登りの同好者の多い新潟県人会にはいり、県人会から参加の 4チ
ーム16名 の選手の一員に加えてもらいました。9月 から毎週末、マクレホース・トレイルの
コースを20kmず つ歩いてトレーニングを重ね、本番の11月 までに 180km近くを走破し
ました。このレースは標高差1000m近い山間コースを一睡もせずに歩きとおすという、クレ
ージーとしかいいようのないレースです。

私のチーム「黒姫」は一人の脱落者もなく、33時間19分で完走することができました。参
加フ60チーム中、完走したのは398チーム。私たちのチームは¬86番 目 のタイムでした。
四人ともこのレースには初参加で平均年齢も47才と新潟県人会の中では最高齢チー ムで
した。何よりもうれしかつたのは、全員で一緒にゴールできたことでした。それ に、選手に倍
するサポート隊が2ヶ所のサポート地点で、暖かい食べ物や飲み物を用 意してくれたお陰
で、無事に完走することができました。選手とサポート隊が′いを一 つにしてゴールをめざす
1 00km Walkは、今まで経験したことのないものでした。ちっぱけな香港でこんなに面白
いイベントに参加できて大満足。会社休んで100km歩 いて何になるんだと言われれば、
何もありません。ただ、無 駄で馬鹿なことをみんなで力を合わせて成し遂げることがこんな
にも感動的だとは思 いませんでした。馬鹿なことに首を突つ込んだお陰で、気の置けない
仲間がたくさん できました。やはリー緒に汗を流さないと親しくはなれないのだと、改めて思
つた次 第です。コ00km完走したことは香港でのいい思い出になりました。来年からはサ
ポート隊に回り、不揃いなおにぎりをたくさん作つて選手の完走のお手伝いをし、この感動
を分かち合いたいと考えています。香港 ¬フ期 4ヽ 島敬

1998年 11月 13日 (金)本 日、1 00km Trall Walkの 幕が切つて落とされた。
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今朝の天気予報は最低気温21度 、最高25度 .スカットした晴天で気持ちがいい。

地下鉄・彩虹駅に|よ 12時集合。駅に着 くと、今回一度も練習に出ておらず、心配していたケ
イ(香港人)がいた。ケイは他 のチームメンバーがわからず、別場所で待つていた。声をか
け、本多、浜、神田、大 場、安本、小島に紹介。大場嬢は靴は男1に して、上から下まで前身
新品に包まれ、忍 者みたいでカッコいい。頭にはヘアバンド。後でみんなに風呂上がりみた
いだと言わ れていたが。この前の日曜日の最終練習で、左手の小指の付け根が折れたと
ショゲていた神田さん も、ただの打撲だつたそうで、病院でレントゲンを撮つてもらつたら「ち
ゃんと付い てます」と医者に言われ、恥ずかしい思いをしたそうな。そのうち、中山、清水、
田 中、マーク、至1着。ダニーは少し遅れると電話があるc浜本さんは直接行くらしい。松井
さんが来ない。老年キムタクこと、木村さんも来ない。みんな人の荷物の重さを計つたりし
て待つ。lleが腫れてると言つていた清水さんは何とかなりそうだ。田中さんの風邪はどうな
ん だろう。やたら汗をかいてるのが,心配。

12:15、 ダニー(香港人)を最後に全員到着。ミニバスで西貢へ。西貢からはタクシー。濱本
さんが来ないダニーチームをおいて13時過ぎ、各チーム、チェックイン。

スター ト地点近くのBBQ siteで昼食をとる。森Qは老年キムタクが作ってくれたオニギリ、
卵焼き、ポテトサラダ等をいただく。年寄りは朝が早いのか、それにしてもマメであ る。安本
さんは、木村さんはいい嫁になれるよと感心して言う。小島さんの荷物がや たら重い。ザッ
クから物資を出して最点検。林檎が6個にオニギリ4個。それ以外にもオヤツ関係が沢山入
つてる。中山さんが、オヤツ料金オーバーしてる、先生に取り上 げられるでと言う。確かに、
こりゃちょつと多すぎる。そう言うと、やおら小島さん は食べ始める。羊羹をムシャムシャ。
中山さんが、よう噛んでたべなあかんでって、うけないギャグ。ランチを終え、スタート地点
近くに移動。

浜木さんが来た。超軽装。ウエストポーチ に水500mi、 手には林檎日報、てな出で立ちであ

Rヂ 碁‡土ittξ 璧 精 縫 員を信響
?つ て尋く れ れヽ 、そりゃ、と一つても古

午後3時の出発時間が迫ってきた。選手達はスタートラインに並ぶ。私と金子お兄さんは、
ちょつと前でカメラを構え、選手達の使用前を撮ることにする。使用後のゴー ルで、この笑
顔が見られるのだろうか???秒読みが始まり、アッと言う間に、ウンカのごとく選手達は私達
の前を通り過ぎて 行つた。思わず後を追いたくなる。

11月 15日 (日 )、 深夜 無事100kmが終つた。
ダニーチームは、ケイが病院送りになるというアクシデントが あつたようだが、23時 間22分
という好タイムでゴールしていた。こりゃスゴイ。松井チームは、これから最後の階段を下り
ますと電話があつてから、なかなか来ない と思つたら、ゴール前で全員県人会の丁シャツに
着替え、顔まで洗つていたらしい。道理で、第2サポート地点ではあんなに疲れた顔してた
のに、松井、中山、清水、田 中、全員スッキリした男前でゴール。30時 間を余裕で切るタイ
ムだった。

児玉さんとの賭けに勝つた中山さんは 1000ド ルを手に入れた。みんな、早速タカリましょう
ね。本多チームは、児玉、安藤、森Qが迎えに出る。最初に来たのが浜さん。気付かず通
り過ぎてしまい、浜さんに声をかけられて驚く。浜さんは闇夜に紛れるくらい黒くなつてい
た。5分ほど遅れて神田さん。いつも疲れると頭をグラグラ揺らしながら歩 く人なんだが、首
はちゃんと座り、しつかりした足取り。もう5分 ほど遅れて、本多 さんと大場嬢が来る。意外
なことに一番疲れていたのが本多さんだった。やはり前日 の午前様が崇つたのだろう。大
場嬢が、眼を離すと落ちそうになるんですよと心酉己して言う。

このチーム、最後は4人で手に手をとつて、雪崩のようにゴールした。31時 間を少し切れた
(と 思う)。 最後は迎えに行つた私達が無理矢理走らせたのだ。30時 間 台でゴールさせようと
して。すみません、疲れた馬に鞭うつようなことして。この後、選手もサポート隊も、安本チ
ーム (「 黒姫」チーム)を待ちきれなくて帰ることになる。このまま残して帰れないと言う;可津
嬢、当然待つと言う児玉親分、同意見 の安藤嬢と森Qが残る。安本チームは誰の携帯電
話もつながらず、いつ着くのか全然 見当がつかない。checkpoint 9の 通過時間から計算し
て、児玉、安藤に荷物番をして もらい、河津、森Qがゴールから迎えに出る。15分ほど歩くと
老年キムタク見一つけ た。永六輔バリの笑顔で案外元気。後は少し遅れて3人一緒。前田
さんは声が出な い。膝がそうとうキテル。安本さん、小島さんは前田さんほどではないにし
ても辛そ う。よくぞここまで来たもんだ、と抱き締めてあげたくなる。最後の階段を、前田さ
んは本当に辛そうに下りる。一歩、一歩、壊れかけたマリオネットのように。
そして 4人、横―列になって待望のゴール :

時計は午前0時を半分ほど回つていたc

選手のみなさん、サポート隊のみなさん、長い長い一日でしたね。本当にお疲れ様で したI
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蔵
づ
く
り
の
建
物
の
川
り
に
は

色
と
り
ど
り
の
化
が
飾
ら
れ
て
い

た
。
玄
関
の
呼
に

「ま
な
び
合
」

の
‘
板
。
多
く
て
も
四
、

７‐‐
人
の

少
人
数
の
授
半
に
集
ま
る
の
は
、

不
登
校

や
障
１‐子
の
あ
る
子
も
合

め
、
小
中
高
生
を
中
心
に
約
四
十

人
。
学
校
の
貶
業
の
補
習
に
来
る

子
ど
も
が
い
れ
ば
大
学
受
験
を
目

指
す
高
校
卒
業
生
も
い
る
。
勉
強

内
容
な
ど
は
餃
々
だ
が
側
別
指

導
を
基
本

に
少
人
数
で
対
応
す

る̈
。松

本
市
の
高
木
美
保
さ
ん
↑
じ

が
人
の
北
村
智
明
さ
ん
↑
じ
と
′‐―

年
ほ
ど
前
に
自
宅
で
始
め
た
。

中
学
二
年
生
向
け
の
社
会
科
の

授
業
を
の
ぞ
い
て
み
た
。

高
本
さ
ん
が
五
人
の
生
徒
に
、

ま
ず
紅
茶
を
振
る
卿

っ
た
。
配

っ

た
プ
リ
ン
ト
に
は
世
界
地
図
が
記

さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
お
茶

っ
て
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
の
か
な
？
」

「中
国
」

「イ
ン
ド
」
と
子
ど

も
た
ち
か
ら
次
々
と
答
え
が
返

っ

て
き
た
。
高
木
さ
ん
の
話
は
茶
の

産
地
や
植
民
地
時
代
の
歴
史
、
イ

ン
ド
や
バ
■
ス
タ
ン
の
骸
実
験
の

話
ま
で
広
が

っ
て
い
く
。
晴

‐
ｉｔｌ
ｌｌｌ

に
知
識
を
組

列
す
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
と
の
会
話
を
軸

に
し
て
授
業
を
進
め
る
。

「ど
う
し
て
も
子
供
に
か
か
わ

る
仕
■
を
し
た
か

っ
た
」
と
い
う

高
木
さ
ん
は
岐
■
県
出
■
。
千
沢

√||■ 11

1,ス 1:ふ

lti

子供たちに足 し算を教える高木さ

ス′。ほとんどの 1受業は 2、 3人の

少人数だ '松本11jttl l l日 で

糸IIを
"ri人

が い Fk ｀

ど|ヽ
′
Fヽ 出lli l'

る
」
と
考
え
、
金
沢
で
学
習
塾
を

―――‐‐
い
た
。
そ
し
て

一
九
九
〓
年
、

知
人
の
紹
介
も
あ

っ
て
松
本
に
移

い
、

「ま
な
び
合
」
を
始
め
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、　
輝
”

力
は
あ
る
の
に
自
分
で
物
■
を
掘

０
下
げ
て
考
え
る
力
が
な
い
子
が

多
い
」
と
高
木
さ
ん
は
い
う
。
日

常
生
活
と
の
か
か
わ
り
を

‐――
ん

じ
、
日
川
品
を
使

っ
て
授
業
す
る

高
陵
三
年
だ
っ
た
昨
年
、
あ
る
コ

ン
ク
ー
ル
の
作
文
で

「障
害
が
あ

っ
て
も
氏
務
教
育
で
学
ぶ
知
識
は

絶
対
必
要
」
Ｌ
訴
え
た
。

障
害
が
あ
っ
た
り
不
登
校
に
な

っ
た
り
す
一イヽ，
ｒ
ど
も
は
、
学
ぶ
意

思
が
あ
る
の
に
川
川
か
ら
十
分
に

勉
強
の
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
な

い
、
一」高
本
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

こ
う
し
た
一́
ど
も
た
ち
の
交
流

の
場
を
広
げ
よ
う
と
、
授
業
の
は

か
ス
キ
ー
や
山
菜
採
り
な
ど
の

「課
外
活

！ｌｉｌ，
」
を
開
い
て
き
た
。

「勉
強
を
通
じ
て
、
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
伝
え

た
い
９
知
識
や
知
恵
は
生
活
の
中

で
き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
」
と
一

‐‐――

木
さ
ん
。

「教
育
の
こ
と
で
悩
む

人
と

一
緒
に
歩
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
」
と
考
え
て
い
る
。

「ま
な
び
合
」
の
問
い
合
わ
せ

は
の
一
一一分
一―
三
三
―
三
二
九
八

へ
。

の
は
、
知
識
の
詰
め
込
み
だ
け
に

終
わ
ら
せ
た
く
な
い
か
ら
だ
。

「
ま
な
び
合
」
で
三
年
半
学
ん

だ
全
身
ま
ひ
の
女
子
は
、
通
信

イｌｉｌｌ

58

学習塾「まなび舎」開く松本の高木さん

日
常
題
材
に
対
話
の
授
業

考
え
る
力
深
め
る
生
徒
ら

百
一ヨ
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下記原稿は会報のための原稿ではなかったのですが、三角テン ト時代の私の立場か らは
非常に興味深い内容でしたので、掲載 します。

学生の宿命なが ら、「こうした方が」と全体が見えるようになった頃には、卒業であり
執行部学年に口を出さない美風も流れているようです。しか しなが ら、受け継がれる知

｀

恵があってこそ創部 40年の歴史は輝 くと思います。

ワ ン デ )レ ‐ テ ン ト 縮 計 文 と 購 入 時 の 考 慮 点

37期  柴田 祐介

テン トは就寝可能人数が決まっており、かつ装備中に しめる重量も大きい

ため、本来なら山行 ごとに適切な収員数のテン トを装備するのが望ましいが、

全体合宿 (新 トレ・ 小屋作業等)や夏合宿のように同時期に山行が重なる現

状では、装備すべきテン ト数が膨大なものとなり、その財政負担が過大、か

つ、非効率なもの となる。

ワンゲルのテン ト編成は、現状では夏合宿のpa rty構 成を¬」能 とする装備

がまず必要となる。

不可欠員5人 、 l party平 均 7/8人 とするならば、 5/6人 jl(V604:エスパースジャンポ)

と 2/3人 用 (V304/404,D41/1)と をparty数 (4～ 5p)が適当。また夏合宿など

でparty間 で人数が片寄 ることもあるので、最大10人 party編成までを考慮

して 5人用を lヶ 程度余分に装備するのが、結果的に小屋作業、冬合宿等の全

体合宿で設営テン トを減 らす上で も好ましい。

エスパスリャンポは冬 j朝 においても 6人就寝が可能なため便利であり、 2ヶ で最大

12人 pa rtyを 作ることも可能であるが、金沢での取扱几liロ ッジが閉店 したの

で、新たな取扱店が現れなければ、購入・ 修理が面倒 となるので今後 llTl入 対

象 となるか疑間である。

また、同一規模のテン トならば、機種を同 じにしてお くとフレーム 0フ ラ;

イ等を破損 i´ |:と き代替が可能であり使利 ■ちる。

故に、 5人サ:1と |′ てはV60イ (″面1:,0〉 ″10]性 55崚)()2/8人 ∫]1と してヽ ルー11/1

の消耗・ 償
'11後

、 1「 404(本 面180X;||(|● r4、 52)LV 30′ i(床面:50× 210■綺3、 71)の 2機

FTlが 選択対象となるが、 こ(D柿 のテン :ヽ が通 fれ イ■ンとして使わオ1.、 |]装 を置

かず個装のみでお,ろ 事を考えれば、 (VI(14/」 D5ノ 1ヽ 14用 時の一人当りの「≒イ]面

積 と同じ)50X210Ⅲ を 3´へ分確 filで きる V104-機 種のみで十分
=」

tiい i」 ろ

うか。 もちろん不可欠員が変更 され、 [|・ 4ノ、の山行が出るようになれば近

択6)仕 方 l:I異 なるこ1と になるであ′ちう。

Vシ リーズ編成∴]ぜ 1、 6人 p〔lr tyの「|、 2引Fり よt=っ てい くの lj面 倒だ力ヽ ら困

るという指摘があ:る が、ザ tプ クにカバーをかι,ザ ン ト外 l::出 十ば、一張 りで

6人寝れ 1と は i可能である。実際、他大学のワングルのそ ういう姿を夏山で

み :ミ[,1上 がま,こ 。

不足テン トについて
'ま

、購入が必要 となるがそ(DJ取 得方えよには f3つ ″5る 。

― (,4- ~



① まずは部の懐を痛めない学J:課 `D予 算で質 って もらうが 去cだ だし、この

方法 1ま 取得までに時間が当かそ:L:こ 、学」.課 に予算が無けヤtば な らないが、

学生は通常、予算など知14得なぃて経験11に は 2′ 3月 頃に年度末調整 (予

算を使い切る)の ためか、次年度
't降

の予算獲得三ヽた fイ )の :だ 績作 りか ?学生

課α,メ、0ヽ こ,お 声が掛かる。

203月 に要求を :l:し て許可されたとして も、取得す るのは 5月 頃になる

0)で注点が必要。 またお ;l「 掛かりを待つのではな く、年度中で t,学 Ji出:11顔

を出 した ら何かと言 tて ″4を 11′ し`たほうがいいのか もしれない。 (笑 い)

何に しろまず始めに予算ありきだか ら 6ダ、張が欲 :ン くて も 3′へ張 しか買え

ないということもあるD ili,ろ んデン :・ ■1外 の岡装 も購八、可
・である。

確認 iン た事はないが、、これ らの物層iは 学生課の所有物で ワンゲルは借 り受

けているという扱いか もしれないの ■、 その場 :≧ は返納す べさなのだが・・・。

②部予算及び部員か F,1・ )臨時徴 1て |｀1よ る団装購入費捻出。

彰F入 生が有 り難い事に大挙 |′ て入喜「 したりす ると|ニ ン トが足 らないといっ

た1事態に陥ることもある。新入生歓迎山行ややiト レ|::行 など、 ||:行 までの時

間がない時、部員か らの臨時徴収 という方法 も採 られた。

C03を 頼る。 OB会 が機能 t′ だ し
'「

見役との交うliと いうと、貧乏学生 ?の

活動 1」
・

i要 りlヒ′ようという有 り難い中 し出もあるが、頼みにする前にもう一度

活動 と団装を見直 して見 よう。

それで も必要なときli「 0× がいる」でな く、必要 とされる理由 (部員数

・ 活動計画・ 団装在車 a部財政状態等)7L明 らかに した■・
=お

願い し
｀
〔
‐
メ,る 。

部の倉庫には、何年 もテレ設さオ1た ことのないテ ン ト:)に っている。また

山行中に起 きたテン トの破損 も、下山後、迅速に修理 されているわけでな ti、

ほった F,か しのまま、次の山行を迎えるよう
'1状

況にある。 さらに、テン ト

本体・ フレー .ι 、・ フライ・ノ1/外張 り・ 張 り鋼・ 収納袋のワンセ ッ トごとの

管]:も 完■ とはいいがたい。望ましいテン ト編成のためには、統 一機種の拡

充と使用機種の破損放置への注意・ 迅速な修理 と共に、余剰テン ト
`)1讐

理・

放出による倉庫空間ク〕整頓・ 管理が必要であろう。 このためには、年 2匡 (`|

11111)「 夏、在庫の全テン トを言11営 1診断する繕‐会を rfる,こ とが良いとT,う 。
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ワンゲル 団装一覧  テ ン ト

■・口fヽ毎 ンИ ソウ

1995/03/31

製品名/定員 剛定員 部内呼称 備考欄

エスパース・オールシーズン (6人)  エスパ93     内張有り      部費購入

(ジ ャンポ)        エスパ33     内張有り      33期寄贈

6～ 7人‖      エスパ Ⅲ  (93新 トレ火傷11故時、出人||の吹流し引火)

ェスパ Π   ttltイ iり

ェスパ I    ボール無し

ダンロップ・V604    (5人 )  ND-93     V用外張有り    学生課予算(h158)

(V600)        ND-34     V用 外張有り    34期寄贈

設営時の上か ら見た
6人用       ND一 Ⅱ

ポールの形
ND―  I

ダンllフ プ=V304   (2.3)  D-35                35期 寄贈           *型

3人用           D-94                学|[課予算

ダンロップiCTC7504 (3人)  D-4 Ⅱ    4人 用外張有り   学生課予算s58/3(版 138)

4人用           D-4 1    6人 用外張代用   学生課予算s58/3(L137)

ダンロップ・DT7606?(5人)由 佳   6All用賄リ   ポ判哺成は6A用  疑

ダンロフプ・CTC7501?(4?)  挙野催1      フライ無し6人用外張代用  ポ
ール構成は4人用   米型  多少大きい

ダンロップ。1式不;16人 11?      Jに  r‐      6人‖|フ ライ使‖1 青がlliい ポール構成は4人サ1   米1  大きい

ダンロップ=型式不引3人‖       鷹に
rr・      フライ無し   換気室付  ポール構成H型

Jヒ高椰燿き鷹巨

lkり , 内張 1セ ット完備 →

部費購入(95/2)

1993/12/01 L成 1礼1本 育 針fに おける設営診断時 未設営 (余 乗リテ ン ト)

ダンロップ6人張本体     3張  (DT7606系  DTH3600系 ?)

フライ    4ヶ

外張     2ヶ

ダンロップ4人張本体     1張

ダンロップ2～ 3人用本体   1張

フライ    2ヶ

ウィンパー 8人用                     本体 内・外フレーム

ツェルト モンベル・ウルトラ。ライト(1～ 2人 )  450g      lケ

ツェルト アライ・スタンダート   (1～ 2人 )  620g     12ヶ

(CTC7504系 ?)

(部内呼称F翔子1)

かなり(たびれたアルミ。フレム多数

北部倉庫

ヂ
倍にポロウインパーイiり

-66-~
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世
に
第

一

級
品
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誇
る
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ふ
さ
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し
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古
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・
地
理
史
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図
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貯
詢
恥
酬
貯
触
割
鑢
轄
渤
脚
剣

見
聞
記
等
、
総
計

一
〇
二
部
の
古
典
籍
名
が
示

さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
そ
の
ト
ン
、
多
く
の
仏
典
を
も
た
ら

性
に畷調
鮮
曜鵜
搾
≒

こ
の
周
囲
を
七
つ
の
山
と
七
つ
の
海
と
が
環
状

に
取
り
巻

い
て
、
こ
れ
ら
の
外
海
に
人
の
住
む

四
大
洲
が
あ
る
。
そ
の
南
の
も
の
が
謄
部
洲
で
、

そ
の
中
央
に
鴎
緑
遣
池ち
（チ
ベ
ッ
ト
の
カ
イ
ラ

ス
山
麓
マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー
ル
湖
に
比
定
、
阿
褥
達

は
ア
ル
テ
ィ
ン

・
タ
ー
グ
）
と
い
う
湖
水
が
あ

り
、
こ
こ
か
ら
、
恒
河

（
ガ
ン
ジ
ス
）、
信
度

河

（イ
ン
ダ
ス
）
等
の
、
ア
ジ
ア
の

（古
代
イ

ン
ド
に
お
い
て
は
世
界
の
）
四
大
河
川
が
流
れ

出
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
掲
載
図
の
ほ
ぼ
中

央
に
目
立
つ
渦
巻
き
の
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。

例
を
今

一
つ
。
紀
元
前
二
世
紀
、
漢
の
武
帝

胆
西
籠
嗜
ψ
す
匈
奴
挟
撃
の
使
節
と
し
て
、
張

春
を
大
月
氏
に
派
遣
し
た
。
張
審
は
所
期
の
目

的
こ
そ
果
た
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、　
一
〇
年
以

上
に
わ
た
っ
た
困
難
な
旅
は
、
パ
ミ
ー
ル
の
彼

方
の
西
域
諸
国
の
知
識
を
も
た
ら
し
、
こ
こ
に

東
西
交
流
が
本
格
化
し
た
。
彼
の
奏
上
、
「
千

間
の
東
、
水
は
東
流
し
て
塩
澤
に
注
ぐ
。
塩
澤

は
地
下
に
潜
行
し
、
そ
の
南
は
則
ち
河
源
出

ず
、
玉
石
多
し
。
河
は
中
国
に
注
ぐ
。
而
し
て

楼
蘭
″
輔
獅

の
邑
は
城
郭
あ
り
。
塩
澤
に
臨
む
」

（史
記
大
宛
伝
）ま
た
、
「蒲
昌
海
は

一
に
塩
澤
と

い
う
。
…
広
一柔
三
〇
〇
里
。
そ
の
水
は
止
り
、

夏
冬
水
量
は
同
じ
で
、
水
は
皆
地
下
に
潜
行
し

て
南
方
の
積
石
山
に
出
で
、
黄
河
の
源
に
な
る
。

」

（漢
書
西
域
伝
）タ
ク
ラ

マ
カ
ン
沙
漠
の
水
が
ロ

プ
ノ
ー
ル
に
集
ま
り
、
そ
れ
が
伏
流
し
て
星
宿

海
に
湧
き
出
で
て
黄
河
の
源
と
な
り
、
河
源
に

は
古
来
珍
重
さ
れ
た
玉
を
産
す
る
と
い
う
、

そ
の
後
も
長
く
伝
承
さ
れ
た
壮
大
な
黄
河
河
源

伝
説
の
も
と
で
あ
り
、
こ
の
図
の
前
述
の
渦
巻

き
の
右
に
、
雲
に
ま
ご
う
よ
う
な
表
現
の
流
沙

を
よ
ぎ
る
よ
う
に
し
て
、
こ
の
こ
と
が
そ
れ
ら

の
地
名
と
と
も
に
簡
潔
に
描
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
で
は
、
こ
の
図
の
成
立

に
先
立
つ
桃
山
時
代
以
降
に
は
、
当
時
の
西
欧

に
お
け
る
地
理
的
知
識

（五
大
陸
等
の
概
形
は

既
知
）
を
反
映
し
た
、
華
麗
な
南
蛮
世
界
図
屏

風
が
各
種
製
作
さ
れ
、
諸
大
名
や
富
裕
層
の
居

室
を
飾

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
知
識
人
の
間
に

は
地
理
的
世
界
観
が
普
及
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。　
一
方
、
日
本
列
島
の
形
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

そ
の
概
形
が
姿
を
現
わ
し
た
幕
府
撰
慶
長
日
本

図
か
ら
ほ
ぼ

一
世
紀
、
民
間
で
も
同
様
の
日
本

図
が
出
版
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

こ
に
紹
介
し
た
図
に
見
る
日
本
列
島
は
、
行
基

図
の
世
界
か
ら
そ
う
進
歩
は
し
て
い
な
い
。

こ
の
図
の
成
立
の
七
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
鎖
国

政
策
は
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
が
、　
一
方

で
は
西
欧
の
諸
科
学
は
蘭
学
と
し
て
わ
が
国
に

も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
地
理
的
知
識
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
渡
航
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
外
の
世
界
は
知
識
と
し
て
は
存
在
し
て

も
現
実
観
に
乏
し
く
、
仏
説
の
説
く
と
こ
ろ
の

世
界
観
が

一
般
に
は
受
け
容
れ
や
す
か
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
西
欧
の
新
知
識
を
無
視

す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
、
言
訳
の

よ
う
に
、
図
の
左
端
に
は
エ
ウ
ロ
パ
そ
の
他

い

く
つ
か
の
国
名
が
、
日
本
の
南
に
は
亜
黒
利
加

が
島
と
し
て
描
示
さ
れ
て
い
る
。
　

（こ
）

今
日
の
我
々
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
荒
唐
無
稽

の
感
は
否
め
ぬ
も
の
の
、
前
二
列
の
よ
う
に
、

古
典
籍
の
数
々
に
述
べ
ら
れ
た
往
時
の
知
識
と

こ
の
図
を
対
照
し
つ
つ
歴
史
地
理
の
世
界
に
想

い
を
馳
せ
る
と
き
、
た
ち
ま
ち
に
時
の
経
過
を

忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
地
図
の

一
つ
で
あ
る
。

参
　
考

週
刊
朝
日
百
科

『世
界
の
地
理
８２
」
（織
田
武
雄
）

金
子
民
雄

『宮
沢
賢
治
と
西
域
幻
想
』
中
公
文
庫

Ａ
・
ヘ
ル
マ
ン
（松
田
寿
男
訳
ヽ
楼
蘭
」
東
洋
文
庫

史
記
と
漢
書
の
訳
文
は
長
澤
和
俊
に
よ
る
も
の

（長
岡
正
利
）

賓永7(1710)年 ,浪華子

(原寸×009)
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左は本書中の調査ルー トマップ。カイラス山南麓
マナサロワール湖の測深記録、円弧は宿営地での

地形スケ ′チと写真の対象範囲。下は トランス・

ヒマラヤ山中でのヘディンによる地形スケ ンチ。

ともに一部を示し、左は原図20万分 1× 025
下方は全12巻 の外観

国土地理院所蔵地図史料展観 (II)

S.ヘディン『南チベ ソヽト』全1時
Sven Hedin SOuthern Tibet,1916-22ス トックホルム刊

本
書
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
地
理
学
者
で
中
央
ア
ジ
ア
探

検
の
第

一
人
者
、
Ｓ

・
ヘ
デ
ィ
ン
に
よ
る
第
三
次
探
検
の
記

録
で
あ
り
、
九
巻
の
ほ
か
地
図
三
巻
か
ら
な
る
大
著
で
あ
る
。

ヘ
デ
ィ
ン
は
、　
一
八
九
二
年
か
ら
単
独
で
二
回
に
わ
た
っ

て
広
く
中
央
ア
ジ
ア
、
今
日
で
い
う
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
地
を

探
検
し
、

「
さ
ま
よ
え
る
湖
」

ロ
プ
ノ
ー
ル
や

「楼
蘭
」
遺

址
の
発
見
な
ど
、
数
々
の
業
績
と
不
朽
の
名
著
を
残
し
た
。

そ
の
後
は
、
一
九
二
七
年
か
ら
西
北
科
学
考
査
団
等
を
組
織
し

て
、
こ
の
地
域
の
科
学
的
探
検
を
指
揮
し
た
。
晩
年
は
ナ
チ

ス
ド
イ
ツ
拾
頭
下
の
東
欧
に
あ

っ
て
外
交
活
動
に
没
頭
し
、

八
七
歳
で
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
の
自
宅
で
逝
去
し
た
。

以
下
に
、
本
書

の
探
検
の
帰
途
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
に

お
け
る
講
演
の
最
後
の
部
分
を
、
少
々
長
い
が
転
載
す
る
。

な
お
、　
ヘ
デ
ィ
ン
は
、
こ
の
探
検
で
は
南
チ
ベ
ッ
ト
の
広

大
な
地
理
的
空
白
地
帯
を
横
断
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
を
発
見

（
山
脈
を
計
八
回
横
断
）
し
た
ほ
か
、
イ
ン
ダ

ス
河
、
ブ
ラ
ー

マ
プ
ト
ラ
河
等
の
河
源
の
発
見
な
ど
、
多
く

の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

「
…
予
は
こ
の
學
術
的
の
探
検
に
就
て
は
終
始
予

一
人
で

こ
れ
を
遂
行
し
た
の
で
あ
る
、
別
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
助
手

を

つ
れ
て
あ
る
い
た
の
で
は
な
い
、
従
つ
て
旅
行
中
予
の
忙

し
き
こ
と
は
又

一
通
り
で
な
か
つ
た
。
先
づ
予
は
線
て
予
の

探
検
線
路
の
地
固
を
出
来
得
る
だ
け
精
密
に
作

ら
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
、
即
ち
是
等
の
前
人

未
踏
の
地
を
踏
査
し
こ
れ
を
世
に
紹
介
す
る
に

付
て
は
、
地
圃
の
製
作
は
も
つ
と
も
肝
要
な
る

こ
と
で
あ
る
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
、
子
は
探

検
線
路
の
大
部
分
は
平
板
測
量
を
も
つ
て
測
固

し

つ
ゝ
進
ん
だ
、
先
づ
行
程
の
距
離
を
測
る
に

は
、あ
ら
か
じ
め
二
百
メ
ー
ト
ル
の
直
線
上
を
、

或
は
略
駐
に
乗
り
或
は
馬
に
乗
つ
て
行
進
し
、

こ
の
全
距
離
を
進
む
に
幾
歩
を
要
せ
し
か
、
又

何
秒
時
を
要
せ
し
か
を
測
り
、
幾
回
か
こ
の
方

法
を
繰
返
し
て
其
の
平
均
敷
を
求
め
、
こ
れ
を

常
に
標
準
と
し
て
行
程
を
測
り
な
が
ら
歩
を
進

め
た
。
ま
た
其
の
行
進
線
路
の
方
向
は
磁
針
に
　
　
しか

よ
つ
て

一
々
精
細
に
測
り

つ
ゝ
進
ん
だ
の
で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
こ
れ
だ
け
で
は
誤
差
の
あ
る
こ
と
は

免
れ
な
い
、
殊
に
日
を
重
ぬ
る
に
従

つ
て
其
の
差
も
多
く
加
わ

つ
て
来
る
か
ら
、
予
は
時
々

一
ケ
所
に

滞
在
し
て
晴
夜
に
天
測
を
試
み
、
其
の
地
黙
の
経
緯
度
を
精
細
に
測
量
し
て
固
上
の
訂
正
を
行
ひ
、
そ

し
て
こ
の
行
進
中
に
は
、
線
路
上
の
地
物
は
勿
論
そ
の
雨
側
に
あ
る
所
の
も
の
は
、
出
来
得
る
だ
け
こ

れ
を
精
密
に
記
録
す
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
つ
た
、
即
ち
遠
方
の
山
で
あ
れ
ば
其
の
頂
黙
の
方
位
を

一
々

測
定
し
、
或

い
は
湖
水
で
あ
れ
ば
其
の
周
旧
に
あ
る
種
々
の
地
物
を
目
標
と
し
て
そ
の
形
を
蓋
き
、
ま

た
其
の
水
の
淡

・
鍼
…

（中
略
）
…
、　
一
の
山
ヽ
つ
い
て
も
、
其
の
名
稽
は
虎
に
よ

っ
て
違
ふ
の
で
あ

る
か
ら
、
各
方
面
の
土
人
に
聞
き
正
し
て
其
の
名
稗
を
記
録
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
、
ま
た
途
上
に
於

て
屡
々
種
々
の
種
族
の
住
民
に
出
逢
つ
た
が
、
な
る
べ
く
彼
等
と
言
葉
を
交

へ
、
其
の
土
地
の
種
々
の

地
名
な
ど
を
聞
き
正
し
、
ま
た
其
の
風
俗

・
習
慣
等
を
知
る
こ
と
に
注
意
し
た
。
ま
た
山
を
越
え
る
場

合
等
に
於
て
は
、　
一
々
其
の
標
高
を
測
定
し
た
、
…

（中
略
）
…
ま
た
峠
の
頂
か
ら
は
常
に
出
来
得
る

限
リ
パ
ノ
ラ
マ
的
展
望
固
の
ス
ケ
ツ
チ
を
作
り
、
是
に
は
主
要
な
る
山
岳
の
方
位
等
を

一
々
測
定
し
て

記
入
し
て
お
い
た
、
…

（中
略
）
…

然
も
諸
君
が
予
の
講
演
に
向
つ
て
清
聴
せ
ら
れ
た
の
は
、
子
の
最
も
光
榮
と
す
る
所
で
あ
る
。
ま
た

若
し
青
年
諸
君
等
の
中
に
本
席
の
講
演
を
聞
き
、
予
と
志
を
同
し
て
ア
ジ
ア
大
陸
中
猶
残

つ
て
居
る
他

の
未
稜
の
地
方
を
探
検
さ
れ
ん
と
す
る
人
が
出
来
た
な
ら
ば
、
こ
は
予
の
最
も
幸
福
と
す
る
次
第
で
あ

る

（拍
手
大
喝
朱
）
」

（
山
崎
直
方
訳
述
に
よ
る
も
の
を
原
文
の
ま
ま
転
載
）

文
中
に
、
地
図
作
成

へ
の
意
気
込
み
と
真
摯
な
態
度
、
当
日
の
会
場
で
の
歓
呼
と
熱
気
が
伺
わ
れ
る
。

ヘ
デ
ィ
ン
の
地
図
は
、
明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
日
本
の
陸
地
測
量
部
が
ア
ジ
ア
内
奥
部
を
含
め
て

作
成
し
て
い
た
東
亜
輿
地
図
等
の
原
資
料
と
し
て
も
使
わ
れ
、
戦
後
も
米
国
Ａ
Ｍ
Ｓ
が
作
成
し
た
百
万

分

一
地
図
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
利
用
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
、
地
理
的

・
民
俗
的
資
料
と
し
て
の
価
値
の

ほ
か
、
今
日
の
衛
星
測
量
の
時
代
と
な

っ
て
も
、
地
図
入
手
の
困
難
な
地
域
の
故
に
、
な
お
現
地
を
知

る
に
唯

一
の
も
の
と
し
て
の
存
在
価
値
を
持

っ
て
い
る
。

参
　
考
　
深
田
久
弥
ほ
か
監
修

『
ヘ
デ
ィ
ン
全
集
』
全

一
一
巻

・
白
水
社

（
一
九
六
四
）

金
子
民
雄
監
修

『
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
と
楼
蘭
王
国
展
」
（図
録

。
一
九
八
八
）

長
岡
正
利

「百
万
分

一
東
亜
輿
地
固
」

（
一
九
九

一
・
『地
図
』
三
回
連
載
）
　

　

（長
岡
正
利
）

-68-



国 土 地 理 院 広 報
｀
F成 11113月 151] グリ369'ナ

国土地理院所蔵
地図史料展観

(XXXXⅦ 。最終 )

新京都市計蓋固
内題 :満洲國新京國都建設計菫固

付,『新京都市計董概要』(満鐵経済調査會,昭和7年 )

國務院回都建設局発行,大同2年 (1933)

2万分 1,印刷図,109× 89cm(× 011)

基図は1万分 1空中写真測量図の縮図,

等高線は中華民国製 5万分 1地形図による。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
わ
が
国
が
外
邦
地
域

に
つ
い
て
作
成
し
て
き
た
各
種
の
地
図
に
つ
い

て
は
ま
だ
説
明
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
最
終

回
と
し
て
そ
の
例
を

一
点
。

紹
介
の
図
は
、　
一
九
三
二
（昭
和
七
）
年
に
、

現
在
の
中
国
東
北
地
方
に
建
国
さ
れ
、
十
三
年

間
だ
け
存
在
し
た
幻
の
よ
う
な
国
、
満
洲
国
の

首
岡
に
動
は
「
螂
肺
婦
鰤
嘲
債
』
』
が

れ
始
め

た
民
族
名
で
あ
り
、
後
に
地
方
名
と
し
て
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
は
、
満
洲
事
変

（
一
九
三

一
）を
契
機
と
し
て
、
こ
の
国
を
擁
立

し
た
が
、
関
東
軍
司
令
官
が
政
治
と
軍
事
の
全

権
を
握
る
植
民
地
的
愧
儡
国
家
で
あ
っ
た
。
そ

の
現
地
事
情
は
、
建
国
の
理
想

「
五
族
協
和
」

と
は
裏
腹
の
も
の
と
な
っ
た
た
め
、
中
国
全
土

に
お
け
る
民
族
的
屈
辱
感
か
ら
く
る
排
日
運
動

は
、　
一
九
二
七
年
の
事
変
後
に
一
層
厳
し
く
、

さ
ら
に
歴
史
は
日
米
開
戦
に
と
続
い
て
、
そ
の

国
家
は
日
本
の
敗
戦
と
と
も
に
消
滅
し
た
。

建
国
に
あ
た
っ
て
の
首
都
は
、
当
時
の
中
心

都
市
で
軍
閥
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
奉
天

（現

・

藩
陽
）
を
離
れ
た
長
春
と
さ
れ
、
新
京
と
改
称

さ
れ
た
。
そ
の
頃
の
長
春
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
が

建
設
し
た
東
清
（支
）鉄
道

（
ハ
ル
ピ
ン
経
由
で

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
へ
続
き
モ
ス
ク
ヮ
に
至
る
）と
、

日
本
が
日
露
戦
争
後
に
割
譲
さ
れ
て
い
た
南
満

洲
鉄
道
と
の
接
続
点
に
あ
た
る
人
口
十
万
人
程

度
の
街
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

（図
中
央
部
や
や

上
の

一
角
）
を
含
む
約
八
十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
大
地
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
に
お
け
る

よ
う
な
円
形
広
場
と
格
子
状
の
街
路
を
組
み
合

わ
せ
た
五
十
万
人
都
市
の
計
画
が
描
か
れ
た
。

計
画
図
の
概
要
を
見
れ
ば
、
既
成
市
街
地
に

接
し
て
、
北
東
に
工
業
地
域
、
南
西
に
行
政

・

商
業

・
住
居
な
ど
の
地
域
を
お
き
、
広
大
な
緑

地

・
公
園
を
配
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
凡
例
に

見
る
よ
う
に
、
十
二
種
の
用
途
地
域
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
珍
し
か
っ
た
下
水

道
も
計
画
さ
れ
、
市
内
交
通
は
、
騒
音
に
考
慮

し
て
無
軌
道
電
車
（ト
ロ
リ
ー
バ
ス
）
と
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
斬
新
な
試
み
が
読
み
と
れ
る
。

ま
た
、
新
京
の
ほ
か
、
奉
天

・
大
連

・
ハ
ル

ピ
ン
な
ど
の
諸
都
市
に
お
い
て
も
同
様
に
、
日

本
国
内
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
規
模
な

都
市
計
画
に
基
づ
き
、
莫
大
な
資
金
と
資
材
、

人
材
を
投
じ
て
国
土
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
国

の
威
信
を
か
け
た
よ
う
な
壮
大
な
官
衛
な
ど
の

建
築
が
進
め
ら
れ
た
。

上
述
の

「理
想
」
は
空
虚
な
も
の
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
地
に
渡

っ
た
日
本
人

の
中
に
は
、
国
内
で
は
も
う
瑞
一К̈
に

，
１と
お
難
し

く
な
っ
て
い
た
夢
を
求
め
、
満
洲
の
理
想
を
信

じ
て
新
し
い
国
の
建
設
に
あ
た

っ
た
人
も
多

か
つ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
善
意
が
軍
に
利
用

さ
れ
、
結
果
と
し
て
侵
略
に
荷
担
し
て
挫
折
し

て
い
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
は
あ
る
が
。

そ
れ
ら
の
希
望
を
抱
い
た
人
々
の
、
見
果
て

ぬ
夢
の
結
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
現
在
の
こ

の
地
は
、
豊
富
な
資
源
を
利
用
し
た
工
業
と
農

業
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。
往
時
の
都
市
計

画
は
そ
の
ま
ま
現
在
の
市
街
と
な
り
、
荘
重
な

建
造
物
が
今
も
健
在
の
例
も
多
い
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
中
期
以
降
、
日
本
が
近
隣

諸
国
へ
の
侵
略
的
政
策
を
と
る
と
と
も
に
、
軍

の
作
戦
や
統
治
上
の
必
要
か
ら
作
ら
れ
た
厖
大

な
各
種
地
図
が
あ
る
。
そ
の
作
成
範
囲
は
、
日

本
周
辺
に
始
ま
っ
て
ア
ジ
ア
大
陸
内
奥
部
に
ｃ

さ
ら
に
対
外
政
策
の
変
化
と
と
も
に
、
西
太
平

洋
周
縁
の
広
域
に
及
ん
だ
。
外
邦
図
と
し
て

一

括
さ
れ
る
ご
れ
ら
の
地
図
は
、
秘
図
扱
い
の
も

の
も
多
か
っ
た
た
め
、
そ
の
全
貌
は
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
。
敗
戦
時
に
三
宅
坂
の
参
謀

本
部
に
あ
っ
た
も
の
は
、
陸
軍
士
官
学
校
若
手

教
官
ら
が
、
軍
機
密
書
類
焼
却
の
煙
火
の
中
を

大
八
車
で
搬
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
占

領

（進
駐
）
軍
の
接
収
を
免
れ
た
そ
れ
ら
の
地

図
は
東
北
大
学
に
現
存
す
る
が
、
複
数
部
数

あ
っ
た
も
の
は
近
年
に
な
っ
て
国
立
国
会
図
書

館
や
国
土
地
理
院
な
ど
に
譲
与
さ
れ
た
。

今
は
静
誰
の
中
に
あ
る
こ
れ
ら
の
厖
大
な
地

図
群
の
存
在
を
想
う
と
き
、
あ
の
秒
漠
と
し
た

大
陸
に
あ
っ
て
、
落
日
の
美
し
さ
に
見
と
れ
つ

つ
苛
酷
な
条
件
下
で
地
図
作
成
を
進
め
、
或
い

は
散
華
し
た
人
々
の
こ
と
、
内
地
に
あ
っ
て
は

明
日
を
も
知
れ
な
い
敗
戦
後
の
惨
苦
と
荒
廃
の

中
で
、
こ
れ
ら
の
地
図
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

し
た
人
々
の
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い
。

参
　
　
考

児
島
襄
『満
州
帝
国
』
文
藝
春
秋
（
一
九
七
五

七
六
）

小
峰
和
夫
『満
洲
（
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
）
―
起
源
・植
民
・

覇
権
』
お
茶
の
水
書
房

（
一
九
九
一
）

長
岡
正
利
「陸
地
測
量
部
外
部
図
作
成
の
記
録
」
「地

図
』
３‐
巻
４
号

（
一
九
九
二
）

大
平
洋
戦
争
研
究
会
『図
説
―
満
州
帝
国
』
河
出
書
一房

新
社

（
一
九
九
六
）

（長
岡
正
利
）

-69-

・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一一・



小屋便り

犀川上流にはかつて倉谷4ヶ村があつた。現在はそのすべてが無人となつた。

:|

ここがどこか分かるでしょうか?

中央に吊り橋が見えます。両脇に岩が突
き出ています。
そうです。ここが犀川ダムの建設地点で
す。犀川ダムができる前はこんな所だつ
たのです。

ここは二又地区。

中央下のほうに橋が見える。

二又は倉谷川と二又川が落ち合う場所に
あつた部落である。この地区がダムの底
に沈み、倉谷部落は沈まないものの孤立
してしまうためやむなく全員部落を放棄し
た。

ここは二俣新町。

かなりの個数の家がみえる。これはすべ

て犀川ダム建設によリダムの底に沈ん
だ。その沈む直前の村の様子っ当時200
人ほど住んでいたらしい。

ダムの水が渇水でほとんどなくなると、今
でもその家屋の一部を見ることができる。

1丁丁丁丁丁T下丁丁丁丁丁

-70-

くヽ :..:||



「自然人」NO.48(橋 本確文堂)の コピーです。

p.78か らご覧下さい。

「魔
の
滝
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
コ

ー
ス
の
大
半
は
沢
沿
い
に
歩
＜
の
で
、

が
な
り
の
登
出
経
験
が
必
要
だ
。

高
三
郎
Ш
へ
の
登
出
道
で
あ
る
長
尾

根
を
登
り
、
ロ
ボ
ツ
ト
雨
量
観
測
所
へ

の
道
へ
入
り
、
下
り
切
っ
た
場
所
が
ら

左
手
へ
入
る
。
イ
ワ
ナ
釦
り
の
人
が

入
っ
て
お
り
、
そ
の
踏
み
跡
を
た
ど
っ

て
卜
谷
へ
下
る
。
滑
り
や
す
い
谷
な
の

で
注
意
し
て
下
ろ
う
。
滝
が
か
が
っ
て

い
る
場
所
は
右
側
を
巻
く
。

三
又
川
に
出
る
と
川
の
中
を
歩
く
こ

と
が
多
＜
な
る
。
滑
り
流
れ
る
よ
う
な

滝
が
続
き
、
淵
を
巻
き
終
え
る
と
七
月

で
も
残
雪
が
あ
る
。
と
き
に
は
雪
橋
の

下
を
く
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
懐
中

電
灯
を
用
意
し
て
い
く
と
よ
い
。
こ
こ

ま
で
＜
る
と
犀
滝
は
近
い
。

●
大
門
山
と
奈
良
岳

登
出
□
は
富
出
県
福
光
町
と
上
平
村

と
の
境
に
あ
た
る
ブ
ナ
オ
峠
に
あ
る
。

ブ
ナ
オ
峠
へ
の
県
道
は
通
行
止
め
が

多
い
道
な
の
で
、
道
路
の
状
態
を
福
光

町
役
場
が
上
平
村
役
場
へ
問
い
合
わ
せ

て
か
ら
行
動
す
る
。

峠
か
ら
ブ
ナ
の
本
が
茂
る
尾
根
道
を

赤
摩
木
古
出
と
の
分
岐
ま
で
た
ど
る
。

そ
こ
で
右
手
の
道
へ
入
る
と
大
門
山
頂

上
へ
と
導
い
て
＜
れ
る
。

写真 2 犀川の山はどこを向いてもブナばかり。新緑と秋の

紅葉がよい (撮影/中村和男)

奈
良
岳
へ
は
先
ほ
ど
の
分
岐
ま
で
戻

り
、
尾
根
筋
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
道
を

た
ど
る
。
最
初
の
ピ
ー
ク
の
赤
摩
本
古

山
は
眺
望
が
よ
い
。　
一
般
の
登
Ш
者
は

こ
こ
で
引
き
返

し
た
ほ
う
が
よ

い
。急

坂
を
下
っ

た
と
こ
ろ
の
右

側
、
倉
谷
川
源

流
部
の
バ
シ
ョ

バ
平
に
は
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
の
群

落
が
見
ら
れ
、

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

も
多
い
。

続
＜
見
越
出
ま
で
の
間
は
、
石
川
県

側
は
ブ
ナ
林
だ
が
富
出
県
側
は
視
界
づ

開
け
る
。
見
越
出
に
近
づ
＜
と
花
も
多

＜
な
り
、
眺
望
も
よ
＜
な
る
。

奈
良
岳
へ
は
い
っ
た
ん
下
っ
て
か
ら

登
り
直
す
。
急
な
下
り
が
あ
っ
て
チ
シ

マ
ザ
サ
づ
茂
る
道
を
登
る
。
登
り
が
緩

く
な
る
と
ほ
ど
な
＜
し
て
石
仏
を
ま

つ
っ
て
あ
る
Ш
頂
に
着
＜
。
大
笠
出
や

自
由
な
ど
の
眺
望
が
よ
い
。

※
犀
奥

「犀
奥
」
と
は
、
山
岳
会
グ
ル
ー
プ

・
ナ
カ
オ

（現
、
金
沢
ナ
カ
オ
山
岳
会
）
が
昭
和
四
十
八

年

（
一
九
七
三
）
に

「な
か
お
犀
奥

（犀
川
源

流
）
特
集
」
を
発
行
し
て
以
来
、
使
わ
れ
だ
し

た
言
葉
で
あ
る
。
厳
密
な
犀
川
源
流
域
よ
り
広

い
範
囲
を
さ
す
呼
称
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

写真 3 犀奥の盟主・奈良岳の頂上。
奥に大笠山と白山が見える

(撮 影/中村和男)

ワ
ー

◆
金
大
ワ
ン
グ
ル
と

澤
奥
の
出

金
大
ワ
ン
グ
ル

（金
沢
大
学
ワ
ン
ダ

ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
）
が
結
成
さ
れ
た
の

は
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）、設
立

当
初
は
医
王
出
や
白
出
に
目
を
向
け
て

い
た
よ
う
だ
。
医
王
出
や
白
出
に
そ
れ

ぞ
れ
ワ
ン
グ
ル
道
を
開
設
し
て
い
る
。

金
大
ワ
ン
ゲ
ル
が
犀
奥
の
出
に
関
心

を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十

八
年
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
医
王
出
が
有

料
化
さ
れ
活
動
の
場
を
犀
奥
に
求
め
た

の
が

一
因
で
あ
る
。
そ
の
拠
点
と
な
る

出
小
屋
を
倉
谷
に
昭
和
三
十
九
年
に
設

置
、
翌
年
に
高
三
郎
出
へ
登
る
新
道
（長

尾
根
～
ク
ラ
コ
シ
尾
根
）
を
開
設
し

た
。
以
後
、
犀
滝
ル
ー
ト
や
、
高
三
郎

山
～
見
越
出
間

（現
在
、
廃
道
）、奈
良

岳
～
大
門
出
間

（現
在
、
富
出
県
が
整

備
）
の
登
出
道
を
開
設
、
山
小
屋

・
ベ

ル
ク
ハ
イ
ム
も
三
度
改
築
し
て
い
る
。

金
沢
市
域
が
ら
登
れ
る
唯

一
の
犀
奥

の
出
、
高
三
郎
由
へ
の
登
出
道
整
備
を

．現
在
も
行
っ
て
い
る
。

林
　
正

一

（金
沢
ナ
カ
オ
山
岳
会
）
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金
沢
の
市
街
地
を
流
れ
る
犀
川
の
源

流
域
に
は
、
最
高
峰
の
奈
良
岳
を
中
出

に
し
て
富
士
出
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が

ら
「加
賀
富
士
」
と
い
わ
れ
る
大
門
山
、

三
つ
峰
の
ア
ル
ベ
ン
的
Ш
容
の
高
三
郎

出
な
ど
の
出
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
出
を

総
称
し
て

「
犀
奥
の
出

（
※
と
と
称
し

て
い
る
。
が
つ
て
は

「
秘
境
の
出
」
で

あ
っ
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
全
国
の
登

山
者
の
目
に
と
ま
る
よ
う
に
な
り
、
登

山
□
に
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
を
見
か
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

●
倉
谷
集
落
跡
と
高
三
郎
山

犀
川
沿
い
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
車
は

犀
川
ダ
ム
で
行
き
止
ま
り
に
な
る
。
以

後
、ダ
ム
湖
の
右
岸
（向
が
っ
て
左
側
）

に
あ
る
歩
道
を
た
ど
る
。
道
の
両
側
は

夕
ニ
ウ
ツ
ギ
が
並
ぶ
の
で
五
月
の
花
ど

き
は
美
し
い
。
途
中
の
ブ
ナ
林
は
、
ダ

ム
湖
に
沈
ん
だ
二
又
集
落
を
雪
崩
か
ら

守
っ
て
き
た
林
の
名
残
で
あ
る
。
足
場

の
悪
い
崩
壊
箇
所
を
通
る
の
で
、
足
元

に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

ダ
ム
湘
に
架
か
る
つ
り
橋
を
渡
り
、

左
手
へ
行
＜
と
ほ
ど
な
＜
し
て
倉
谷
の

集
落
跡
に
出
る
。
石
垣
や
石
碑
に
集
落

の
名
残
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

集
落
跡
よ
り
上
流
へ
少
し
行
く
と
金
沢

大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
部
の
出
小

屋

・
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム

（非
公
開
）
が
あ

る
。
こ
の
下
あ
た
り
は
広
場
に
な
っ
て

い
る
の
で
憩
う
の
に
よ
い
。
ハ
イ
カ
ー

は
、
こ
の
あ
た
り
で
引
き
返
し
て
い

る
。倉

谷
川
沿
い
に
さ
ら
に
さ
が
の
ぼ

る
。
金
Ш
谷
を
渡
っ
た
所
に
長
尾
根
と

ク
ラ
コ
シ
尾
根
を
経
由
し
て
の
高
三
郎

出
登
出
道
が
あ
る
が
＼
こ
の
先
に
あ
る

コ
シ
ア
ゲ
谷
を
渡
っ
た
所
の
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
尾
根
に
つ
け
ら
れ
た
道
の
ほ
う
が
登

り
や
す
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
急
坂

の
箇
所
ざ
か
な
り
あ
る
。

ホ
ン
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
の
群
落
び
見
ら
れ

る
の
が
高
三
郎
山
の
魅
力
、
標
高
九
〇

〇
厨
を
超
え
る
あ
た
り
か
ら
目
に
入

る
。
ク
ラ
コ
シ
尾
根
を
経
由
し
て
き
た

道
と
合
流
す
る
と
登
り
は

一
層
急
坂
と

な
る
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
開
花
期
で
あ
る

五
月
中
旬
こ
ろ
は
雪
上
歩
き
で
あ
る
。

着
い
た
頂
上
は
雪
で
覆
わ
れ
て
い
る
と

き
は
広
い
が
、
夏
が
ら
秋
に
が
け
て
は

三
角
点
の
周
囲
は
背
丈
以
上
の
チ
シ
マ

ザ
サ
に
囲
讀
れ
て
い
て
眺
望
は
よ
＜
な

い
。下

出
は
合
流
点
ま
で
一戻
っ
て
在
の
ワ

ラ
コ
シ
尾
根
の
道
へ
入
る
。
こ
の
尾
根

も
ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ど
多
い
。
岩
が
露

出
し
て
い
る
場
所
も
あ
る
の
で
足
元
に

十
分
注
意
し
て
ほ
し
い
。
ブ
ナ
林
に
入

る
と
長
尾
根
と
の
含
流
点
づ
近
い
、
砺

倉
に
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
雨
量
観
測
所
へ

の
分
岐
で
右
へ
入
る
。
し
ば
ら
＜
は
ブ

ナ
林
の
下
り
が
続
き
、
ユ
キ
ツ
バ
キ
が

目
立
っ
て
＜
る
よ
う
に
な
る
と
急
坂
Ｅ

変
わ
る
。
こ
の
下
り
は
疲
れ
た
足
に
は

こ
た
え
る
。

金
Ш
谷
へ
下
っ
た
後
は
来
た
道
を
戻

る
。

●
犀
滝

犀
川
の
源
流
の
ひ
と
つ
で
あ
る
二
又

川
に
な
が
る
滝
で
藩
差
三
十
厨
ほ
ど
あ

る
。
遭
難
者
を
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
て

◆
倉
谷
の
歴
史

寿
永
三
年

（
一
一
八
三
）、
砺
波
出

の
合
戦
で
敗
れ
た
平
家
の
落
武
者
が
住

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
倉
谷
が
記

録
に
登
場
し
て
＜
る
の
は
、
前
田
利
家

が
金
沢
城
へ
入
城
し
て
が
ら
。
利
家
に

氷
を
献
上
し
＼
佐
マ
と
の
戦
い
の
際
に

陣
屋
設
営
に
あ
た
っ
た
と
あ
る
。
そ
し

て
三
百
年
も
の
間
、
金
銀
を
産
出
し
た

鉱
出
の
歴
史
が
倉
谷
Ｅ
花
を
そ
え
る
。

慶
長
十
三
年

（
Ｉ
ハ
〇
八
）
に
最
初

の
発
掘
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
数
度
の

体
鉱
と
経
営
者
の
交
替
が
あ
っ
た
が
明

治
四
十
三
年
２

九

一
〇
）ま
で
続
き
、

最
盛
時
に
は
四
百
戸
も
の
家
が
並
ん
だ

と
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
六
年

（
一
九
四

一
）

一
月
、

倉
谷
鉱
山
再
興
の
試
掘
が
始
試
っ
た
も

の
の
七
人
が
雪
崩
の
犠
牲
に
あ
い
死

亡
、
そ
の
葬
儀
の
場
へ
も
雪
崩
が
押
し

寄
せ
十
四
名
圧
死
と
い
う
惨
事
に
見
舞

わ
れ
た
。鉱
出
の
再
興
は
な
ら
な
が
っ
た
。

犀
川
を
せ
き
止
め
て
の
多
目
的
ダ
ム

建
設
が
進
み
、
昭
和
三
十
八
年

（
一
九

六
三
）
十
月
、
住
み
慣
れ
た
古
里
を
離

れ
全
戸
が
金
沢
へ
出
た
。

林
　
正

一

（金
沢
ナ
カ
オ
山
岳
会
）

写真 1 犀川ダムに近づくと前方に形のよい高三郎山がそびえ
る (撮影/舟田節子)

- 72-―

鍮



繁
殖
期
に
あ
た
る
五
月
が
ら
六
月
に

は
、
寺
津
が
ら
倉
谷
ま
で
の
範
囲
で
は

ホ
オ
ジ
ロ
と
ヒ
ョ
ド
リ
が
非
常
に
多

く
、
全
個
体
数
の
約
二
分
の

一
を
占

め
、
次
い
で
ウ
グ
イ
ス
、
ヤ
ブ
サ
メ
、

オ
オ
ル
リ
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
高
三
郎
出
の
登
山
道
で
は
＼
コ

ル
リ
と
ウ
グ
イ
ス
が
比
較
的
多
＜

（全

個
体
数
の
約
三
割
）＼
次
い
で
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
、
ヒ
ガ
ラ
、
カ
ケ
ス
の
順
と
な
っ

て
い
た
。
ホ
シ
ガ
ラ
ス
、
ウ
ソ
＼
コ
マ

ド
リ
、
ビ
ン
ズ
イ
、
ク
ロ
ジ
な
ど
、
本

来
は
よ
り
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
を
中
心

に
す
ん
で
い
る
鳥
も
見
つ
か
っ
た
。

∧
イ
ヌ
ワ
シ
と
の
出
会
い
∨

鳥
類
個
体
数
調
査
の
中
で
何
度
が
見

て
い
た
イ
ヌ
ワ
シ
だ
づ
、　
一
九
七
四
年

の
五
月
の
出
会
い
は
、
そ
の
後
の
私
の

進
路
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
巣
の
発
見
と
雛
の
巣
立
ち
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の

三
年
後
が
ら
、
県
の
調
査
と
し
て
こ
の

鳥
を
調
べ
る
こ
と
に
な
り
、
多
＜
の
後

輩
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
地
域
に
二
つ

が
い
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
の
行
動
範

囲
を
つ
ガ
む
こ
と
で
で
き
た
。

イ
ヌ
ワ
シ
の
存
在
は
、
そ
れ
を
支
え

る
餌
と
な
る
動
物

（
ノ
ウ
サ
ギ
、
ヤ
マ

ド
リ
、
ヘ
ビ
類
な
ど
）
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
動
物
を
支
え
る
生
き
物
な
ど
、
こ
の

地
域
の
自
然
の
豊
か
さ
の
証
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
見
つ
け
た
い
方
は
、
犀
川
ダ

ム
が
ら
周
辺
の
出
の
稜
線
を
注
意
深
く

観
察
し
て
い
る
と
出
会
え
る
は
ず
で
あ

る
。

∧
ニ
ホ
ン
ザ
ル
∨

こ
の
地
域
で
は
、
昭
和
の
初
め
が
ら

記
録
が
な
が
っ
た
が
、　
一
九
七

一
年
こ

ろ
成
ヶ
峰
付
近
で
発
見
さ
れ
、
私
の
鳥

類
調
査
時
期

（
一
九
七
三
～

一
九
七
六

年
）
に
、
高
三
郎
出
の
ク
ラ
コ
シ
尾
根

で
糞
や
姿
を
何
度
が
見
て
お
り
、　
一
九

八

一
年
五
月
に
は
同
じ
と
こ
ろ
で
少
な

＜
と
も
九
頭
を
確
認
し
た
。　
一
九
九
二

年
六
月
と

一
九
九
三
年
六
月
に
は
、
犀

滝
の
上
流
お
よ
び
奈
良
岳
や
見
越
Ш
周

辺
で
姿
や
糞
、
食
べ
跡
を
複
数
確
認
し

た
。
ま
た
、　
一
九
九
六
年
五
用
に
は
高

三
郎
山
の
ナ
ガ
尾
根
で
、
連
続
し
て
新

し
い
糞
を
見
て
い
る
。

一
九
九
八
年
二
月
に
は
、
滝
澤
均
氏

（
い
し
か
わ
動
物
園
）
に
よ
り
犀
川
ダ

ム
下
流
の
左
岸
で
四
十
二
頭
が
数
え
ら

れ
て
い
る
。
犀
川
源
流
地
域
に
複
数
の

群
れ
ど
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

∧
そ
の
他
の
動
物
∨

カ
モ
シ
カ
は
こ
こ
三
十
年
で
数
が
増

え
、
近
年
は
ダ
ム
よ
り
は
る
が
下
流
の

集
落
周
辺
で
普
通
に
み
ら
ね
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
＼
缶
年
、
春
の
有

害
鳥
獣
駆
除
の
時
期
に
何
頭
が
捕
獲
さ

れ
て
あ
り
、
ブ
ナ
に
つ
け
ら

れ
た
爪
痕
な
ど
が
ら
判
断
す

る
と
、
こ
の
地
域
全
域
に
す

ば
　
　
　
ん
で
い
る
が
、
数
は
あ
ま
り

飾
た。　
　
多
＜
な
い
よ
う
だ
。

鋼
れ
　
　
　
つ」の
他
、
希
少
な
動
物
と

に
報
　
　
し
て
は
ヽ
ヤ
マ
ネ
（
一九
七

泥
姿ヽ
　
　
一二年
ク
ラ
コ
シ
尾
根
）、オ
コ

∝
力
に
　
　
ジ
∃

（
一
九
七
三
年
五
月
シ

勤
クヽ
釧　
　
ャ
ワ
ナ
ゲ
尾
根
）、カ
ワ
ネ
ズ

や
田
発　
　
ミ
（倉
谷
）
を
目
撃
し
て
い

二
月
た
　
る
。

『
ｍ
動

　

牡
鴻
箱
燿
一
白
山
自
然
保
護

◆
犀
川
源
流
自
然

環
境
保
全
地
域

犀
川
源
流
域

一
帯
は
、
昭
和
五
十
三

年

（
一
九
七
八
）
に
県
の
自
然
環
境
保

全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
面
積
は

八

一
一　
五
粉
で
、
全
域
が
特
別
地
区

と
な
っ
て
お
り
、
土
地
の
形
状
変
更
や

本
竹
の
伐
採
等
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

区
域
は
五
十
二
ぺ
―
ジ
の
国
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
自
出
国
立
公
園
区
域
と
は

奥
三
万
出
と
奈
良
岳
を
結
ぶ
尾
根
お
よ

び
見
越
山
Ｅ
が
け
て
の
石
川

・
富
出
県

莞
稜
線
で
接
し
て
い
る
。

ま
た
、
薫
成
十
年

（
一
几
几
八
）
に

は
、
人
坂
三
林
局
が
自
然
環
境
保
全
地

域
を
含
む

一
τ
九
四
診
の
国
有
林
を

「犀
ｉｌｌ
源
流
森
林
生
物
遺
伝
資
源
保
存

林
ご
ｒ
一設
定
し
た
。
こ
れ
は
、
生
物
合
（

源
を
保
存
す
る
た
め
、
良
好
な
自
然
林

を
そ
の
ま
ま
残
そ
う
と
い
う
も
の
で
、

一
九
九
九
年
五
用
現
在
、
全
国
で
十
カ

所
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

区
域
は
＼
環
境
庁
が
指
定
す
る
自
上
国

設
鳥
獣
保
護
区
の

一
部
で
あ
る
ほ
か
、

千
粉
以
上
の
源
流
域
Ｅ
人
工
物
や
伐
採

地
が
な
い

「原
生
流
域
」
に
も
な
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
犀
川
源
流
地
域
は
、

自
由
地
域
と

一
体
で
あ
り
、
県
内
で
最

も
原
生
的
な
自
然
が
残
る
極
め
て
重
要

な
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。

（石
川
県
環
境
安
全
部
自
然
保
護
課
）
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1   崇饗幸7

ま
た
が
る
自
然
度
の
高
い
ブ
ナ
林
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
三
郎
出
や
県

境
稜
線
の
痩
せ
た
岩
が
ち
の
尾
根
に

は
、
ヒ
ノ
キ
や
ク
ロ
ベ

（ネ
ズ
コ
）、キ

タ
ゴ
∃
ウ
な
ど
が
ら
な
る
ク
ロ
ベ
ー
ヒ

メ
コ
マ
ツ
林
が
成
立
し
、
林
床
に
ア
カ

ミ
ノ
イ
ヌ
ツ
ゲ
や
ホ
ン
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
の

群
落
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。

さ
ら
に
、
奈
良
岳
や
見
越
出
の
出
頂

付
近
を
は
じ
め
、
局
所
的
に
ダ
ケ
カ
ン

バ
や
オ
オ
シ
ラ
ビ
ツ
な
ど
の
亜
高
山
帯

檀
生
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の

植
生

（ブ
ナ
林
、
ク
ロ
ベ
ー
ヒ
メ
コ
マ

ツ
林
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
）
は
、
環
境
庁

の
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
に
よ
る

「
保
護
上
重
要
な
植
物
群
落

（特
定
植

物
群
落
ン
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

渓
谷
部
に
は
、
ト
チ
ノ
キ
や
サ
ワ
グ

ル
ミ
が
優
占
す
る
出
地
渓
畔
林
が
み
ら

れ
、
シ
シ
ウ
ド
や
イ
タ
ド
リ
な
ど
が
ら

な
る
出
地
高
茎
草
原
も
発
達
し
て
い

る
。ま

た
、
特
筆
す
べ
き
植
生
と
し
て
、

赤
摩
本
古
出

・
見
越
出
間
の
湿
地
に
み

ら
れ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
リ
ュ
ウ
キ
ン

カ
な
ど
の
群
落
や
見
越
出
Ш
頂
付
近
の

湿
っ
た
岩
場
に
み
ら
れ
る
ニ
ツ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
、
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
シ
ャ

ガ
、
イ
ワ
シ
∃
ウ
ブ
、
カ
ラ
イ
ト
ソ
ウ

な
ど
が
ら
な
る
群
落
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
が
犀
川
源
流
域
で
は
、
キ
ヤ
ラ

ボ
ワ
、
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
、
オ
オ
バ
ツ

ツ
ジ
な
ど
の
稀
少
な
植
物
が
確
認
ま
た

は
記
録
さ
れ
て
い
る
。

栂
　
典
雅

（石
川
植
物
の
会
）

※
チ
シ
マ
ザ
サ
ー
プ
ナ
群
集

植
生
区
分
の
ひ
と
つ
で
、
県
内
の
白
山
山
系
に

多
い
ブ
ナ
林
の
タ
イ
プ
。
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ミ
ネ
カ
エ
デ
、オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、チ
シ
マ
ザ
サ
、

ト
ク
ワ
カ
ソ
ウ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
な
ど
の
植
物

か
ら
な
る
。

●
動
物

犀
川
源
流
地
域
は
、
気
象
、
地
形
、

植
生
と
も
に
尾
添
川
流
域
な
ど
白
出
北

部
の
自
然
環
境
に
類
似
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
人
工
物
づ
ほ
と
ん
ど
な
＜

幾
度
と
な
く
通
っ
た
。
犀
川
上
流
の
寺

津
町
か
ら
歩
い
て
、
犀
川
ダ
ム
、
倉
谷

を
通
り
、
高
三
郎
出
の
出
頂
ま
で
の
間

の
鳥
類
個
体
数
調
査
は
、
四
十
数
回

行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
九
十
六
種
を
記
録
し
、

写真 4 コゼンタチバナ
見越山から奈良岳にかけては、亜高山性の植物がみられる

人
の
入
出
も
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
、
現
在
の
良

好
な
自
然
の
存
在

に
結
び
つ
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、

比
較
的
調
査
の
で

き
て
い
る
鳥
類
全

般
と
イ
ヌ
ワ
シ
、

そ
し
て
ニ
ホ
ン
ザ

ル
を
中
心
に
お
話

し
よ
う
。

∧
繁
殖
期
の
代
表

的
な
鳥
∨

金
沢
大
学
の
学

生
で
あ
っ
た

一
九

七
〇
年
代
、
私
は

ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー

ゲ
ル
部
の
出
行

や
、
卒
業
研
究
の

鳥
類
調
査

の
た

め
、
こ
の
地
域
へ

は
季
節
を
問
わ
ず

炉 琴治
乙 頸

写真 5 イヌワシ
犀川源流地域には 2つがいがすんでいる(

54
74-

写真 6 イヌワシ若鳥
5月下旬～ 6月 に巣立つ



●
位
置
と
地
形

犀
川
は
、
自
出
出
系
の
北
端
に
あ
た

る
出
々
に
源
を
発
し
、
金
沢
市
街
を
貫

流
し
て
日
本
海
に
注
ぐ
全
長
約
四
十
五

麟
、
流
域
面
積
約
二
百
五
十
平
万
版
の

二
級
河
川
で
あ
る
。
白
出
の
主
峰
、

御
前
峰

（二
七
〇
二
肝
）
か
ら
北
Ｅ
延

び
る
石
川

・
岐
阜
の
県
境
稜
線
は
、
北

部
自
由
地
域
と
も
称
さ
ね
る
三
万
岩
岳

（
一
ｔ
三
六
厨
）
や
笈
ヶ
岳

（
一
八

四

一
暦
）
を
経
て
、
石
川

・
富
出
県
境

と
な
り
、
次
第
に
標
高
を
下
げ
な
が
ら

医
王
Ш
に
連
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
金
沢
市
域
の
最
高
地
点
で
あ
る
奈

良
岳

（
一
六
四
四
研
）
や
大
門
出

（
一

五
七

一
厨
）
な
ど
の
出
岳
が
犀
川
の
源

流
域
を
成
し
て
お
り
、
西
は
手
取
川
水

系
の
瀬
波
川
お
よ
び
直
海
谷
川
、
東
は

小
矢
部
川
お
よ
び
浅
野
川
と
の
分
水
讀

で
囲
ま
れ
た
区
域
の
水
を
集
め
て
い

る
。ま

た
、
見
越
出

（
一
六
二

一
暦
）
が

ら
高
三
郎
出

（
一
四
二

一
暦
）
に
至
る

尾
根
に
よ
っ
て
源
流
域
は
三
分
さ
れ
、

西
を
流
れ
る
本
流
の
二
又
川
と
東
を
流

れ
る
倉
谷
川
ガ
犀
川
ダ
ム
湖
の
上

流
部
で
含
流
し
て
い
る
。

一
帯
は
、
浸
食
の
進
ん
だ
深
い

Ｖ
字
渓
谷
と
痩
せ
た
尾
根
か
ら
な

る
急
崚
な
地
形
ガ
大
半
を
占
め

る
。
二
叉
川
の
源
流
部
は
、
落
差

約
三
十
厨
の
犀
滝
を
除
い
て
比
較

的
穏
や
が
な
渓
相
で
あ
り
、
鉤
り

人
も
か
な
り
入
っ
て
い
る
が
、
倉

谷
川
の
源
流
部
は
、滝
や
〃廊
下
〃

と
呼
ば
れ
る
両
岸
ガ
切
り
立
っ
た

絶
壁
が
続
き
、
容
易
に
人
を
寄
せ

つ
け
な
い
険
谷
で
あ
る
。

き
た
＼
熊
走
大
橋
が
架
が
る
あ

た
り
は
小
規
模
な
が
ら
峡
谷
と

な
っ
て
お
り
、
上
寺
津
発
電
所
が

ら
下
流
に
か
け
て
み
ら
れ
る
河
成

段
丘
の
段
丘
面
は
集
落
や
水
田
に
利
用

さ
ね
て
い
る
。

●
植
生

こ
の
区
域
の
標
高
は
、
駒

帰

町
の

一
ｔ
Ｏ
暦
が
ら
犀
川
源
流
域
の
最
高
峰

で
あ
る
奈
良
岳
の

一
六
四
四
暦
ま
で
の

幅
を
持
っ
て
い
る
ど
、
植
生
帯
別
の
面

積
と
し
て
は
、
大
部
分
が
ブ
ナ
帯

（三

五
〇
～

一
六
〇
〇
暦
）
に
属
す
る
。

犀
川
ダ

ム
が
ら
下
流
域

で
は
、

水
葉
出

（八
九

一
厨
）
や
吉
次
山

（八

〇
〇
滸
）
な
ど
の
出
頂
付
近
に
ブ
ナ
林

が
残
る
ほ
か
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
二

次
林
や
ス
ギ
檀
林
が
多
＜
、
河
川
部
分

に
は
ケ
ヤ
キ
や
オ
ニ
グ
ル
ミ
な
ど
の
峡

谷
林
も
み
ら
ね
る
。

犀
川
ダ
ム
が
ら
上
流
域
で
は
＼
ダ
ム

に
よ
っ
て
廃
村
と
な
っ
た
倉
谷

・
三
叉

の
両
集
落
で
炭
燒
や
林
業
が
営
ま
れ
て

い
た
た
め
、
集
落
の
周
辺
が
ら
標
高
八

〇
〇
暦
あ
た
り
ま
で
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な

ど
の
二
次
林
や
ス
ギ
檀
林
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
が
し
、
源
流
域

の
大
半
は
チ
シ
マ
ザ
サ
ー
ブ
ナ
群
集

（
※
）
が
占
め
、
直
海
谷
川
源
流
域
に

痩せた岩尾根にクロベーヒメコマツ林が成立する (左下)  _75-

写真 1 犀川 (二又川)源頭部 7月 まで雪が残る (6月 27日 撮影)

写真 2 高二郎山ナガ尾根のブナ林 (チシマザサーブナ群集)

写真 3 高三郎山クラコシ尾根

‐
 ||‐ ||||‐
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秀麗な姿で知られる「加賀富士J大 門山(高 三郎山から)(T) 二又|の大淵 (T)

見越山山I頁付近に咲 くニ ッコウキ

スゲ [右 ]と コバイケイソウ[左](T)

高三郎山クラコシ尾根を登る (T)

五月の高三郎山を彩るホンシヤクナゲ (高 三郎山クラコシ尾根)(T)



栂 典雅 (19期 )中村

上馬 康生 (15期 )舟田

和男 (金沢ナカオ山岳会 )

節子 (金沢ナカオ山岳会・ 15期 )

身近な自然再発見ガイ ド01

犀

川

源
流

大桑橋から望む犀川源流の山々

左から高二郎山、奈良岳 (右は大笠山)

手前の山は、左が吉次山、右が挙原

山 (T)

撮影/栂 典雅 (T)

中村和男 (N)

初
夏
の
こ
ろ
、
金
沢
の
市
街
地
か
ら
犀
川
の
上
流
の
方
を
眺

０

め
る
と
、緑
に
染
ま
る
山
並
み
の
奥
に
、ま
だ
雪
を
頂
く
白
い
峰
々

が
目
に
つ
く
。犀
川
は
、
そ
う
い
つ
た
山
を
源
流
と
す
る
川
で
あ
る
。

”
流
れ
ゆ
た
け
き
犀
川
や
影
静
か
な
る
浅
野
川
”と
「金
沢
市
民

の
歌
」
に
唄
わ
れ
る
と
お
り
、
穏
や
か
な
浅
野
川
を
女
川
と
表
現

す
る
の
に
対
し
、
犀
川
は
男
川
と
さ
れ
る
。
フ」
の
よ
う
な
二
つ
の

川
の
風
情
や
性
格
を
特
徴
づ
け
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
源
流
域

の
違
い
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

今
回
の
特
集
で
は
、
犀
川
流
域
の
う
ち
、
金
沢
市
の
駒
帰
町
や

熊
走
町
よ
り
上
流
の

一
帯
（内
川
を
除
く
）
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
豊
か
な
自
然
や
登
山
コ
ー
ス
な
ど
を
紹
介
し
よ
う
。
（栂
　
典
雅
）

熊走大橋付近の

犀川と水葉山 (T)

-78-

順尾山から望む犀‖源流の山  々 左 :大門山 中 :見越山 右 :高三郎山 (T)

残雪の犀 |1源 流の山 々 左 :高 三郎山 中 :奈 良岳 右 :見 越山 (大 笠山から五月上旬 )(T)
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以下は前田顧間の冬山レポー トです

26日 午前4時前にバスで大学出発。人

数は4人 減つて総勢21人 .

小荒島岳を過ぎてやつと雪山らしくな

りました。そこまでは根雪もとけてうつすらと

新雪がつもっているといつた状態でし

た。石楠花平には午前中に着きました。根雪が

固く整地作業も簡単,水に困るという

ことはありませんでした。   、

27日 晴,も ちが壁が大変でした。木

の根の間を埋めた古い雪が固く,その上に薄く

積もった新雪が気温が低いため踏んで

も固まらずといつた状態で,滑 りやすかつたか

らです。頂上の一等三角点の標石も初

めて見ました。それでも学生諸君はワンデリン

グの帰路にはシリセー ドを楽しんだり

していました。テント場に帰つて,例年なら雪

洞を掘つたリカマクラを作つたりする

ところですが,30cm程度の積雪ではそうもいか

義

前夜のリーダー会議の結論に従い,下

山です。途中OB(OG?)の 西村さん (と い

って節子さんではありません。33期 の

西村かおりさんです)に出会いました。勝原ス

キー場の銀嶺荘は改築するとかで休

業,ビールは勝原駅までお預けでした。

学生諸君は今日 (28日 )打ち上げ会を

やるそうです。 2回生がリーダー役を務めて雪

言1山行を計画するという話しがまとま

るといいと思うのですが。なお,銀嶺荘前での

反省会では,夏合宿の感想とともに40

周年についての感想も述べあっていました。

[目 的]春山の経験,雪山技術の修得
[山域]後立山連邦 唐松岳
[日程]3月 16日 から3泊 4日 予備3非常 1

[行程]

1日 目金沢==バス=ノ 方ヽ尾根スキー場 ―――ゴンドラリフトーー八方池山荘
―――八方池 (泊 )

2日 目雪上訓練(アイゼン,ピッケルワーク;ザイルワーク;滑落停止 ;耐風姿
勢)

偵察

,目目7じ
「場:三二賃勢宅薔ご二fttξ軽√望聖ゴンドラリフトーーー白馬山麓

[メンパー ]

AパーティL佐藤豪一郎 (工 3)SL(CL)竹 内利行 (工 3)笹田竜之
(文 2)
坂本一樹 (工 2)西脇幹男 (工 1)加藤菜就(工 1)
BパーティL林 司(理3)SL森田善文 (工 3)CSL田村賢司(工 3)
角谷 誠 (工 2)矢内佑― (工 2)杉村明慶 (教 1)

[連絡先]前川昌宏 (076)263-9172
得田馨理 (076)276-0077/(070)5633-4141

(前 田補足)第 2日 目の雪上訓練は,八方池の周辺ではあまり練習にならないと判
断される場合,「 下の樺」下部で行う可能性もあります



日程]3月 8,9日 1,自 2日 予備2非常 1

行 程]1日 目 金沢=(車)==八方尾根駐車場=(ゴンドラリフト)==八方池山荘
――八方池 (,白 )

ント設営後,雪上訓練 (アイゼン歩行,滑落停止,耐風姿
勢,ザイルワーク)

2日 目 八方池―――唐松岳――八方池― ―八方池山荘―――うさぎ平
===白 馬山麓
メンパー]L竹 内利行 (工学部Ⅲ)SL林 司(理学部Ⅲ)

生藤豪一郎 (工学部Ⅲ)森 田善文 (工学部Ⅲ)田 村賢司(工学

・1999年 2月 20日 (土)-21日 (日 )1泊 2日 非常 1

・雪山での基本技術の修得

オリーブ公園 ――――草壁港 ―――池田港 ――一 ふるさと村 (幕営 )

4日 目 ふるさと村 ―― 池田港 ――――土庄港 ====新 岡山港 岡山 ++++姫路
++++敦 賀 ++++金沢
[メ ンバー ]

L坂本一樹 (工 2)SL角谷 誠 (工 2)越前聡子 (文 2)井澤寿予 (理
1)田 中千恵 (医保 1)

谷上 望 (文 1)村松美樹
[連絡先]竹 内利行 (076)2423241
得田馨理 (076)27←0077/(070)5633-4141

-81

・1日 目角間 ===見上峠 (幕営)

2日 目幕営地 ――西尾平――白死山一――医王山 (戻る)

サブルート幕営地 一―西尾平 一―白死山 (戻る)

―――猪の谷――――草壁港 ――――池田港 一一 小豆島ら、るさと村(幕営)

3日 目ふるさと村キャンプ場 一―池田港 一一 岬の分教場&映画村 一――マル
キン記念館――――

eader矢内佑―(エ ー物化Ⅱ)

.Leader佐藤豪一郎(エ ー土建Ⅲ)

このほかに3回生2名 ,2回生3名 ,1回生7名

[行程 ]

1日 目金沢++++近 江塩津 ++++近 江今津 ++++北 小松 ―――げん気村 (幕営)

2日 目 げん気村 ――――ヤケ山 一一―釈迦岳 一一 比良ロッジーーーー八雲ケ原キャ
(幕営 )

日目八雲ケ原キャンプ場 ―――武奈ケ岳(往復)――一 比良ロッジーーーー大山口
イン谷口

[メンバー]

石川真心(法 2)SL志賀寛人(工 2)奥野岳志(工 1)杉村明慶 (

1)加藤菜就(工 1)

[連絡先]竹内利行 (076)242-3241
得田馨理 (076)276-0077/(070)5633-4141

Iず イ;il′ 尊■
'「[目 的]1,2年の親睦を深める

[山 域 ]Jヽ豆島
[日 程]3月 29日 から4月 1日 3泊 4日 予備 1

[行程 ]

¬日目 金沢++++長 浜 ++++米 原 ++++姫路 ++++相生 ++「十日生 ===日 生港
====大部港 ―――田■

'二

2日 目 田井浜キャンτ
渓 ――――星ケ城山 (往渓 ――――星ケ城山(往復)

一――猪の谷 ―― 草壁‖

Ⅲ )

■ |「 ′イ/ル ■

(理学部Ⅲ)矢内祐―(工 学部Ⅱ)

イ早[ヨ 4ζ理 076-276-0077/070-5633-4141
076-263-8353/090-2373-8365

春合宿本番は 3月 16日 ～19日 の 3,白 4日 予備3です

きました
るヽ間(多 分2月 12日 )の ことです

のリカバーです

に登つてみる

3月 30日 から4月 1日 2泊 3日 予備 1



|| 新トレ

1靭軌弱り聖識 ぉ:甲
生3回生は上回生らしい責任を

|[日 程]5月 22日 (土 ),23日 (日 )1拍 2日 フト常 1日

|[岩是]瓢 /22)金沢大学 ――――見上峠 ――――医王の里 (幕営 )

|1伊藤純司(平―物化 3)sL石川真心(法 3)加藤菜就(エー物化 2)

小倉 亮(法 2)谷 上 望(文一人間 2)岩 成俊策(文一人間 1)

秋葉裕崇(教一人間環境 1)日 野鋼貴 (文一人間 1)

Bハ~丁イ~

鱗孵勲7   擦蠣菫蹴ν
角谷 誠(エー土建 3)sL森田善文(エ ー機機4)
csL志賀寛人(エー土建2)矢 田部 桂 (理―物2)杉村明慶 (教一人環

2)

井澤寿予(理―物2)河 原一美(教―教養1)谷 村一成(エー人機
1)

山本資治(エー人機 1)
Dノ キーテイー
L坂本一樹 (エー土建3)sL佐藤豪一郎(エー土建3)cL矢内佑一

鼎瞥晨暑1義三套塞子)誓嚢撃省{受三契31)原 諭(経 1)

[連絡員]

市山裕司 264-4643   河村浩之 260-1283

展F清墨金沢市角
憚梢:織儡菫醤套雨晏鵬詔
atsuo MAEDA
aculty of Law Kanazawa University

1 192 Kakumamchi, Kanazawa

轟彎尚  鍼二
lAt \--71-

el:+81-76-264-5379 Fax:+81-76-264-5405

―-82-‐



(A)'99夏合宿第 2回 トレーニング山行 北アルプス野郎Party

[目 的]夏 合宿に向けて必要な体力,技術,精神力をつける。 (歩荷25kg)

[日 程]7月 3日 (土)～ 4日 (日 )1泊 2日 ブト常1日

[山域]白 山

[行程]1日 目(7/3)金沢大学 ==(車)==別 当出合 ―――甚之助ヒュッテ ーーー 南

竜 ケ馬場 (幕営)

2日 目(7/4)南竜 ― (展望コース)ニー室堂 ――― 御前峰 ――一大汝峰

――――― 」き堡匙 ――一――

黒ボコ岩 一――殿ケ池ヒュッテ別当出合 ==(車)==金

沢大学

☆サブルー ト 南竜 ―一―室堂 一一―御前峰 一――室堂 一― 甚之助 ―一―

別当出合

(雨で観光新道の歩行が困難となる可能性があるとき)

☆エスケープルー ト 南竜より砂防新道を下山

[メ ンバー]

坂本一樹 (エー土建 3)

L矢 田部 桂 (理―物 2)

角田幸久 (経-1)

日野鋼資 (文一人間 1)

sL矢内佑一 (エー物化 3)

西脇幹雄 (エー機機 2,医療)

西 大輔 (エー人機 1)

山本資治 (エー人機 1)

[連絡員 ]

石ヨリ||メモだ卜 (お晏3,  234-5319 ; 090-9764-7655)

角谷 誠 (エー土建 3;262-5879)

(B)'99夏合宿第2回 トレーニング山行  (南アルプス御来光Party)

[目 的]夏 合宿に向けての (個人の限界を超える)力 を身につける。

[日 程] 7月 3日 (土)～ 4日 (日 )1泊 2ロ リト常 1日

[行先]白 山

[行程 ]

1日 目(7/3)金沢駅 ==(バス)==別 当出合 ――――殿ケ池避難小屋 (泊 )

2日 目(7/4)殿ケ池 ―一―黒ボコ岩 ―――室堂 ―――御前峰 ―――室堂 ―一―甚之

助ヒュッテ ーーー

中飯場 ―― 別当出合 =(バス)==金沢駅

☆サブルー ト 室堂 ―一―御前峰 往復をカッ ト

☆エスケープルー ト 殿ケ池 ――一 黒ボコ岩 か ら砂防新道を下山

[メ ンバー ]

笹田竜之 (文―史 3)   sL伊 藤純司 (エー物化 3)

L加 藤菜就 (エー物化 2)   阿納真由美 (文一人間 2)

秋葉裕崇 (教一人間環境 1)三浦信行 (理―計 1)

小村ゆき (教一人間環境 1)深 山 (教一人間環境 2)

松本なゆた (理―地球)             |
[連絡員]

田村賢司 (エ ー人機 4)076-233-3946竹 内利行 (エ ー物化 4)070-5140-2230
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(C)'99夏 合宿第2回 トレーニング山行  (南アー志賀Party)

[目 的]雨 山行になれ、親 しむ。歩荷 男30kg,女 21kg

[日 程] 7月 10日 (土)～ H日 (日 )1泊 2ロ ブト常 1日

[行先]白 山

[行程 ]

1日 目(7/10)金沢駅 ==(バス)==別 当出合 ―――甚之助ヒュッテ ーーーー 南竜 ケ馬

場 (幕営)

2日 目(7/11)南竜 ―――室堂 ――― 御前峰 ―――室堂 ―――甚之助ヒュッテ ーーー

中飯場 ―――別当出合 =(バス)==金 沢駅

☆エスケープルー ト 南竜より砂防新道を下山

[メ ンバー ]

sL石川真心 (法 3) ノ志賀寛人 (エー土建 2)

L 奥野岳志 (エー土建 2)  杉村明慶 (教一人環 2

谷上 望 (文一人間 2) 石原 諭 (経 1)

吉森幸世 (文一人間 1)  加賀円将 (教一人環 1)

[連絡員]               ,
田村賢司 (エ ー人機 4)076-233-3946

佐藤豪一郎 (エー土建 4)076-235-3137

(D)'99夏合宿第 2回 トレーニング山行 (北アParty)

[目 的]夏 合宿に向けて歩荷力をつけ、パーテイの団結力と雨天強行突破耐久力を

つけ、

打たれ強くなり、天 (天気)を 憎んで人 (リ ーダー)を憎まずの精神を身につ

ける。

[日 程] 7月 10日 (土)～ H日 (日 ) 1泊 2日 フト常1日

[行先]白 山

[行程 ]

1日 目(7/10)金沢駅 ===別1当 出合 一―――甚之助ヒュッテ ーーー南竜 ケ馬場 (幕

営)

2日 目(7/11)南竜 一一―室堂 ―――一 御前峰 ――― 室堂 ―一―甚之助ヒュッテ ーーー

別当出合 ==金 沢駅

☆エスケープルー ト 南竜より砂防新道を下山

☆男25kg,女 17kgの 歩荷

[メ ンバー ]

L角 谷 誠 (エー土建 3) sL越 前聡子 (文一人間 3)

井澤寿予 (理-1勿 2)    清水健作 (理-4勿 2)

小倉 亮 (法 2)      福村岳代 (教―障害 1)

久原宗仁 (文―史 1)    谷村一成 (エー人機 1)

[連絡員]

田村賢司 (エ ー人機 4)076-233-3946

佐藤豪一郎 (エー土建 4)076-235-3137
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(A)'99夏合宿 北アルプス野郎Party

[目 的]長 期の山行により、北アルプスのすばらしさを体全体で味わう。

[日 程]8月 3日 (火)～ H日 (水)8泊 9日  予備3日 ブト常 1日

[山域]1ヒアルプス 鋼岳～槍ヶ岳

[行程 ]

1日 目(8/3)金沢駅 十+十十富山駅 ++十十立山駅 ====室堂 ―――雷鳥平 (幕営)

剣御前小屋 一― 別山 (往復

2日 目(8/4)雷鳥平 ―一 剣御前 一一前制 一一―鋼 (往復)

3日 目(8/5)雷鳥平 一一 一の越 ―一 雄山 一一 大汝山 (往復)一― 五色ケ原 (幕営)

4日 目(8/6)五色ケ原 ――越中沢岳 ―― スゴ乗越小屋 (幕営)

5日 目(8/7)ス ゴ乗越 ―一 薬師岳 ――一薬師峠 (幕営)

6日 目(8/8)薬師峠 ―一 黒部五郎分岐よリピーク往復 ―― 五郎平(幕営)

7日 目(8/9)五郎平 ―一 三俣分岐 ―一 三俣山荘 ―― 鷲羽岳(往復)一一三俣蓮

華岳                  、

一―双六岳 ―― 双六小屋 (幕営)

8日 目(8/10)双 六小屋 一― 樅沢岳 一― 槍岳山荘 (幕営)

9日 目(8/H)槍岳山荘 ―― 槍岳 (往復)一― 槍平小屋 一― 新穂高温泉

☆エスケープルー ト(1)雷鳥平 → 室堂

(2)五色ケ原 → 室堂

(3)薬師峠 → 折立

(4)双六小屋 → 新穂高温泉

[メ ンバー ]

L矢 内佑一 (エー物化 3)

矢田部 桂 (理―物 2)

角田幸久 (経-1)

日野鋼資 (文一人間 1)

sL坂本一樹 (エー土建 3)

西脇幹雄 (工二機機 2,医療)

西 大輔 (エー人機 1)

山本資治 (エー人機 1)

[連絡員]

竹内利行 (070-5636-0131)

森日ヨ甚争

'こ

 (235-4807; 090-9760-4347)

(B)'99夏合宿 南アルプス北岳～甲斐駒パーティ

[目 的]南 アルプスのきれいな景色を満喫する。

[日 程]8月 3日 (火)～ 10日 (火)6泊 7日  予備 1日 非常 1日

[行先]南 アルプス北岳～甲斐駒岳

[行程 ]

1日 目(8/3)金沢駅 ++十十糸魚川 ++十+松本 +++十 甲府 =(バス)==広 河原

2日 目(8/4)広河原 ―― 白根御池小屋 一-1ヒ岳肩ノ小屋 (幕営)

3日 目(8/5)肩ノ小屋 一-1ヒ岳 (往復)一― 両俣小屋 (幕営)

4日 目(8/6)両俣小屋 一― 野呂川越 ―― 高望池 ―― 仙丈 (幕営)

5日 日(8/7)仙 丈 ―― ノlヽ仙丈岳 ―-1ヒ沢長衛小屋 (幕営)

6日 目(8/8)北 沢長衛小屋 一― 甲斐駒ヶ岳 ―一 Jヒ 沢峠 ==(バ ス)==伊那北
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☆ ェスケープルー ト(1)広 河原 → 伊那

(2)北岳肩 ノ小屋 → 広河原

(3)両俣小屋 → Jヒ沢橋

(4)仙 丈小屋 → Jヒ沢峠

[メ ンバー ]

L伊 藤純司 (エー物化 3) sL笹 田竜之 (文―史 3)

加藤菜就 (エー物化 2)   阿納真弓 (文一人間 2)

秋葉裕崇 (教一人間環境 1) 三浦信行 (理―計 1)

小村由希 (教一人間環境 1) 深山貴裕 (エー土建 2)

[連絡員]

得田馨理 (医 ―保看 4)076-276-0077;070-5633-4141

竹内利行 (エ ー物化 4)070-5636-0131;076-242-3241

(C)'99夏 合宿 《南アルプス南下Party》

[目 的]南 アルプスの豊かな自然に触れ、よごれた心を浄化する。

[日 程]8月 1日 (日 )～ 8日 (日 )7泊 8日  予備3日 ブト常1日

[行 先]南 アルプス 甲斐駒ケ岳～塩見岳

[行程]

1日 目(8/1)金沢駅 十十+++甲府駅 ==(バス)==大樺沢出合 ==(バス)==北沢峠

(幕営)

2日 目(8/2)北沢峠 ―――甲斐駒ケ岳 (往復)

3日 目(8/3)北沢峠 一一月ヽ仙丈岳 一――仙丈小屋 (幕営)

4日 目(8/4)仙 丈小屋 一一 高望池 ―― 野呂川越 ―――両俣小屋 (幕営)

5日 日(8/5)両俣小屋 一-1ヒ岳 ―一 Jヒ岳山荘 (幕営)

6日 目(8/6)北岳山荘 ―――間ノ岳 ―一一三国平 ―一 熊ノ平小屋 (幕営)

7日 日(8/7)熊の平小屋 一一 Jヒ荒川岳 ―― 塩見岳 ―一 三伏峠 (幕営)

8日 日(8/8)三伏峠 ―― 塩川 ==(バス)==伊那大島駅 十1+十 金沢

☆ エスケープルー ト(1)イ山丈小屋 → 1ヒ沢峠

(2)北岳山荘 → 広河原

(3)熊の平小屋 → 大門沢小屋 (幕営)→ 奈良田

[メ ンバー ]

L 志賀寛人 (エー土建2) sL石 川真心 (法 3)

奥野岳志 (エー土建 2)   杉村明慶 (教一人環 2)

谷上 望 (文一人間 2)   石原 諭 (経 1)

吉森幸世 (文一人間 1)  加賀円将 (教一人環 1)

河原一美 (教-1)

[連絡員]

主  竹内利行 (エ ー物化 4)070-5636-0131;076-242-3241

副  得田馨理 (医 ―保看 4)076-276-0077;070-563卜4141
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〉 ―――

〉 (D)'99夏合宿 らのじParty in 北アルプス

〉 [目 的] 厳しくそして、華麗な自然を体験し、豊かな人間性を育む。

〉 [日 程]8月 6日 (金)～ 13日 (土)7泊 8日    予備3日  非常1日

〉 [行先] 北アルプス 薬師岳～槍ヶ岳

〉 [行程]

〉 1日 日(8/6)金 沢駅 十十十+富山駅 ==(バス)==折立 ―― 太郎平小屋 一― 薬師峠 (幕

〉営)

〉 2日 目(8/7)薬師峠 ―― 薬師岳 (往復)

〉 3日 目(8/8)薬 師峠 ―一 太郎平小屋 一― Jヒ ノ俣岳 ―一 中俣乗越 ―一 黒部五郎岳

〉  ―――

〉     黒部五郎小舎 (幕営)

〉 4日 目(8/9)黒部五郎小舎 ―一 三俣山荘

〉 5日 目(8/10)三俣山荘 ―一 鷲羽岳 ―― 水晶小屋 一一 水晶岳 (往復)

〉      一一三俣蓮華岳 一― 双六岳 ―― 双六小屋 (幕営)

〉 6日 目(8/11)双六小屋 一一 樅沢岳 ―一 千丈沢乗越 ―一 槍岳山荘 (幕営)

〉 7日 目(8/12)槍岳山荘 ―― 槍ヶ岳 (往復)

〉      一―槍平小屋 一― 白出小屋 一― 新穂高温泉 (幕営)

〉 8日 目(8/13)新穂高温泉 ===(高山 ?神岡 ?)++十++金沢駅

〉☆ エスケープルー ト (1)薬師峠 → 折立

〉          (2)黒 部五郎小舎 → 太郎平小屋→ 折立

〉          (3)双 六小屋 → 鏡平小屋 → わさび平小屋 → 新穂高温泉

〉          (4)槍 岳山荘 → 槍平小屋 → 白出小屋 → 新穂高温泉

〉 [メ ンバー]

〉    L越 前聡子 (文一人間 3) sL角 谷 誠 (エー土建 3)

〉      井澤寿予 (理―物 2)    清水健作 (理―物 2)

〉      小倉 亮 (法 2)     福村岳代 (教―障害 1)

〉      久原宗仁 (文―史 1)    谷村一成 (エー人機 1)

〉 [連絡員]

〉     得田馨理 (医 ―保看 4)076-276-0077;070-5633-4141

〉    竹内利行 (エ ー物化 4)070-5636-0131:076-242-3241
′

〉

〉前田達男

〉920-1192金沢市角間町 金沢大学法学部研究室

〉Tel:(076)264-5379(直 通) (076)264-5403(研 究室事務)

〉 Fax:(076)264-5405 (五肝多tE置層「 矛労)  (076)234-4067 (Itt11)

〉

〉Tatsuo MAEDA
〉「 aculty of Law Kanazawa Un i v e r s i t y

〉 920-1192 Kakumamchi,  Kanazawa

〉 Tel: +81-76-264-5379    Fax: +81-76-264-5405
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JL 國 秦斤 尾易  (´ 千0 平成 44年 (4999年 )6月23日  (水躍曰)

夏山開きを行つrl山.後方は北アルプス=23日 午前 9時 20分、北国新聞社ヘリ |あすなろJから
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の
拡
充
や
試
食
会
を
計
画
す
る
な

ど
が
売
れ
筋
に
な
る
と
み
て
い

牛
ど
ん
や
雑

炊
、
ピ
ラ
フ
な
ど

ど
各
店
と
も
夏
山
開
き
を
控
え
、
　

る
。
コ
ン
ロ
も
五
千
円
か
ら

一
万

幅
広
い
品
ぞ

ろ
え
を
強
調
す
る
。

登
山
者
の
取
り
込
み
に
動
き
出
し

円
前
後

の
品
約

二
十
紙
を
用
意

各
店
と
も
七
月
が
ピ
ー
ク
と
み
て

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
特
に
携
帯
に
便
利
な
百
“
以

い
る
。

週
末
に
マ
イ
カ
ー
規
制

石
川
県
白
山
自
動
車
利
用
通

正
化
連
絡
協
議
会
は
二
十
三
日

ま
で
に
、
自
然
保
護
と
交
通
混

雑
緩
和
を
目
的
に
、
自
山
の
夏

山
登
山
ピ
ー
ク
時
の
週
末
マ
イ

カ
ー
利
用
規
制
を
今
年
も
実
施

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

規
制
区
間
は
、
主
要
地
方
道

白
山
公
園
線
の
白
峰
村
市
ノ
瀬

―
別
当
出
合
登
山
日
間
六

・
二

よ
で
、
期
間
は
七
月
二
十
二
日

か
ら
八
月

二
十

二
日
ま

で
の
毎

週
金
曜
午
後
八
時
か
ら

日
曜

正

午
ま

で
。
七
月
十
六

日
か
ら

二

十
日
、
十
月
八
日
か
ら
十

一
日

の
間
も
規
制
さ
れ

る
。

期
間
中
は
、
市

ノ
瀬
―
別
当

出
合
間
で
路
線
バ

ス
が
午
前
五

時
か
ら
午
後

五
時
ま

で
ビ
ス
ト

ン
運
行
さ
れ
る
。
片
道
料
金
は

大
人
四
百
円
、
子
供

二
百
円
と

な

っ
て
い
る
。

る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
岐

阜
、
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